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　和泉いずみ正まさ宗むね／十六歳さい／高二。

　俺おれは、学校に通いながら小説家の仕事をしている兼けん業ぎよう作家だ。

　ペンネームは、和泉いずみマサムネ。ほぼ本名。

　諸事情あって、二年前から、引きこもりの妹と二人で暮らしている。

　この妹ってのが、なかなかむずかしいやつで、マジで部屋から出てこない。

　ずっと同じ屋根の下で暮らしているってのに、俺おれは妹といっさい顔を会わせることがなかったくらいだ。なんとか状じよう況きようを変えたいと悩なやみつつ、毎日食事を作っては、妹の部屋へと運ぶ。

　そんな生活を続けていた。

　それに大きな変化があったのが、一年前のこと。

　俺おれは妹の『隠かくされた正体』を知ってしまったのだ。

　俺おれの小説の挿さし絵えを描かいてくれているイラストレーター『エロマンガ先生』。

　一度たりとも会ったことのない、俺おれの相棒。

　そいつこそが、俺おれの妹・和泉いずみ紗さ霧ぎりだった。

　お絵かき動画を配信して、ファンと楽しくおしゃべりなんかしちゃってるアクティブなやつ。

　えっちなイラストを描かくのが大好きで、売れっ子作家からラブコールを送られるくらいのすごいやつ。

　エロマンガ先生ってのは、そんな人だ。それが、部屋に引きこもって誰だれとも交流しようとしない俺おれの妹と、同一人物だったなんて！

　そりゃあもう、驚おどろいたなんてもんじゃない。

　でも、チャンスだって思った。ずっと部屋から出てこない妹との関係を改善する、きっかけになるんじゃないか。

　一いつ緒しよに暮らしているだけの他人だった俺おれと妹は──

　一いつ緒しよに作品を作る、仲間だったんだから。

　で……まあ、そのあと色々あった。

　妹が引きこもる『開かずの間』に、入れてもらえるようになったり。

　妹に、友達ができたり。俺おれが妹に一目惚ぼれしていたことが、本人にバレてフラれたり。

　エロマンガ先生と一いつ緒しよに、新作小説を作り始めたり。




　その作品が──アニメ化することになったり。




　そう。本当にいつの間にか……かつて誓ちかった『俺おれたちの夢』がすぐそこにあった。

　手を伸のばせば触ふれられるところまで来ていたんだ。

　さあ、ここからだ！

　人生を賭かけた大勝負は、夢を叶かなえたそのあとに待っている。

　ふたりの夢が叶かなったら、俺おれは──

　好きな人にプロポーズをしようと決めたのだ。







　時は少しさかのぼる。

　七月二日、十七時十四分。出版社の大会議室にて。

「やぁっ、初めまして、和泉いずみマサムネ先生──」




「『世界で一番可愛かわいい妹』アニメ化決定、おめでとうございます」




　俺おれの真正面。温和そうな笑えみを浮うかべるのは、丸眼鏡の少女。

　ふんわりとウェーブのかかった髪かみは、艶つややかな栗くり色いろ。俺おれと同年代かやや年下に見える愛らしい容よう貌ぼう。胸むな元もとのふくらみが、強く自己主張している。

　眼鏡の向こう側には、とろんと眠ねむそうな目。

　まるで寝ね起おきのように……って、本当に寝ね起おきじゃねえよな？

　顔も声こわ色いろも『いま起きたばっかでねむーい』みたいな感じなんだけど。

　彼かの女じよは完全に、張はり詰つめた雰ふん囲い気きの中で浮ういていた。

　というか、

「……あ、アニメ……？」

　俺おれ自じ身しん、混乱の只ただ中なかにあって、落ち着いて観察する余よ裕ゆうなどなかった。

　……い、いま、なんてった？　この人……。

「あ、あのっ……俺おれ、なんで……呼ばれたんでしょう？」

　アニメ化決定、という単語がいまだ脳にインプットされぬまま、俺おれは問うた。

　会議室を見回すと、担当編集の神楽かぐら坂ざかさん他、数名の大人たちが、俺おれに注目している。

　部屋はシンと静まり返っていて、自分が飲のみ込こんだつばの音が、よく聞こえた。

「それはもちろん」

　答えたのは神楽かぐら坂ざかさんだ。

「アニメ『世界で一番可愛かわいい妹』の──第一回、脚きやく本ほん会議です」

　脚きやく本ほん会議……って。

　アニメのストーリーについて打ち合わせること……だっけ？

「────アニメ化……するんですか。俺おれの、作品が」

　ようやくその台詞せりふが、俺おれの口から出てきた。

「だーかーらー、初めにそー言ったじゃなーい……ふぁぁ」

　異い彩さいを放つ眼鏡の少女が、俺おれの真正面であくび混じりに言う。

　だが、このときの俺おれには、まったく声が届いていなかった。いや、聞こえてはいたんだが、それどころじゃなかった。

　呆ぼう然ぜんと立ちすくみ、脳内でグルグルと思考を回していた。

「………………………………………………」

　え？　アニメ化？　すんの？　俺おれの──俺おれたちの作品が？

　聞いてないんですけど！　担当編集の神楽かぐら坂ざかさんも、そんなそぶりはちっとも……！

　で、でも！　俺おれへの悪質なドッキリのためだけに、こんな場を作るとは思えないし……。

　ってことはマジで？　マジでマジで……マジなのか？

　おいおいおいおいおい……ってことは……ってことは……

　本当に『俺おれたちの夢』が、もうすぐ叶かなって……

「和泉いずみマサムネ先生？　おーい、聞いてる？　ちょっと、少年、聞いてますか──？」

　……そして……俺おれは……俺おれは……ッ！

「うっぉおおぉぉぉおおおおおぉぉぉ、結けつ婚こんするぞ！」

「きゃあ！」

　ハッ！　しまった！　アニメ化の衝しよう撃げきでつい心中をそのまま叫さけんでしまったぜ。

　悲鳴を聞いて正気に戻もどった俺おれは、まばたきして目前の状じよう況きようを認にん識しきする。

　俺おれはラオウのごとく、天を衝つく拳こぶしを握にぎりこんでおり、正面では、眼鏡の少女が、椅い子すに座すわったままひっくり返りそうになっていた。彼かの女じよは、ずれてしまった眼鏡を直す余よ裕ゆうすらなく、

「……いまのって……わたしに言ったの？」

「あ、いやっ」

　いかーん！　とんでもない勘かん違ちがいをされているッ！

　眼鏡の少女は、困こん惑わくしながらも頰ほおを赤くして照れている。

「い、いやぁ～……ふへへへ、初対面の男の子にプロポーズされるなんて、おねーさんドキドキっすよー。……一ひと目め惚ぼれ……って、やつなのかな？」

「違ちがいます！」

　全力で否定した。

　こんなところでよく知らん人相手に、俺おれの初プロポーズを奪うばわれてたまるか！

　すると彼かの女じよは、きょとんと首をかしげて、

「おぉ？　ってことは、前からわたしのことが好きだったの？」

「そもそもプロポーズじゃないんで！」

「でもいま結けつ婚こんしよーって言ったよね」

「アニメが成功したら好きな人にプロポーズしようと思ってたんです！　それがつい口に出ちゃって……本当にすみません！」

　俺おれは立ったまま、深々と頭を下げた。『俺おれたちの夢』については説明が難しいので省略したが──って、超ちよう真面目な場で、俺おれは、なんてことをしでかしてしまったのだ……！

　うわわわわ、これでアニメ化の話がなかったことになったりしたらどうしよう！

「うひゃあ、アニメが成功したらプロポーズ！　すげーっ、漫まん画がみたい！」

　顔色真っ青になっている俺おれをよそに、眼鏡の少女は大声でリアクションをする。

「ってか、少年キミ何歳さいよ？」

「じゅ、十六歳さいです」

「若ぁーっ！　その歳としで結けつ婚こん!?」

「はあ」

　なんだこのやり取り。そもそもこの人はいったい誰だれなのか。

　センターに座すわってるところからすると……まさか、監かん督とくとか？

　俺おれのことを言えないくらいに若く見えるんだけど。ってか、同年代以下に見えるんだけど。

「ねー、監かん督とく聞いた？　少年の運命は、わたしらの手しゆ腕わんに掛かかってるらしいよー」

「……ん。……がんばろう……ね」

　あ、この人監かん督とくじゃなかったんだ。

　眼鏡の彼かの女じよが『監かん督とく』と呼んだのは、俺おれの対面やや左に座すわっている背の高い女性。

　穏おだやかな微び笑しようを浮かべている、優しそうな人だ。

「うわーうわー、少年の恋こい路じがねたましいー、若者の青春を邪じや魔まして悦えつにはいりてー。監かん督とくもそー思うでしょー」

「……ん……どう……かな？」

「かー、徹てつ夜やの眠ねむ気けが吹ふっ飛とんだわー。くっそー、あえてアニメ化失敗したくなるぅー」

「……どんなフィルムに……しようか……楽しみ」

　二人の会話……が成立しているのだろうか？

　大だい丈じよう夫ぶか、このアニメ制作陣じん。挨あい拶さつすらまだなのに、不安になってきたぞ……。

「お二人とも、歓かん談だん中申し訳ありませんが、和泉いずみ先生が立ったままです」

「あ、ごめーん」

「……はい」

　雑談を止めたのは、長机の右側に立っているパンツスーツ姿の女性。

　黒くろ髪かみのショートヘアに、低い声こわ色いろ。

　鋭するどい目付きと凜り々りしい顔つきは、男装の麗れい人じんめいている。

　薔薇ばらとかレイピアとかが超ちよう似合いそうな彼かの女じよは、場を仕切るように言う。

「どうぞ、お座すわりください」

「あ、はい」

　いまのやり取りだけで、この人が一番偉えらいんだなってのが伝わってきた。

　俺おれは、言われるがままに席に着く。

「それでは改めて、アニメ『世界で一番可愛かわいい妹』、第一回脚きやく本ほん会議を始めましょう」

　まずは自己紹しよう介かいから、と、麗れい人じんは己おのれの胸に手を添そえる。

「アニメプロデューサーの赤あか坂さかです。よろしくお願いいたします」

　彼かの女じよは、わざわざ俺おれの側まで歩いてきて、名めい刺しを渡わたしてくれる。

　赤あか坂さか透とう子こさん、というらしい。

　彼かの女じよに続いて『監かん督とく』が、立ち上がり、初めてまともな台詞せりふを口にする。

「……監かん督とくの、雨あま宮みや静しず枝え……です」

　雨あま宮みや静しず枝え監かん督とく。

　……どうやら本当に無口な人らしい。

　今後一いつ緒しよに仕事をしていくにあたって、彼かの女じよとのコミュニケーションには苦労しそうな予感がする。

「次はわたしー」

　再びとろんと眠ねむそうな目になって、丸眼鏡の少女があくび混じりに片手を挙げる。

「葵あおい真ま希き奈な、脚きやく本ほんたんとー。つまり……ふぁ……今回のアニメではぁ、少年、『キミの直接の仕事相手』ってことになるねー」

「……………………………………」

　……マジ？
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　このやる気なさそーな眼鏡っ娘こが……アニメの脚きやく本ほん家!?

　俺おれは丸眼鏡の少女を、マジマジと見つめる。

「俺おれの……直接の仕事相手……」

「そそ。君のお仕事はー、わたしとたくさんお喋しやべりをすることなのー」

　にひっ、と、ゆるーい笑えみを浮うかべて、

「おねーさんのことは、気安く真ま希き奈なちゃんって呼んでちょ」

　こうして。

『俺おれたちの夢』のクライマックスは、不安と期待が綯ない交まぜになった形で始動したのである。




　第一回脚きやく本ほん会議は、主要スタッフとの顔合わせ──自己紹しよう介かいをして終わった。

　具体的な話は、第二回から──ということらしい。

　まあ、俺おれ、当然ながらなんの準備もしてなかったわけで、さあ脚きやく本ほん会議ですなんて言われても困るから、いいんだけどさ。

　ってか、いまだに混乱している。頭ん中ふわっふわで、視界が歪ゆがんで見える。

　ともあれ。

　俺おれは、興奮さめやらぬまま帰き途とを駆かけ抜ぬけた。

　──早く！　早くこのビッグニュースを、エロマンガ先生に教えてやらないと！

「くっ……」

　玄げん関かん扉とびらの鍵かぎを開けるのももどかしい。鍵かぎが穴になかなか挿ささらなくて、苦戦してしまう。

　ようやく開いた扉とびらに飛とび込こみ、靴くつを乱暴に脱ぬぎ捨すてて、俺おれは階段を駆かけ上のぼる。

　ドンドンドンドンドンドン！

「エロマンガ先生ー！　大変だぁ、エロマンガ先生ーっ！」

「そんな名前のひとはしらないっ！」

　俺おれが二階へと到とう達たつしたタイミングで『開かずの間』の扉とびらが勢いよく開き、顔を真っ赤にした紗さ霧ぎりが出てくる。

　生配信が終わったばかりなのか、『エロマンガ先生』のお面を、頭にのっけるような形で斜ななめに被かぶっていた。

「に、兄さんは、なんどゆったらわかるのっ！」

「そ、そそそ、それどころじゃないんだ！　おちおちおちおちおち、落ち着いて聞いてくれ！」

　乱れた呼気のまま、ガッと妹の両りよう肩かたをつかむ俺おれ。

　すると紗さ霧ぎりは、嫌いやそうに目を細めて、俺おれの手をぱちんと叩たたく。

「……まずそっちが落ち着いて。もぉ……妹を摑つかんではぁはぁ息を荒あらげるのやめてっ。気持ち悪いからっ」

　地味に精神にクる台詞せりふ回まわしをするよな、こいつ。

　俺おれは、がっくりとうつむいて、肩かたを上下させる。

「はぁ……はぁ…………ふぅ」

「……落ち着いた？」

「お、おう……」

「で……なに？」

「え、えっと、な。お──落ち着いて聞いてくれ、紗さ霧ぎり。なんと……なんとだよ？」

「ほんと前フリ長い。いいから早くゆって」

「……俺おれは繊せん細さいなおまえの精神を心配してだな。……まあいいや、じゃあ、言うぞ？」

「どうぞ」

　妹から許可が出たので、俺おれは、すぅと深く息を吸すい込こんで──




「俺おれたちの作品『世界で一番可愛かわいい妹』が、なんとアニメ化することになったんだ！」

「あ、うん、しってる」




「ええぇぇ!?」

　なにそれぇ！

「ど、ど、どゆこと？」

　アニメ化決定したよって教えられたときと同じくらいビックリしたんだけど？

「だって、今日がアニメ化の公式発表日だし、私がキービジュアルも描かいたし……しらないわけない」

「………………」

　待って。いまちょっと頭が整理できてない。

　確かに脚きやく本ほん会議で、今日アニメ化の発表を公式サイトで行う──という話はしたけれど。

「……まさか……兄さん…………知らなかったの？」

「……う、うん」

「そ、そうなんだ……ぁ」

　気き遣づかうような妹の眼まな差ざしから、俺おれは、そっと目をそらす。

「……そもそも、なんで俺おれ、原作者なのに、発表日当日にアニメ化決定を知らされているんだ？」

「さ、さあ。……神楽かぐら坂ざかさん、私には、『和泉いずみ先生には、適切なタイミングで私から伝えるから、ナイショにしててね』って……言ってたけど」

　マジで勘かん弁べんしてよ。

　あの人、絶対俺おれに『アニメ化決定』サプライズをやりたかっただけだろ。

　なんで原作者の俺おれが、こんな重大発表を、ファンと同じタイミングで告知されなくちゃならんのだ！　俺おれが『アニメ化などしない！』とか言い出す人だったらどうするつもりだったのだ。

　いや、そんなこと俺おれは言わないし、向こうもそれをわかってたからなんだろうけどさ。

　毎回モヤモヤさせてくれるぜ。

　おめでたい日だというのに、内心イライラしてきた俺おれであったが、次の瞬しゆん間かん、そんなものはすべて吹ふき飛とんだ。

　紗さ霧ぎりが、かぁ、と赤面して、うつむきがちに言う。

「……私、てっきり兄さんはもう知ってるのかな……って。……だから……あ、あんなこと……言ってきたのかな……って」





　──『俺おれたちの夢』が、叶かなう時が来たらさ。おまえに伝えたいことがあるんだ。






「あ……いや……それは」

「ちがうの？」

「うん、まったく知らずに言ってた。正直、もっと先の話だとばかり思ってたよ」

「そ、そなんだっ」

　あせあせと、紗さ霧ぎりは俺おれをちらっと見上げたり、もじもじと身をすくませたり──恥はずかしそうに動どう揺ようしている。

「紗さ霧ぎり。夢が叶かなうのが……こんなに早いとは、思ってなかったんだけどさ。……でも──伝えるから」

「……うん」

　こくり、と頷うなずく紗さ霧ぎり。ゆっくりと顔を上げて、

「私も……ちゃんと、紹しよう介かい……するね。私の……好きなひと。……すっごく……すっごく…………大好きなひと」

　紗さ霧ぎりの強い想おもいが、表情、仕草、声……そのすべてから伝わってくるようだった。

　俺おれは強い胸の痛みを覚え、しかしこう口にする。

「ああ。そのときは、ちゃんと迎むかえ撃うってやるよ」

　兄として、ではなく。紗さ霧ぎりのことが好きな、ひとりの男として。

　痛々しいやつだと笑えばいい。気持ち悪いと蔑さげすめばいい。

　俺おれは、さんざん思い知ったんだ。

　人はすぐ死ぬ。

　大切な人が明日も元気でいてくれるかどうかなんて、わからない。

　未来に保証なんてない。平へい穏おんで幸福な日常なんて、永遠に続くものじゃない。

　想おもいは伝えておかないと、必ず後こう悔かいする。

　きっと幸せってのは、摑つかめるときに必死になって摑つかんでおくもので。

　そのあとは、命を懸かけて維い持じしていくものなのだ。

　大人にさえなりきれていない未熟な俺おれじゃ、がむしゃらにならなきゃ届かない。

　めいっぱい背せ伸のびをして、痛々しいやつになる覚かく悟ごを決めて。

　全ぜん身しん全ぜん霊れいで──挑いどんでやろうじゃないかよ。




「これからだよ、和泉いずみ先生」

「ああ、これからだな、エロマンガ先生」




　紗さ霧ぎりが掲かかげたタブレットには、『世界で一番可愛かわいい妹』の公式サイトが映っている。

　でかでかと『アニメ化決定！』の文字が刻まれている。

　万ばん感かんの想おもいでそれを見る。

　俺おれたち兄妹きようだいの、新たな挑ちよう戦せんが始まるのだ。







　その夜は、紗さ霧ぎりの部屋で、とりとめのない話をして過ごした。

　第一回脚きやく本ほん会議の詳くわしい内容や、女性ばかりだったアニメスタッフの面々──脚きやく本ほん家の葵あおい真ま希き奈なや、雨あま宮みや監かん督とく、赤あか坂さかＰ、その他会議で紹しよう介かいされた制作スタッフたちについて。

「葵あおい真ま希き奈な……さん。……名前はよくしってる」

「有名な人なのか？」

「うん……えと……私は、すごく好き」

「へえ～。紗さ霧ぎりが好きな脚きやく本ほん家さんなんだ。なら、良かったな」

「ん……嬉うれしい」

　ふんふん、と、鼻息を荒あらくしている。

　どうやら、紗さ霧ぎりにとっては、かなり良いいニュースだったらしいな。

「でも……そんなに若い女の子だったんだ」

「うん……ただ、見た目は年下っぽいんだけど、どうも年上みたいだ」

　自分のことを『おねーさん』なんて言ってたし。

「……何なん歳さい？」

「さあ……女の子に歳としとか聞けないし」

「……かわいかった？」

「え？　あ、あぁ……かわいかったんじゃ……ないかな？」

「ふーん」

　なんだよ。

「どんな感じにかわいかった？」

「えぇ……？」

　んなこと言われても困るんだけどな。

　眼鏡かけてて、おっぱいがデカかったって言うと怒おこりそうだし。

「えーと……そうだな……………なんていうか……日ひ向なたぼっこ中の猫ねこ……みたいな感じ？」

「むぅ……よくわからない。性格は？」

「性格は……つかみどころがないっつーか、まだよくわからん」

「第一印象は？」

「ふにゃふにゃって感じだった」

「……なにそれ」

　いや、だってそうなんだもん。

　つーか、妙みようにしつこく聞いてくるな紗さ霧ぎりのやつ。

「なんにせよ、予習はしないとな。とりあえず、真ま希き奈なさんと雨あま宮みや監かん督とくと──あとは赤あか坂さかＰもか。あの人たちが手がけたアニメを、ぜんぶ観みてみようと思う」

　共通の話題があれば仲良くなりやすいだろうし、制作にあたってのベンチマークにもなる。


　──君のお仕事はー、わたしとたくさんお喋しやべりをすることなのー。



　原作者が脚きやく本ほん会議で何をすりゃいいのか、いまいちわかってないんだけども。

　一いつ緒しよに仕事をする人たちが、いままでどんなアニメを作ってきたのかは、知っておくべきだろう。

「……それなら、私がＢＤ持ってるから……こんど一いつ緒しよに観みる？　……ここで」

「お、マジで？」

「うん……赤あか坂さかＰと雨あま宮みや監かん督とくと脚きやく本ほん家の葵あおい真ま希き奈な……この三人が揃そろって作った一番有名なシリーズは、ぜんぶ持ってる」

　さすがエロマンガ先生。実のところ俺おれは、アニメのＢＤを買うタイプではないし、アニメに詳くわしい方でもないから、オタク深度の高い相棒の存在はありがたい。

　それに、妹と並んでアニメ視し聴ちようとか──

『俺おれたちの夢』の予行演習みたいで、すげー嬉うれしい。にやにやしてしまう。

　ま、場所が『開かずの間ここ』ってのが、ちょい惜おしいけれど。

「ちなみにその有名シリーズって、どんなタイトル？」

「しらないの？　えっとね……これっ」

　紗さ霧ぎりは、斜ななめに被かぶっていた『エロマンガ先生』のお面を外し、俺おれに向かって差し出した。

「『星くず☆うぃっちメルル』」




　週明け、俺おれは軽い足取りで高校への道程を歩いて行く。

　昨夜は興奮してろくに眠ねむれなかった。それなのにまったく疲つかれがない。

　胸はずっと高鳴ったままだ。

　不安と期待が渦うず巻まいていて、それが面おも白しろくて仕方がない。

　まるで、小説家としてデビューすることが決まった、あの頃ころのように。

　俺おれには経験がないけれど、初めて彼かの女じよができたなら、こんなふうになるのかもしれない。

「ふっふっふっふ……ふふふ！　ふふふ！」

　完全に浮うかれていた。

　いますぐ荒あら川かわ河か川せん敷しきにダンボールを持もち込こんで、土手すべり百セットを敢かん行こうしたいくらいの気分だった。ちなみに土手すべりってのは、ダンボールをそりにして坂をすべる、足あ立だち区く民ならみんな知ってる遊びのことだ。とっても楽しいぞ！

　いまにもスキップしそうなテンションで歩いていると、聞き覚えのある声が俺おれを呼ばわった。

「おーい、ムネくーん」

「おっ、智とも恵えじゃん！　おっはよぉ──う！　いやぁ～、今日も超ちようかわいいな！　おっぱいでかいな！」

「なに言ってんの!?」

　目を丸くして驚おどろく智とも恵え。思いっきり腕うでで身体を抱だいている。胸部を強調するような形でだ。

「……いやすまん。あまりにもテンションが上がりすぎて、和泉いずみ正まさ宗むねにあるまじき台詞せりふを口にしてしまったぜ」

「あー、びっくりした。いきなり変なこと口走るから……てっきり、ムネくんが、異世界生物に精神を乗っ取られたのかと」

「そこまでおかしかったか俺おれ!?」

　ラノベみたいな喩たとえをしやがって。

「おかしかったよー。このあと哀あわれ人気のない路地裏に連つれ込こまれてしまったボクは、触しよく手しゆ形態に変身した偽にせムネくんによって、ぬるぬるにされてしまうのかと」

「妄もう想そうたくましくしすぎだろ！」

　二次元ドリームノベルズみたいな喩たとえをしやがって。

　彼かの女じよは、高砂たかさご智とも恵え。近所の本屋の一人ひとり娘むすめで、俺おれの数少ない理解者であり親友。

「まぁ、そんな冗じよう談だんはさておきだっ」

　制服姿の智とも恵えは、鞄かばんを持ったまま、もう片方の手で「こほん」と咳せき払ばらいをひとつ。

　それから──

「ムネくん、おっめでと──う！」

　がば、と勢いよく抱だきついてくる。

「うわ！」

「やったじゃないか！　ついにアニメ化だねっ！　ボクはずっと信じていたぜ！」

「このっ……調子のいいこと言いやがって！」

　女子の柔やわらかな感覚に、内心ドギマギしながらも──

　俺おれは、智とも恵えに抱だきつかれたまま、その場でぐるぐると回ってやる。

「強ごう欲よく本屋め！　前シリーズでの冷れい遇ぐうっぷりは忘れちゃいないぞ！」

「新シリーズではフェアやってあげただろ！　この辺でキミの本が売れているのは、そこそこボクのおかげなんだぜ！　感謝して欲ほしいね！」

「ひゃっほー、ありがとよ！」

　智とも恵えも俺おれも、こんなこと普ふ段だんなら絶対しないんだけど、今日だけは特別だった。

　完全にバカになって、浮うかれていた。

「ふふふふ、これはもう、ムネくんとの約束を果たす日も近いのかな？」

「え、なに約束って？」

「おいおい忘れちゃったのかい？　けっこー前に言ったじゃんかー、ムネくんが、アニメ化するくらいに有名になって、大金持ちになったらさ──」

　智とも恵えは、俺おれのすぐ間近に顔を寄せ、

「『ボクが結けつ婚こんしてあげてもいいよ』って！」

「金目当てだからしねぇ──って言っただろ！」

　今日は、人生最良の日……ってのは言い過ぎにしても。

　冗談の飛とび交かう、楽しい朝だった。




　俺おれ・和泉いずみ正まさ宗むねの『特別な日』は、学校でも継けい続ぞくしていた。

　以前、教室に山やま田だエルフという名のバカが来らい襲しゆうしたことがあって。あれ以来、俺おれの正体がラノベ作家『和泉いずみマサムネ』であることは、皆みなにバレてしまっていた。

　智とも恵えや良心的なクラスメイトたちの配はい慮りよで、大事にはならなかったし、直接俺おれに何かを言ってくるようなやつもいなかった──これまでは。

　ところが、『世界で一番可愛かわいい妹』のアニメ化発表があって──状じよう況きようが、変わった。

　登校直後、俺おれが自分の席に座すわっていると、教室にとある人物がやってきた。

「あのぉ……このクラスに……和泉いずみくん……いますか？」

　女子生徒からの、告白の前フリみたいな萌もえ台詞ぜりふだが。

　残念ながらこれを言ったのは、男です。

　確か、隣となりのクラスの内うち田だくん。アニメ好きオタクグループの一員だったはず。

　俺おれは、内田くんによって廊ろう下かに呼び出され、こんなことを言われた。

「あの……和泉いずみくんは、和泉いずみマサムネ先生……なんですよね？」

「あ、うん、そう……だけど」

　同級生のオタクが敬語で話しかけてきたんだけど、どうしたらいい？

　当とう惑わくする俺おれの目前で、彼かれはガバッと頭を下げ、

「『世界妹セカイモ』ファンです！　アニメ化おめでとうございます！」

「お、おう……ありがとう」

「がんばってください！　応おう援えんしてます！」

　目をキラキラさせて言うのである。

　嬉うれしいやらくすぐったいやら恥はずかしいやらで、もう大変だった。

　そんなことが、今日だけで数回あった。

　どころか放課後には、

「和泉いずみ先生がお帰りだぞ！」

「道をあけよ！」

　俺おれは一日にして、オタクグループの王者になっていた。

「さ、先生、どうぞ！」

「……………………」

　番長みたいな扱あつかいであった。

「先生、明日は、四高現視研ウチの部で握あく手しゆ会を開かい催さいする予定です！」

　アイドルみたいな扱あつかいであった。

　そんな俺おれたちを、ＪＫたちが遠巻きに眺ながめて「やだぁ、なにあれー」ってヒソヒソしていた。　マジでやめて。羞しゆう恥ちで死ぬ。

「……ムネくん。キミはそんなことがやりたくて、ラノベ作家になったのかい？」

　なわけねーだろ！　ってか俺おれのファンさあ……マジで女子いねぇ！

　あ、こら！　そこのオタク、俺おれの本を水み戸と黄こう門もんの印いん籠ろうみたいに突つき出だすんじゃない！

『世界で一番可愛かわいい妹』なんてタイトルの萌もえラノベを、学校で堂々と出すのはやめるんだ！

　学校でラノベ読んでてバカにされたとか先生に没ぼつ収しゆうされたとかいう哀かなしい報告を聞く度たびに、作者は心を痛めているんだぞ！　こっそり読め！　その話は同属性のオタク同士でするんだ！

　ともあれ。

　アニメ化発表というインパクトは、思いの外ほか、和泉いずみ正まさ宗むねの周囲を揺ゆるがしたのだった。




　校門にて、ようやくオタクグループから解放された俺おれは、強い日差しの下、帰き途とをゆっくりと歩いていた。

　いきなり色々なことがありすぎて、頭の芯しんがじんわりと痛む。

　アニメの制作がはじまって、俺おれはまだ、なにをどうしたらいいのかすらわからない。

　原作者といっても……和泉いずみマサムネは、小説を書くことしか能のない、ただの子どもだ。

　この先何が待っているのか、自分に何ができるのかという不安があった。

「……あぁ、怖こわいな」

　額に滲にじむ汗あせに、冷たいものが混じる。

　バカ騒さわぎして喜んでくれた智とも恵えや、同級生のオタクたちの顔が、浮うかんでは消えていく。

　莫ばく大だいな祝福とともに、ひとりで抱かかえるには大きすぎる悩なやみが、新たに生まれつつあった。

　みんなの期待に応えなければならないという、脅きよう迫はくめいた重圧だ。

　コミカライズのときにも感じたが……ここに来て、『俺おれたちふたりの夢』は、もはや俺おれたちだけのものではなくなりつつあるのかもしれない。

　寂さびしくもあり、嬉うれしくもあり、そして……怖こわくもあり。

　うつむき、唇くちびるを嚙かんだ俺おれに──

「遅おそぉ──い！」

　陽光よりも眩まばゆい声が降り注ぐ。

　顔を上げた先にいたのは、手を腰こしに当ててふんぞり返った金きん髪ぱつ美少女だ。

「エルフ」

　我わが家やの前で、俺おれを待ち構えるようにしていたのは、山やま田だエルフ。

　隣となりに棲すまう、売れっ子ラノベ作家で……





　──大好きよ、マサムネ。






　俺おれに、何度も告白して、好きだと伝えてくれた相手でもある。

　普ふ通つうなら、返答はどうあれ、気まずい関係になっているだろう相手。

　しかし彼かの女じよは、まったくもって普ふ通つうじゃなかった。

「こらぁマサムネ！　このわたしが出で迎むかえてあげようとスタンバっていたのに、なんでなかなか帰って来ないのよ！」

「アニメ化決定したせいで、学校のファンにめちゃくちゃ話しかけられてたんだよ」

「あっそ。アニメ化おめでとう」

「おう」

　さすがに何度も何度も同じ台詞せりふを聞いたからか、今朝のようなバカ騒さわぎをすることはない。

「つーか、やっぱりアニメ化決まってたんじゃない。わたしにまでナイショにしておくとか、生意気なマサムネね」

　いや、俺おれも本当に知らされていなかったんです……とは言えん。

　エルフは不敵に腕うでを組んで、

「これで対等よ」

　と、言った。

「マサムネ……あんたは本当によくやったわ。これまでの道程、さぞや苦しかったことでしょう」

「……いきなりどうした」

　わかった風な台詞せりふが、ただただウザい。

「くふふ……もう我が慢まんしなくてもいいのよ？　あまりにも高みにいるこの山やま田だエルフと、釣つり合あいが取れないからこそ、作家として悩なやみ、いままでわたしの愛を拒こばんでいたのでしょう？　さあ、マサムネ！　同じアニメ化作家として対等になったいまこそ、わたしにプロポーズするがいいわ！」

「俺おれにそんな設定はない」

　別の人じゃないですかねそれ。

「そんなことより、アニメ化決まった俺おれの相談に乗ってくれよ先せん輩ぱい」

「そんなことより!?　このわたしとの恋れん愛あいを、そんなことよりって言ったわね!?」

　そう。俺おれとエルフとの関係は、普ふ通つうじゃなく──こんな感じ。

「クッ……いいわ、話してみなさい」

　不ふ機き嫌げんに口元をへの字にした売れっ子作家の先せん輩ぱいに、俺おれは抱いだいている悩なやみを打ち明けることにした。

「……アニメ化の発表があって、みんなからお祝いわいをされて……色々考えて……そしたらさ、なんか、急に怖こわくなってきたんだよ」

　先ほどから考えていた不安を、先せん輩ぱいに打ち明ける。

「なぁんだ、そんなこと」

　エルフは、まるでやり返すかのように、あっさりと言う。

「ばっかねー、アニメ化なんてたいしたことないから、びびんなくていーわよ」

「おまえは自作のアニメが大成功したから、そんなことが言えるんだ！」

「その発言には超ちよう異論があるし、なにをもって成否を決めるのかって話だけど、いまはいいわ。わたしが、たいしたことないって言ってんのはね──別にあんたのアニメ化が大失敗したとして、死にゃしないってコト」

「────」

「ファンの期待を裏切って、色んなやつにコケにされて、実績にバツ一がついて、今後の仕事に支障が出て、あんたが超ちよう々々々々[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]悔くやしいって、それだけでしょ。命を取られるわけでも、破算するわけでも、社会的に破は滅めつするわけでも、作家生命が断たたれるわけでもないわよね」

「そりゃ──そう、かも、だけど」

「一世一代の勝負に負けたら、三日三晩泣きわめいて、床ゆかを転がり回ってもだえ苦しんで、周囲に当たり散らして落おち込こんで、めいっぱい悔くやしがって──」

　とん、とエルフの裏うら拳けんが俺おれの胸を叩たたく。

「それから、ニヤリと笑って再挑ちよう戦せんしなさい」

「……簡単に言いやがって」

　実際、エルフだったらそうするんだろう。

　負けたら超ちよう悔くやしい。だからこそ面おも白しろい──とか言ってな。

　重圧と恐きよう怖ふが、軽くなっていくのがわかった。

「エルフ先せん輩ぱいらしい激げき励れい、ありがとよ」

「くふふ、どーいたしまして。まっ、所しよ詮せんアニメ化なんて、デスペナ有りでリトライ可能なヌルゲーよ。勝負を決めるのは、運50パー、努力30パー、頭脳30パー、ひらめき８パーの、合計１００パーセント」

　いい台詞せりふの途と中ちゆうで計算ミスるのやめろよ。

　笑っちゃうだろ。かわいいなくそ。

「あんたがなんもしなくても勝つときは勝つし、どーしよーもねーときはどーしよーもねーんだから、気負ったってしょうがないでしょ。なんもびびるこたねーのよ。そんなことより、一生に何度もない、せっかくのお祭りなんだから、思いっきり遊んできなさい」

　彼かの女じよは、ぐっと顔を近づけて──

「めっちゃ楽しいわよ！」




　そのあとエルフ先せん輩ぱいからは、アニメ化決定したあとの楽しい話を、たくさん聞かせてもらった。声優オーディションに百名以上の声優さんたちが集まってくれて、大はしゃぎで選定をしたこと。その声がキャラにハマりすぎてて、即そつ興きようでドラマＣＤの脚きやく本ほんを書き上げたこと。

　脚きやく本ほん会議で、どうやってこの作品を面おも白しろいアニメにしていくか──制作陣じんと熱く語り合ったこと。喧けん嘩かをしながらも信しん頼らいを積み上げ、良いいフィルムを作り上げたこと。

　オンエア中、楽しそうに視し聴ちようしているファンたちの声。

　死にそうになりながら監かん修しゆうしたゲームが大好評で売れまくったこと。

　各地の本屋やアニメショップでフェアが催もよおされ、駅や街の看板にまで自作のキャラが並んだ誇ほこらしさ。毎日のように送られてくる新グッズ企き画かくの数々。

　豪ごう勢せいなホテルの大会場で催もよおされた打ち上げ──

　ミラクルヒットを爆ばく心しん地で体験した山やま田だエルフ先生の話は、どれも煌きらびやかなエピソードばかりで、まるで夢物語を聞いているかのようだった。

　──おそらく、俺おれたちのアニメは、ここまで上手うまくはいかないのだろう。

『俺おれだってやってやる！』と燃え上がるのではなく、冷静にそう考えてしまうのは、和泉いずみ正まさ宗むねというガキの悪あく癖へきだ。決してラノベ主人公などではない、モブキャラの思考。

　とはいえ──

「……なにも感じないわけ……ないよな」

　尊敬する先せん輩ぱいから、胸にくすぶる火種をもらった。

　夢を叶かなえるための力になるだろうという確信があった。

「さて、びびってねーで、やることやるか」

　俺おれは、アニメのことは一時忘れ、原作小説の続きプロツトを書き始める。

　俺おれは小説家だ。

　面おも白しろい小説を読者に届けることが、一番の仕事である。




　エルフのおかげで、アニメ化のプレッシャーを薄うすれさせることに成功した俺おれだったが、前向きな気分に水を差すやつも現あらわれた。

「そうかー、ついにアニメ化かー。……たぶんうまくいかないだろうけど、気を落とすなよ和泉いずみ」

「まだ始まってもいないうちから慰なぐさめるのやめてくれます!?」

　わざわざ我わが家やまで訪ねてきたのは、草くさ薙なぎ先せん輩ぱい。

　キリトのような黒衣をまとう彼かれは、俺おれの先せん輩ぱい作家だ。

　アニメ化を経て暗黒面に墜おちてしまったかわいそうな人でもある。

「だっておまえ、いまどきラノベアニメはどこもキツいよ？　自分だけはうまくいくとか思ってる？　ちょっち見通し甘あまくねー？」

「そりゃ簡単じゃないってわかってますけど！　だからこそ、いいアニメにしようって気合入れてるんじゃないですか！」

「そっか、おまえの大切な『夢』なんだものな」

「はい」

　彼かれは、俺おれの肩かたにポンと手を置いて、

「……うまくいくといいな」

「哀かなしげに言うの禁止！　ちょっと先せん輩ぱい！　わざわざ俺おれのやる気を削そぎに来たんすか!?」

「まあ、うん、そうなんだけどさ」

　そうなのかよ。死ねばいいのに。

「………………」

「そんな顔するなよ和泉いずみ。アニメ化を経験したこのオレに、聞きたいこととかあるんじゃないか？」

「あっ、エルフ先生から聞いたんで、いいです」

「売れっ子先生の自じ慢まん話が、おまえの参考になると思ってんの？」

　おまえはこっち側だろ？　勘かん違ちがいするなよ？　と、現実を突つき付つけてくる先せん輩ぱい。

　くそ……。

　まぁ……この人を見ていると、アニメ化が決まったからといって、調子に乗る気にはなれない。エルフの『ダークエルフ』ほど、アニメ化前の売上が好調なわけでもないし、期待されているわけでもない。

　玄げん関かん先で立ち話をしていた俺おれは、

「……はぁ」

　その場でしゃがみ込こんでしまう。

　わかってんのに言うなよな……。あと一週間くらいは浮うかれさせてくれよもう……。

　すると草くさ薙なぎ先せん輩ぱいは、『やべ、言い過ぎたかな』みたいな顔で、

「あーっと、和泉いずみ。──オレのアニメについて、おまえ、どう思ってる？」

「えっ？」

　思わず彼かれの顔を見上げてしまう。

「えーと……」

　むちゃくちゃ答えにくい質問だった。

　俺おれが困っていると、草くさ薙なぎ先せん輩ぱいは、明るく笑って、

「気を遣つかうなよ。失敗だったって思っているんだろ？」

「はあ、まあ」

「そっか。オレは、成功だったと思ってるんだぜ？」

　意外な台詞せりふに、俺おれは目をぱちくりとまたたかせる。

　彼かれは、さらにこう続けた。

「世間では大失敗だったってバカにされているけど、オレはそう思っていないんだ。確かに売上はふるわなかったし、トラブルばっかで炎えん上じようもした。ファンを全員楽しませることはできなくて、申し訳ねーって思ってる。その点についてはオレ自身、いまだにグチグチ言い続けて凹へこみ中よ。それでも、オレはあの出で来き映ばえに納なつ得とくしているし、制作陣じんに感謝している。できるだけのことはやったって、胸を張って言える。本心からな。えーと、つまり……なにが言いたいかっつーとだな」

　草くさ薙なぎ先せん輩ぱいは、頭をボリボリかいて、言葉を口内で彷徨さまよわせる。

「結果はどうあれ、全部終わったとき、自分が納なつ得とくできるようにしておけよ。『アニメが上手うまくいくといいなー』とか、フワッと構えてんじゃねーぞ。おまえが当事者なんだぜ？　成功したとき一番喜ばなきゃいけないのはおまえだし、失敗したとき、一番悔くやしがるのはおまえじゃなくちゃダメだ。じゃないとホントになんも残らんぞ」

「言われずともそのつもりです」

　睨にらみ返すと、草くさ薙なぎ先せん輩ぱいはわざとらしく嘲ちよう弄ろうするような口調で、

「ほーう、じゃあ和泉いずみ、答えてみろよ。おまえにとって、アニメの成功ってなんだ？」

　おまえの勝利条件を言ってみろ、と、彼かれは言う。

　そんなの、最初から決まっている。

「俺おれたちが作ったアニメを観みて、妹が笑うことです」




　堂々と啖たん呵かを切ったものの、舞まい上あがった気持ちに水を差されたのは確かだった。

　くっそー、あの野や郎ろう、最後だけ訓話っぽく締しめても騙だまされんぞ。

　結局自分がグチりたいだけじゃねーか。

　……ふん、まぁ、でも。

　俺おれにとって、アニメ化とはなにか。なにをもって成功とするのか。

　初心を見直すいい機会だったと思おう。

　そんな感じで草くさ薙なぎ先せん輩ぱいが帰ったあと。

　我わが家やに新たな来客があった。

「おーす、マサムネ、来たぜー」

「マサムネ君、おめでとう」

　アルミとムラマサ先せん輩ぱいだ。

　まるで少年のような服装のツインテール少女は、アルミ先生ことアメリア・アルメリア。

　イラストレーター兼けん漫まん画が家で、紗さ霧ぎりにとっては姉あね弟で子しにあたる人物だ。ミラクルヒットを記録したアニメ『爆ばく炎えんのダークエルフ』にも深く関わっている。

　そして着物姿の黒くろ髪かみ美少女は、千せん寿じゆムラマサ。

　俺おれと同レーベルで活かつ躍やくする、偉い大だいなる先せん輩ぱいである。

　ふたりは、例のごとく、俺おれと紗さ霧ぎりのアニメ化を祝うために来てくれたのだが──

「サンキュー、ふたりとも、上がっていってくれ。ってか、ちょうどよかった」

「ん？　なんのことだ？」

「俺おれ、アルミ先生と話したかったんだよね」

「ふーん、アニメのことでか？」

　さすがに察しがいい。アルミはニヤリとキバを見せつけるようにして笑えむ。

「そうそう、相談っつーか、心構えを聞いておきたいっつーか」

　なんだかんだ言って、経験者の話は有用だ。……一応、草くさ薙なぎ先せん輩ぱいのグチも含ふくめて。

「いーぜ、こっちもおまえに、言っときたいことがあったしな」

　まるで同性の友人同士であるかのような軽いやりとり。

　それをわきで見ていたムラマサ先せん輩ぱいが、むっと頰ほおをふくらませる。

「マサムネ君。私には相談しないのか？」

「えっ？」

「私も、一応、アニメ化とやらを、したことがあるらしいぞっ？」

　ばん、と胸を叩たたいてアピールしてくる先せん輩ぱい。

「あっ、ムラマサ先せん輩ぱいには、この件で聞きたいこととかないっす」

「なんでだっ!?」

　わからねえのかよ。

「えっと……はっきり言ってもいい？」

「うむ」

「先せん輩ぱいに、『アニメ化にあたっての心構え』なんか聞いても意味ないし」

「本当にはっきり言ったな！　私の心はたいそう傷ついたぞ！」

　玄げん関かんで怒いかり狂くるう先せん輩ぱい。

　だって、アニメ化とやらを『したことがあるらしい』って言い草だけで、もうアレじゃないか。アニメ化経験者とはいっても、この人、メディアミックスにまったく興味がなく、アニメにも一いつ切さい関わらず、どころか自著のアニメを視し聴ちようしても、原作者が自分だと気づかなかったのだ。そんな人にいったい、アニメの何を相談しろというのか。

「た、確かに私は、原作者として君に言えることなどない！　だがっ──」

　先せん輩ぱいは、オーバーリアクションで、掌てのひらで己おのれを示す。

「和泉いずみマサムネ先生の一ファンとしてなら、言いたいことがたくさんあるのだアイタ！」

　アルミのチョップが、大声を張り上げる先せん輩ぱいの脳天に突つき刺ささった。

「な、なにをする漫まん画が家ぁ！」

　舌を嚙かんでしまったらしく、涙なみだ目めでキレる先せん輩ぱい。

　対して、強きよう烈れつなツッコミを放ったアルミは、呆あきれたように言ったものだ。

「ひとん家ちの玄げん関かんでうっせーよ原げん作さく厨ちゆう。黙だまってろ」

「なんだとぉ……」

「あぁ？」

　至近距きよ離りでメンチを切りあう美少女ふたり。

「……あの……ひとん家ちの玄げん関かんで喧けん嘩かしないでくれない？」

「あいよ。っつーか、ちっと外出ようぜ？」

「むっ、外で果たし合うのか！」

「やめて！　俺おれん家ちの近所でバトルするのはマジでやめて！　『玄げん関かんで喧けん嘩かすんな』ってのは、外でやれって意味じゃない……！」

「わーってるよ。アニメの話は外でしようぜって意味だ」

「……へっ？　なんで？」

　俺おれが問うと、アルミは玄げん関かんから『開かずの間』の方角を見やって、小声で言う。

「万が一にも、紗さ霧ぎりの耳が届かないところでしたいからだ」




　意味深なアルミの発言を受け、俺おれたちは玄げん関かんから外に出た。

　といっても、本当にすぐそこ、二十メートルばかり歩いた位置だ。

　古めかしい歩道橋が、平和橋通りにかかっている。

「……この辺でいいか。よ、っと」

　アルミは、歩道橋の前でヤンキー座すわりになった。

「はしたないから、その座すわり方はやめろ」

　似合いすぎて怖こわい。

「はいはい、クリス兄貴みたいなこと言うなあ、マサムネ」

「で？　紗さ霧ぎりに聞かれたくないアニメの話ってのは？」

　別にあのまま玄げん関かんで話していても、二階には聞こえないと思うがな。

「それなんだけどな」

　アルミは立ち上がり、しばし言葉をさまよわせる。

　やがて口を開き、真しん剣けんな口調で言った。

「『和泉いずみ正まさ宗むね』に、頼たのみがある」




「紗さ霧ぎりを、守ってやってくれ」




「…………………………」

　俺おれもムラマサ先せん輩ぱいも、目を丸くして絶句した。かなりの時間、彼かの女じよが口にした台詞せりふを吟ぎん味みして、ようやく重い口を開く。

「……どういう意味だ？」

「おまえたちの『夢』のことは、オレ様も知っている。本来の紗さ霧ぎりは、ちょっと触さわっただけで壊こわれちまうくらい、もろくて儚はかないやつなのに──夢を支えにして、いま、一いつ生しよう懸けん命めいがんばってるんだ。ふたりの夢を叶かなえるんだって──がむしゃらに」

「ああ、そうだな」

　アルミが話しているのは、俺おれも当然把は握あくしている、大前提だ。

　彼かの女じよはさらにこう続ける。

「いまのあいつは夢見る少女だ。アニメ制作が始まる前の、エミリーと同じくな」

　エミリーというのは、山やま田だエルフの本名だ。

「アニメ制作ってのは、おまえや紗さ霧ぎりが、いま想像しているよりも、ずっと大変なものなんだ。ずっとずっとシャレんなってねーヤバいものなんだ。頭がお花畑のままじゃ作れないし、夢が壊こわれるようなことが本当にたくさんある。ネットに漏もれてくる醜しゆう聞ぶんなんか、かわいいもんだぜ。それこそ、ラノベにゃ書けねえような現実が、おまえたち兄妹きようだいの前に、迫せまってきているんだ」

　自覚しろ、と、彼かの女じよは告げる。

　制作現場で大だい活かつ躍やくしていたアルミ先生が口にしたからこそ、その台詞せりふは、俺おれの心臓に重く響ひびいた。

「いいか、和泉いずみマサムネ、よく聞け。おまえたちの『夢』を叶かなえるためには、良いいアニメを作るだけじゃダメだ」




「夢見る少女の夢を守れ」




「壊こわれるのはおまえの夢だけでいい。夢を穢けがすようなものは、紗さ霧ぎりに見せるな近づけるな最後まで存在を気付かせるな絶対にだ。ぜんぶおまえのところでシャットアウトしろ。幸いあいつは引きこもりだ。おまえさえ徹てつ底ていしていればなんとかなる」

「………………」

「──わかったか？」

「ああ、わかった」

「本当だな？」

　なにひとつ問題ないよ、アルミ先生。

　俺おれの夢は、『良いいアニメを作ること』でも『アニメ制作を良いい想おもい出でにすること』でも、ましてや『アニメをたくさん売ること』でもない。

「俺おれの夢は、妹と一いつ緒しよにアニメを観みて、笑い合うことなんだ。あいつの幸せそうな顔を見ることなんだ。良いいアニメを作るのも、ファンを喜ばせるのも、夢を叶かなえるために必要な過程パーツでしかない。夢の本体じゃあ、ない」

　草くさ薙なぎ先せん輩ぱいにも言ったが、俺おれの勝利条件は、ひとつだけなのだ。

「だから、大だい丈じよう夫ぶだ。任せてくれ」

「任せたぜ」

　アルミは、肩かたの荷にを下ろしたかのように息を吐はく。

「いまのが、オレ様からおまえに贈おくる『アニメ化にあたっての心構え』だ。期待したようなもんじゃなくて、悪いな」

「いや、最高のアドバイスだった」

　少なくとも、俺おれにとっては。

「……なあ、アルミ。おまえ……もしかして、『爆ばく炎えんのダークエルフ』のとき──」

　喋しやべりかけた俺おれの唇くちびるを、アルミの人差し指が押おさえて止める。

「あいつ、超ちよう楽しかったって、言ってたろ」

「ああ」





　──めっちゃ楽しいわよ！






「その顔が見たかったんだ」

　にしし、と笑う彼かの女じよの顔は……いたずらが成功した子供のようで。

　とても幸せそうに見えた。







　その日の夜。

　俺おれは、しばらくぶりに自分の作品名でエゴサーチをしてみた。

　ネットの反はん響きようが怖こわくて、ずっと封ふう印いんしていたんだけど……

　アニメ化が発表されて……自分の作品が、いま、どんなふうに話題になっているのだろう。

　そもそも話題になっているんだろうか？　ファンは、喜んでくれただろうか？　不安がっていないだろうか？　そんなふうに考え始めたら、いてもたってもいられなくて。

　だから、少しだけ、一回だけ……。そんな魔まが差すような気持ちで──

　自分の作品名を、検けん索さくした。

　そこで俺おれは、想像もしなかったものを見ることになる。

　一ひと際きわ盛り上がっている、とあるツイート。

　エロマンガ先生による、アニメ化記念イラストだ。

　どうやら、生放送で描かいたイラストを、ツイッターでも公開したということらしい。

『祝アニメ化』という文字とともに、妹ヒロインの満面の笑え顔がおが描えがかれている。

「……きっと紗さ霧ぎりのやつ、こんなふうに笑って、イラストを描かいたんだろうな」

　アニメ化記念イラストには、たくさんのコメントが寄せられていた。





　──やったぁぁあぁぁぁぁぁ！

　──超ちよう嬉うれしいです！　超ちよう期待！

　──アニメ化おめでとうございます！

　──私の迷めい惑わくやプライバシーを無視したような漫まん画がやアニメを作るのは止めてもらおう。

　──お前たちが私にしている事は、立派な違い法ほう行こう為いや迷めい惑わく行こう為いなのが分かっているのか？

　──俺おれは妹が大好きだー！

　──エロマンガ先生、これからもがんばって！

　──おめでとうございます、エロマンガ先生、おにーさん♡　あとでメールしますね♪

　──うひょおおおおおおぉぉぉ！　かわえぇえぇぇえ！

　──ずっと待ってました！　ずっと待ってました！　ずっと待ってました！

　──『世界で一番可愛かわいい妹』は、歴史に残る名作だ。

　──決して凡ぼん百ぴやくのアニメにしてはならない。

　──我わが期待を裏切ったとき、必ずや、制作陣じんはその身に死の呪のろいを受けるであろう。

　──by和泉いずみマサムネの作品を愛するもの。

　──和泉いずみ先生、エロマンガ先生、これからも応おう援えんしてます！

　──待ってました！　大好き♡






　等々、等々────

　本当にたくさんのコメントが付いていて、いま見ているこの瞬しゆん間かんも、増えていく。

　純じゆん粋すいな祝福や、私信に近いメッセージ、さらには電波入ったキ●ガイコメントまで、色々様々……次から次へと増えていって……到とう底てい読み切れないくらい。

「……ははっ」




　せっかくのお祭りなんだから、思いっきり遊んできなさい、と、エルフ先せん輩ぱいは言った。

　おまえの勝利条件を言ってみろ、と、草くさ薙なぎ先せん輩ぱいは言った。

　夢見る少女の夢を守れ、と、アルミ先生は言った。

　智とも恵えやムラマサ先せん輩ぱいからもらった祝福の言葉。

　自分のことのように喜ぶ、オタクたちの顔が浮うかんでは消えていく。

　俺おれの妹ヒロインが、笑っている。




　さあ、こいつらの夢を守ろう。みんなで遊んで、みんなの夢を叶かなえよう。

　俺おれの勝利は、きっとその先にある。

　お祭りが、始まった。







[image: 第二章]







『世界で一番可愛かわいい妹』のアニメ化が公式発表されてから、一週間が経たった。

　アニメ制作がどういう風に行われるのか？　声優は？　放送時期は？

　その他あれやこれやはどーなっているのか？

　初アニメ化である俺おれには、まったくわからない。

　今後どんな仕事があるのか、先せん輩ぱい方から多少聞いている程度。

　たぶん俺おれよりも、アニメに詳くわしいファンの方が、よく知っているくらいだろう。

　そんな俺おれの疑問に答えてくれたのは、イケメン（女性だが）プロデューサーの赤あか坂さかＰである。

「メインキャスト四人については、来月にオーディションを行います。和泉いずみ先生も、ぜひいらしてください」

「おおっ」

　オーディション！　そういうのがあるのか！

「必ず行きます！」

　元気よくそう答えた。

　正直なところ、オーディションという耳慣れぬ単語には、嬉うれしさと同時に恐きよう怖ふすら感じるのだが。アニメ制作にあたって、必ず通らねばならない大切な行程だ。

　参加しないわけにはいかない。

　紗さ霧ぎりは、行きたいけど家から出られないって悔くやしがりそうだな、はは。

「サブキャラのキャストについては、私が候補を選んで、デモテープを送りますので、その中から決めてください」

「なるほど……」

　全キャラをオーディションで決めるわけじゃないんだ。

「メインキャストについて、希望などございますか？」

「ちなみに、『希望がある』と言ったら、希望どおりになるんですか？」

「なることもありますし、ならないこともあります」

　淡たん々たんと、無感情に言う赤あか坂さかＰ。

「原作者意見を、まったく無視するということはありませんし、希望どおりにならない場合は、私から理由を説明します」

　ファッションは神楽かぐら坂ざかさんとよく似ているのに、有能オーラが全身からあふれ出ている。

「わかりましたっ！　えっと、俺おれは、声優に詳くわしくないので、エロマンガ先生の希望を優先したいと思っています」

　原作者として、演者に望むことは、ひとつだけだ。

　読者が、いま、『読みながら想像している声』に勝つこと。

　それができる人なら、誰だれでも構わない。

『このキャラの声はこの人！』というパーフェクトなキャスティングは、さほど詳くわしくない俺おれであっても、幾いく組か思いつく。

　俺おれだけでなく、きっと読者も、そんな良いい巡めぐり合あわせを願っているはずだ。

「次回の脚きやく本ほん会議で、オーディションに来る声優の、チェックリスト付き名めい簿ぼをお渡わたしします」

「チェックリスト……ですか？」

「各声優名のわきに、いくつかの重要項こう目もくについて、○を付けたものです。──すべての項こう目もくに○が付いている方を選んでください」

　………………ふむ。

　チェック項こう目もくは、たとえば『ラジオ』とか『ステージ』とか『歌』とか、そういうものだ。

　すべてを詳しよう細さいに明かすのは、まぁ、やめておこう。

「それは、絶対ですか？」

「絶対ではありませんが、基本的には、すべての項こう目もくに○が付いている方を選んでください」

「あっ、はい」

　……紗さ霧ぎりには、チェックリストを渡わたさずに希望を聞こう。

「放送時期は、来年春を予定しています」

「原作者──俺おれは、具体的になにをすれば？」

「毎週の会議ホンヨミで、脚きやく本ほんについての意見をいただければと思っております。また、制作がはじまりましたら、担当編集を通して監かん修しゆう物をお送りします。そちらのチェックと──場合によっては修正をお願いいたします」

「監かん修しゆう物には、どんなものがあるんですか？」

「大きなものでは、絵コンテ、背景美術などの資料、キャラクターデザイン、その他各種宣伝素材などがそうです。和泉いずみ先生にチェックしていただきたいのは、主に『キャラクターの台詞せりふ』などのテキスト関連です」

　そうなるのか……まぁ、絵は、俺おれの専門じゃないからな。

　もちろん勉強はするつもりだが──たとえば絵コンテの良よし悪あしについて、小説家である俺おれに判別が付くわけもない。

　逆に、各キャラクターの台詞せりふについては専門家だ。

　こっちは、できるだけ自分で見るべきだろう。

「わかりました」と、俺おれは頷うなずく。

　この会話は、出版社の最上階・大会議室で行われている。

　第二回脚きやく本ほん会議だ。メンバーは前回同様、俺おれ、神楽かぐら坂ざかさん、雨あま宮みや監かん督とく、赤あか坂さかＰ、脚きやく本ほん家の葵あおい真ま希き奈なさん、制作進行その他制作スタッフが何名か。

　この会議は、メンバーのスケジュールをすり合わせた結果、毎週土曜の十八時から行われることに決まった。

「今回は、何を話すんですか？」

　俺おれが、他の全員に向けて問う。議題について、まだ何も聞いていなかったからだ。

　俺おれの対面、やや右の定位置から、赤あか坂さかＰが回答する。

「この第二回脚きやく本ほん会議では、シリーズ構成について話し合う予定です」

「和泉いずみ先生、『シリーズ構成』ってなにか知ってます？」

　どーせ知らねえだろみたいなノリで話しかけてきたのは、俺おれの隣となりに座すわる神楽かぐら坂ざかさんだ。

「一応、予習してきました」

　シリーズ構成とは、ようするに今回のアニメで、原作の何巻までやるのか、どのエピソードをどの程度の尺を使ってやるのか、そもそも原作どおりの話にするのかどうか──

　そういった諸々を決定することだ。

『シリーズ構成』という役職があり、脚きやく本ほん家と兼けん任にんすることもある。

「これで合っていますか？」

　俺おれが確かく認にんすると、神楽かぐら坂ざかさんは、「ちぇっ」とつまらなそうに唇くちびるを尖とがらせた。

　どうやら、予習の成果はあったらしい。

　さて、我らが『世界妹セカイモ』では、脚きやく本ほん担当の葵あおい真ま希き奈なさんが、シリーズ構成も務めている。

　第二回脚きやく本ほん会議の主役といってもいい。その真ま希き奈なさんはどうしているかというと──

「ぐぅ」

　寝ねていた。俺おれの真正面で。

「くー」

　大口を開けて、背もたれに全身の体重をかけて……。

　開いた口元からは、よだれが垂れかかっている。

　大きな丸眼鏡がずれ、いまにも落ちてしまいそう。

　むちゃくちゃだらしない有あり様さまだが……ふくよかな胸むな元もとが、妙みようにえっちっぽく見えた。

「………………………………」

「……………………………」

　全員の視線が、『眠ねむり姫ひめ』に集中する。

　当然、俺おれも最初から『あ、こいつ寝ねてる』と気付いていたが、いまだに何も言えずにいた。

「………………」

　赤あか坂さかＰが、寝ねこける真ま希き奈なさんを、ゴミを見る眼まな差ざしで串くし刺ざしにしていたからだ。

『この人なんで寝ねてるんすか？』って、聞く度胸がとてもなかった。

　微び妙みような沈ちん黙もくがしばし続き、やがて赤あか坂さかＰが、ふぅ、と短く息を吐はく。

　そして、




　すぱぁん！　と、いい音の一いち撃げきが、真ま希き奈なさんの脳天に叩たたき込こまれた。
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　涙なみだ目めで頭をおさえる真ま希き奈なさんに、赤あか坂さかＰは冷然と告げる。

「葵あおい先生、会議がはじまりましたので、起きてください」

「ふつーに起こしてよもぉ[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　ってか起きてたし！　……で、なんだっけ？」

　舐なめた態度を崩くずさない脚きやく本ほん家に、赤あか坂さかＰは、じろりと厳しい視線を向ける。

　睨にらまれた真ま希き奈なさんは、ごしごしと目をこすってから、かわいいリュックに手を突つっ込こむ。

「はい、はい、ちゃんとわかってるってば～、シリーズ構成でしょ～？　──はいこれ、叩たたき台だいね～」

　彼かの女じよがへらへら笑いながら、机き上じように滑すべらせたのは、Ａ４サイズの紙一枚だ。

　文書タイトルはアニメ『世界で一番可愛かわいい妹』シリーズ構成（仮）とある。

　でもって、本文にはデカデカと超ちよう太文字で、







　未定







　と、書かれていた。

　それを見た赤あか坂さかＰが目を細めて一言。

「……葵あおい先生、なんですか、これは？」

「シリーズ構成の叩たたき台だい～。見ればわかるっしょ？」

　さっぱりわかんねえ。

　真ま希き奈なさんは、誰だれでも十秒で作成できそうな文書を提出した上で、自信ありげにほくそ笑えむ。

　そんな彼かの女じよに赤あか坂さかＰは、

「舐なめてるんですか？」

　凍こごえるようなツッコミを入れる。

　怖こわっ。

　俺おれだったらすくみ上がるであろう状じよう況きようで、しかし真ま希き奈なさんは悪びれない。

「舐なめてないない。いたって真面目でぇーす」

「制作進行に毎日せっつかれながら、いたって真面目に、一週間がかりで書き上げた原げん稿こうがこれですか。なるほど面おも白しろい話ですね」

「やだなぁプロデューサぁ～、そんなに怒おこらないでよ～。これには理由があるんだってば」

　へらへらと手でＰを制止する真ま希き奈なさん。

「一応、聞きましょう」

「この前の脚きやく本ほん会議で、来週までにシリーズ構成の原げん稿こうを仕上げてねーって言われたじゃない？　んで、さっそくどーしよっかなーって考えてたんだけどさぁ」

「……それで？」

　促うながされた真ま希き奈なさんは、キリッと凜り々りしい顔で言った。

「結論としては、やっぱまだこの原げん稿こうを〝書くべき時〟じゃないなって」

「百歩譲ゆずって、その大おお仰ぎような台詞せりふが言い訳でなかったとしましょう。──なぜ引っ張りに引っ張ったあげくに、当日いまこの場で言うのです」

「うぇへへ」

　まさかこの人、ごまかし笑いで場を乗り切るつもりじゃあるまいな。

　さすがに無む謀ぼうじゃないですかね……。

　どうするんだろうと見ていたら、彼かの女じよは手慣れた様子で話題を戻もどした。

「でね！　〝書くべき時〟じゃないなって思ったのは～、シリーズ構成を作る前に、先に原作者ともっとお話しないとなーって」

「え、俺おれ？」

　いきなり話を振ふられて戸と惑まどう俺おれに、真ま希き奈なさんはニコッと笑って言う。

「ってわけで！　シリーズ構成の話はいったん脇わきにおいて──今日は、わたしとキミが、お話しするターンにしよう！　そうしよう！」

「……それで？　今日やるはずだった、シリーズ構成についての打ち合わせについてはどうお考えなのですか？」

　赤あか坂さかＰの、ごまかせると思うなとばかりの追つい及きゆうに、真ま希き奈なさんはいたって軽く返す。

「だから～、それはまた来週にやればい～じゃーん」

「そのぶん全体の進行が遅おくれるわけですから、まったくよくはないです。さて……葵あおい先生……今日、和泉いずみ先生から話をうかがったら……良いいシリーズ構成が書けるんですね？」

「もちろん！　シリーズ構成だけじゃなく、素す晴ばらしい脚きやく本ほんを書く上でも重要なことなの！」

　赤あか坂さかＰは、「わかりました」と頷うなずいて、それから俺おれを見る。

「和泉いずみ先生、申し訳ありません。お願いしてもよろしいでしょうか」

「もちろんです、けど……なにを話せばいいんでしょう？」

「アレ、アレ聞きたい」

　真ま希き奈なさんが、楽しげにそう言って俺おれの顔を指さした。

「『世界妹セカイモ』のヒロイン、妹、いるじゃんか──あの子って、絶対モデルいるよね」

「え？　誰だれから聞いたんですそれ？」

　エロマンガ先生の正体にも関わりあることだし、知る人間は限られているはずだが。

「誰だれからも聞いてないよん。原作を読んでて、なんとなーく、そー思っただけー」

　……鋭するどいな。

　やはりこの人、ただの怠なまけものってわけじゃないらしい。

　俺おれは、「当たりです。あのヒロインには実在のモデルがいます」と答えた。

「やっぱり！　ね、ね、モデルちゃんのこと、聞いてもいい？」

「それがですね……」

　迷ったが、結局こう返す。

「事情があって、ヒロインのモデルについては、明かせないんです。だから、言える範はん囲いで……ってことになりますけど」

　それでもいいですか？　と問うと、逆に彼かの女じよの興味を引いてしまったらしい。

　真ま希き奈なさんは「ふーん」と、悪だくみをしているような顔でニヤける。

「てか、キミの好きな人がモデルなんでしょ？」

「なっ……」

　なぜバレた！

「いやいや、こんなんちょっと考えたらふつーわかるって。めちゃくちゃ感情移入して書いてるのが伝わってくるし、そこを再現できるかどうかが今回のアニメ化のキモだと思うし？」

「………………」

　初対面では、プロポーズまがいのことをしてしまったし……。

　今日は今日で、作品に込こめた想おもいを、みんなの前で掘ほり返かえされるし……。

　……俺おれは、この人の前で、何度恥はずかしい目に遭あわされねばならんのだ。

　頰ほおが熱い。きっと俺おれの顔は、真っ赤になっていることだろう。

「にひ、いい反応♡　事情があるなら〝正体〟について深くは聞かないけど──その娘このどういうトコが好きなのか──とか、恋れん愛あいにまつわるキミたちの恥はずかしいエピソード──とか、たっぷり二時間、あらいざらい喋しやべってもらおうじゃないか！」

「本当に必要なんですかそれ!?」

「もち！　こほん、いいかね？　初めて『アニメのお仕事』をすることになった和泉いずみマサムネ先生──」

　脚きやく本ほん家・葵あおい真ま希き奈なは、ドーンと指先を俺おれに真まっ直すぐ突つき付つけて、

「これこそがアニメの脚きやく本ほん会議なのだ！」

「──[image: ]」

　知らなかった！　アニメの脚きやく本ほん会議ってこんなに恥はずかしいことすんの!?

「……ま、まさか……すでにアニメ化を果たしたあの作者やあの作者も、みんなコレを？」

「ウム、実はそうだったんだよ。アニメになった作品の原作者は、みんなみんな、大勢の前で、コレをやってきたのさ」

「くっ、なんてこった。どうして誰だれも教えてくれなかったんだ……!?」

「フフフ……逆に聞くけど、キミは今後、アニメ化が決まった後こう輩はいに、この事実を教えるのかい？　ボクはこんなに恥はずかしい目に遭あったんだよって」

「教えませんね」

「でしょう？」

　うおお……納なつ得とくしてしまった。なるほど、そういうことだったのか！

「じゃあ、さっそく。和泉いずみマサムネ先生の、恋こいの始まりから！　どうぞ！」

「え、ええぇえぇえ──っと！　あ、あれは俺おれの一ひと目め惚ぼれで──」

　こうして──

　第二回脚きやく本ほん会議は、本来の予定とは違ちがう形で進んでいった。

　内容は、俺おれの恥はずかしい恋コイ話バナ。




　とてつもなく疲つかれる脚きやく本ほん会議を終え、夜よる遅おそくに帰宅すると、兄を呼ばわる床ゆかドンが、待っていたとばかりに頭上から響ひびく。俺おれはいつものように階段を上り、『開かずの間』をノック──する前に、扉とびらが開く。

　パジャマ姿の紗さ霧ぎりは、俺おれを見上げ、ちょっぴり恥はずかしそうに言う。

「……お、おかえりなさいっ」

「お、おう、ただいまっ……！」

『開かずの間』なんて呼び方は、もうやめるべきかもしれない。

　俺おれも、紗さ霧ぎりも、そして俺おれたちの関係も──

　少しずつ、変わり続けている。

　温かな気持ちを抱いだきながら、俺おれは言う。

「どうしたんだ、紗さ霧ぎり？」

「うん……えっと…………ど、どうだったっ？」

　興味しんしんの様子で、問いかけてくる。

「どうだったって……脚きやく本ほん会議のことか？」

「そうっ！　今日から本格的に、はじまったんでしょっ？　雨あま宮みや監かん督とくとかっ、葵あおい先生とかっ──『メルル』を作ったスタッフさんたちと一いつ緒しよに、お仕事してきたんでしょ！」

「ああ、そうだぞ」

「すごい！」

　目をキラキラさせて言うのである。

　それがなんともくすぐったくて、俺おれは苦く笑しようするしかない。

「あはは、そうかな」

　すごい人たちと仕事をすることになったけど、別に俺おれ自じ身しんがすごくなったわけじゃないからなあ。

「お話、聞かせてっ」

「ああ」

　妹に手を引かれ、俺おれは紗さ霧ぎりの部屋へと入っていく。

　向き合って座すわるや、俺おれは、今日の会議で本来話すはずだった『シリーズ構成』について、紗さ霧ぎりに説明してやった。

「へぇ～っ、アニメの『シリーズ構成』。言葉だけは聞いたことある」

「まぁ、結局その話は、また来週詳くわしく話そうってことになったんだけどさ」

「なんで？」

「……色々あって」

　脚きやく本ほん家がなんにも書いてこないから、とか、恋こいバナさせられてたから、とは言えない。

「一応、俺おれの方でも、どの巻のどの話までやったらいいか、とか、考えてみようと思ってる」

　どさ、とバッグから分厚い本を幾いくつか取り出す。

　書店の娘むすめである智とも恵えに頼たのんで、取り寄せてもらっていたものだ。

「兄さん、これは？」

「脚きやく本ほんの書き方本と……アニメ業界の用語集かな。やっと今日、本屋に届いたんだ。で、さっき会議に行く前に買ってきた」

「え？　和泉いずみ先生……じぶんで脚きやく本ほん、書くの？」

「いや、そういうわけじゃないけどさ。最低限の基き礎そ知識と、専門用語くらいは知っておこうかなって」

「あー……大人って、かっこいい専門用語を説明なしで使うもんね」

　そうそう。

〝ダビング〟〝グロス〟〝ラッシュ〟といった、業界で長年使われている専門用語ならともかく、〝ＩＰ〟〝プロパー〟〝ＦＩＸ〟あたりの、言いい換かえ可能な専門用語をあえて使うのって非効率だよな。特に略語だと、別の意味があったりしてめんどくさいし。

　なんとなくかっこいいというのはわかる。

　意識高そうに聞こえるしね。

「まあ、必要なければないでいいし、少しでも役に立つかもしれないなら、ってとこ」

「……ふふ」

「な、なんだよ？」

　なんで笑うんだ？

「……兄さん、がんばってるから」

　妹にそう言われて、俺おれは照れくさくなってしまう。

　そっぽを向いて言った。

「シリーズ構成ができたら、エロマンガ先生にも見せるよ」

「そんな名前のひとはしらないっ」

　紗さ霧ぎりは、いつもの台詞せりふを口にして、それから、

「だいじょうぶっ、和泉いずみ先生にお任せっ」

「──ああ、わかった」

　改めて責任重大だな、こりゃ。

「えっとっ、それでっ……葵あおい先生とか……アニメスタッフのひとたち、どうだった？　仲良くなれそう？」

　脚きやく本ほん家はよく寝ねるし、監かん督とくは超ちよう無口だし、Ｐはなんか怖こわい。

　──とは言わないぜ！　アルミちゃんと約束したしな！

「うーん、まだまだって感じだ」

「そっかー」

　紗さ霧ぎりは、むむっと考かんがえ込こむ。

　あ、心配させちゃったかな。

「……じゃあ、えと、兄さん」

　紗さ霧ぎりは、本ほん棚だなからとあるＢＤを取って、俺おれに向かって差し出した。

「いまから、これ、一いつ緒しよに観みようっ」

「『星くず☆うぃっちメルル』……か。そういや、約束してたな」

「うんっ……これを観みて、みんなと仲良くなって、楽しくお仕事をしてくださいっ」

　紗さ霧ぎりなりの、気き遣づかいなのだろう。

　様々な不安が、溶とけていくような感覚があった。

「よし──じゃあ、観みるかっ！」




　それから兄妹きようだい並んで、アニメを視し聴ちようした。

　紗さ霧ぎりの部屋で、ベッドを背もたれに足を伸のばしてだ。

　子供向け？　の魔ま法ほう少女ものらしい。

　ピンク髪かみの女の子が、渋しぶい声のマスコットと一いつ緒しよに、破は天てん荒こうな活かつ躍やくをする。空をぐりぐりと飛び回り、派手なビームを発射して、戦いを通じて敵と友情を育んでいく。

「……なかなかシュールなアニメだな」

　果たして俺おれについていけるのかと心配だったが……

　視し聴ちようしているうちに、どうやら杞き憂ゆうだったらしいとわかった。

『星くず☆うぃっちメルル』は、率そつ直ちよくに言って面おも白しろいアニメ作品だった。

　メチャクチャなところがたくさんある、シンプルなストーリーなのだが──

　要所は王道で締しめてくる。ハチャメチャな展開にも制作者の意図が感じられる。

　盛り上げるべきところでちゃんと盛り上がる。

　そして、もちろん子供でもちゃんと理解できる──

　そんな、しっかりとした脚きやく本ほんだ。

　あと敵キャラのコスがエロい。

　人気があるのも頷うなずける。

　エロマンガ先生が好きになっちゃうのは、非常によく頷うなずける。

「なあ、紗さ霧ぎり──これって、オリジナルアニメだよな。原作者っているのか？」

「……ん……えっと、確か……原作者は、『狐きつねヶが崎さきなる』ってクレジットされているけど、版権管理用の共同名義らしいよ。だから、本当はそんなひとはいなくて……『メルル』のお話は、脚きやく本ほん家の葵あおい先生が考えているんだろう──って……ネットとかでは言われてる」

「ふうん」

　らしい、とか、言われてる、とか、いまいちはっきりしないな。

　アニメに限らず、業界の内情なんて、外からじゃわかんねーから、仕方ないか。

　大人気アニメ『メルル』のストーリーは、葵あおい真ま希き奈なが考えていた……らしい。

　ってことは……やっぱり真ま希き奈なさんって、すごい脚きやく本ほん家なのだろうか？

　基本的にはだらけていて、エルフと似たようなタイプにも見えるが……どうかな。

『世界妹セカイモ』では、いまだ成果物を見せてもらっていないが──





　──原作を読んでて、なんとなーく、そー思っただけー。






　きっと、俺おれたちにとって〝良いいもの〟を作ってくれるのではないか。

　本人の言葉を借りるなら──『なんとなく、そう思った』のだ。

　いかにも有能そうな赤あか坂さかＰが、選んだ人材でもある。

　なんだかんだで抜ぬけ目めのない神楽かぐら坂ざかさんが、担当作を託たくした人でもある。

　なにより、紗さ霧ぎりがあの人のファンなのだ。

　俺おれは、真ま希き奈なさんを信じたいし、一いつ緒しよに仕事をしていきたい。

　ただ……なんというべきか……『スイッチが入っていない』。

　そんな感かん触しよくはあった。

　はっきり言うと、やる気が見られない。

「兄さん、兄さん」

　紗さ霧ぎりに呼ばれて、俺おれはとなりに顔を向ける。

　すると、上じよう機き嫌げんな妹が、すぐそばでにこにこしている。

「ねぇ、兄さんっ。いまの空飛ぶところの絵、すっごく可愛かわいかったでしょっ？」

「ああ、そうだな」

　はしゃいでアニメを観みてるおまえの方が、ずっとかわいい。

　よっぽど言ってやりたかったが、我が慢まんした。

　とても幸せな時間だった。
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　紗さ霧ぎりが眠ねむくなるまで、そうしていた。

「……ふぁ」

「区切りもいいし、続きは明日にするか」

「……ん」

　紗さ霧ぎりは、うとうとしながらも、嬉うれしそうにしている。

　す、と小指を差し出して、

「……やくそく」

「おう、約束」

　兄妹きようだいで、指切りをする。

「面おも白しろかったでしょ？」

「ああ、面おも白しろいアニメだった」

「雨あま宮みや監かん督とくも、葵あおい先生も、すごい人だったでしょ？」

「そうだな」

　とはいえ、アニメをちょっと見ただけで、制作者の実力を本当の意味で測れるわけもない。

　けれど、ひとつだけ確かなことがある。

『世界で一番可愛かわいい妹』の制作スタッフは──

　俺おれの妹を、笑え顔がおにできる人たちだ。




　一週間後、第三回脚きやく本ほん会議、当日。

　大会議室には、十七時五〇分──開始十分前に到とう着ちやくした。

「お疲つかれ様さまです」

　中に入ると、赤あか坂さかＰと神楽かぐら坂ざかさん、雨あま宮みや監かん督とく、他数名がすでに揃そろっていた。

　真ま希き奈なさんと、制作進行の女性がひとり見当たらない。

「──えーと……制作進行の安あん藤どうさん、今日はいらっしゃらないんですね？」

　俺おれは何気なく問うた。

『真ま希き奈なさんの姿が見えないこと』について、いきなり聞く勇気がなかったからだ。

　今日の議題は、前回と同様『シリーズ構成』について。

　シリーズ構成の原げん稿こうは、現時点で送られてきていない。

　……もしも真ま希き奈なさんが、今回も原げん稿こうを書いてこなかった場合、そもそも会議ができないのだ。俺おれとしては、焦あせるしかない状じよう況きようであった。

　というわけで。

　危険な本題を切り出す前の、いわばジャブのような問いだったわけだが。

「安あん藤どうさんは倒たおれました」

「うぇえ!?」

　俺おれのジャブに、赤あか坂さかＰは強きよう烈れつなカウンターを合わせてきた。

　当然俺おれは、大いに困こん惑わくし、心配した。

「マジすか……た、倒たおれたって……大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「来週からは、別の人間が来ますので、ご安心ください」

「そ、そうじゃなくて！」

　俺おれが言ったのは……安あん藤どうさんが大だい丈じよう夫ぶなのかという……その……。

「？」

　どうやら赤あか坂さかＰには、俺おれと同じ発想はなかったようで、はてと首をかしげる。

　そこで雨あま宮みや監かん督とくが、察したように言う。

「……よく、あること……だから」

「……は、はあ」

　よくあっちゃマズくないですかね？　……よくあっちゃマズくないですかね!?

　えぇ……？

　俺おれは呆ぼう然ぜんとしたまま、力なく席に着いた。

「それで……葵あおい先生は……？」

「それは──」

　赤あか坂さかＰが答えようとしたときだ。

　ぎぃ、と俺おれの後方でドアが開き、

「お疲つかれさまでぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っス」

　とうの真ま希き奈なさんがやってきた。

　その声がとても明るかったので、俺おれはホッと胸をなでおろす。

　──ふぅ、どうやら『今日も原げん稿こうを書いてこない』という俺おれの心配は、いらなかったようだな……。

　真ま希き奈なさんは、俺おれの正面の席へと歩いていく。そこに赤あか坂さかＰが、無感情に声をかける。

「葵あおい先生、シリーズ構成の原げん稿こうを提出してください」

「プロデューサー、ちょっと待って。その話はあとにしてくれる？」

「……………」

　ぴく、と赤あか坂さかＰの目が細められる。

　真ま希き奈なさんが、きわめて真しん剣けんな口調で言った。

「今日は、皆みなさんにとても重要なお知らせがあります」

　……えっ……重要なお知らせ？　い、いったいなんだろう……？

　今日、遅ち刻こくしてきたことや、原げん稿こうを送ってこなかったことと関係あるのだろうか……？

　俺おれは、全身に力を入れて身構える。

「ここに来る途と中ちゆう、電車の中で、ソシャゲのガチャを回してたのー。そしたらなんと！　最高レアリティ☆６の新キャラが出たんだよー！　０．００７％という超ちよう低確率を潜くぐり抜ぬけての一いつ本ぽん釣づりぃ！　えへへへへ！　びっくりしすぎて乗り過ごしそうになっちゃったぁー♪」

「葵あおい先生、シリーズ構成の原げん稿こうを提出してください」

　赤あか坂さかＰが『殺すぞデブ』みたいな怖こわい声で言った。

　真ま希き奈なさんは、欠片かけらも動どう揺ようせずに雑談を続ける。

　先週の眠ねむそうな様子が噓うそだったかのような快活さで、

「最近ソシャゲ規制とかガチャ規制とか色々叫さけばれているけど、ぜひともやめてもらいたぁーい！　ガチャ緩ゆるくしたら、激レア引き当てたときの脳のう汁じるドバァーって感覚が減っちゃうじゃーんじゃーん。激レア最強キャラを集めて並べて晒さらして自じ慢まんしまくってさ！　──そんでもって、おもむろに『☆６ライトニングメルルさん持ってない雑魚ざこおる？』コレ！　持たざる者を煽あおるのが楽しくて楽しくて、このために百万以上課金する価値あるから！」

「葵あおい先生、シリーズ構成の原げん稿こうを提出してください」

「射幸心を満たされたときの爆ばく発はつ的な快楽は、人生の中で、恋れん愛あいの二個下くらいの楽しさがあると思うんだ。つーか『周りみんながやってる』って、日本人にとって、最強の殺し文句だよね。『こんなもんゲームって呼びたくないなー』みたいなのが凄すさまじい利益を生み出すのは、ソシャゲの仕組みが我らの本能にブッ刺ささってるからなのかもしれぬ」

　やっぱり規制すべきじゃねーか。

　真ま希き奈なさんは、論ろん旨しが迷子になりながらも、立ったまま、止まらない雑談を続けている。

　彼かの女じよが、得意げに今期のアニメについての評論を始めたところで──

　赤あか坂さかＰが、片手を突つき出だすような仕草でそれを止めた。

　ゆっくりと、区切るようにして、言う。

「葵あおい先生、原げん稿こうを、提出してください」

「うん、その前に、昨日のわたしについて話しておきたいな。実は昨日のお昼にピザを注文したんだけどね──」


「葵あおい先生！　原げん稿こう！」

「書いてませぇん！」



　真ま希き奈なさんは、きっぱりと言い放った。若じやつ干かん逆ギレ気味にだ。

「……………………………………………………」

「……………………………………………………」

　世界は沈ちん黙もくに包まれた。

　えぇ……？

　俺おれは、ごくりと唾つばを飲のみ込こみ……喉のどの渇かわきを覚えながら、問う。

「じゃ、じゃあ今日は……なにをするんですか？」

　真ま希き奈なさんがおなかをさする。

「……違ちがうんだよ。昨日ね、久しぶりに、ピザをね、食べたの。そしたら、オナカがびっくりしちゃったみたいで──どうしてもお仕事できなかったの。ちょっとでも油断したら、そのね？　乙女おとめにあるまじき醜しゆう態たいをさらすところだったんだよ」

　昨日ピザ食う前に書き終わっててくださいよ。

　あとなんでそんなに堂々としてるんすか。

「…………………………」

　さらにしばしの沈ちん黙もくがあった。

　その間、赤あか坂さかＰは、机を指でトントンと叩たたいていた。

　それが無む性しように恐おそろしく聞こえた。やがて彼かの女じよは、机を叩たたいていた指で、真ま希き奈なさんを差さす。

「いまこの場で、シリーズ構成の原げん稿こうを書き上げることは可能ですか？」

「無理ですねぇ～、えへっ♡」

「どのくらいまで書き上がっているのか、進しん捗ちよくを教えてください」

「ま[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ったく、書いてません！」

　うぉおい！　えぇ……？　　マジっすか……？

　俺おれはあまりの衝しよう撃げきに、真ま希き奈なさんの顔を凝ぎよう視ししてしまった。

　彼かの女じよは、依い然ぜんとして、でかい胸を張っている。

　不敵である。

　赤あか坂さかＰが、さらに問いを重ねる。

「もし書けなくて詰つまっているなら、この会議で問題点について議論しましょうか？」

「大だい丈じよう夫ぶっす！　そういうんじゃないんで！　問題ないっす！」

「では、来週までに、書きあがりますか？」

「必ずやっ！」

　真ま希き奈なさんは、ビシ！　と最敬礼のポーズで自信満々に請うけ負おう。

「……………………」

「……………………」

　こいつたぶん書いてこねぇな。

　この場の全員が、そう思っていた。




　会議が解散となったあと、俺おれは赤あか坂さかＰに呼び止められた。

「和泉いずみ先生、少しよろしいですか？」

「え……はい、なんでしょう」

「まずは、不安にさせてしまいまして、申し訳ございませんでした」

　赤あか坂さかＰは、慇いん懃ぎんに頭を下げる。

　いきなりの展開に、俺おれは当とう惑わくして固まるばかりだ。

　真ま希き奈なさんや雨あま宮みや監かん督とく、その他のスタッフはすでに退室しており、この場にいるのは、俺おれと赤あか坂さかＰ、そして神楽かぐら坂ざかさんのみ。

「念のため、オフレコでお願いしますが」

　赤あか坂さかＰは、顔を上げ、こう続ける。

「葵あおい先生が、来週までにシリーズ構成の原げん稿こうを上げられなかった場合……本作品は、別の脚きやく本ほん家が担当することになる予定です」

「え!?」

「すでに候補の方とは話がついておりますので、アニメ制作がこれ以上遅ち延えんすることはありません。ご安心ください」

「ちょ、ちょ、ちょ……待ってください！　どういうことですか!?」

　この人、毎回結論だけポンと言うよな！

　簡潔でわかりやすいけど、俺おれの心臓が持たないよ！

「つまり、シリーズ構成と脚きやく本ほんの担当が、別の人間になるということです」

「……それはわかりました。わからないのは、脚きやく本ほん担当がいきなり代わるという件、そのものについてです。そもそも、どうしてそんなことになっているんです？　……それに、すでに新しい脚きやく本ほん家の候補者が決まっているとか……その手回しの早さはいったい……？」

「──ああ」

　ようやく俺おれの言わんとすることを察してくれたらしい。赤あか坂さかＰは、深々と頷うなずいた。

「ご説明します。──葵あおい先生は、なんと言いますか……とても特とく殊しゆな脚きやく本ほん家でして」

「はあ」

　そりゃ、色々特とく殊しゆなんだなってのはわかる。

　世の脚きやく本ほん家がみんな、ああいう人だとはさすがに思っちゃいない。

「いままで……葵あおい真ま希き奈な先生が最後まで担当した作品は、すべて大ヒットしています。若くして圧あつ倒とう的てきな実績を持つ、凄すご腕うでの脚きやく本ほん家です。明るく楽しいコメディ作品を得意としていて、『世界で一番可愛かわいい妹』との相あい性しようも良好だと考えております。ですからこの度たび、本作品の脚きやく本ほん担当として招しよう聘へいしました」

「はい」

　ここまでは、俺おれも紗さ霧ぎりから聞いて、知っている情報だ。

　ただひとつ気になるのは──『最後まで担当した作品は』、というくだり。

　赤あか坂さかＰは、淡たん々たんと言う。

「同時に、葵あおい先生は、『仕事をしない脚きやく本ほん家』ということでも有名です」

「………………」

「『仕事が遅おそい』のではなく『仕事をしない』──引き受けたものの、結局書かずに途と中ちゆうで脚きやく本ほんを降板させられるケースがとても多い方なんです」

　だから、あらかじめ別の脚きやく本ほん家の候補者を立てておいた……ということらしい。

　薄うす々うす感づいていたことではあるけれど……くらっとめまいがした。

　神楽かぐら坂ざかさんが、特に悪びれることもなく言う。

「いやぁ～、いまにして思えば、和泉いずみ先生にも、最初から教えておくべきでしたね～」

　本当だよ。

「そういうわけで」

　赤あか坂さかＰが、総そう括かつする。

「来週以降、脚きやく本ほん家が変へん更こうになる可能性があります。ご了りよう承しようください」

「………………………………」

　俺おれはしばし、聞いた話を頭の中で整理する。それから言った。

「エロマンガ先生が、葵あおい先生の大ファンなんです。……俺おれも、葵あおい先生や雨あま宮みや監かん督とくの作品を視し聴ちようして……おふたりの作品が大好きになりました」

　赤あか坂さかＰの目を見る。

「できることなら、『世界で一番可愛かわいい妹』は──全力の葵あおい先生に脚きやく本ほんを担当していただきたいです」

　彼かの女じよは、俺おれたちの夢を叶かなえるために、必要な人だと思う。

　俺おれに本音をぶつけられた赤あか坂さかＰは、一度頷うなずき、思案するように言葉をさまよわせる。

　それから改めて、ゆっくりと口を開いた。

「はい。私も、和泉いずみ先生と同感ですよ。葵あおい先生が脚きやく本ほんを書き上げることができるなら、もちろんそれがベストです。こちらとしても、できるだけの手は打つつもりです」

「具体的には……どういう……？」

「葵あおい先生のやる気を引きだすための『説得材料』を持って、明日、ご自宅に向かう予定でおります」

『説得材料』……？

「和泉いずみ先生も、一いつ緒しよに行きますか？」

「……え？」

「もしよかったら、ですが」

　言葉の裏を、色々と勘かんぐってしまう。

　俺おれを一いつ緒しよに連れていく意図はなんだろう。真ま希き奈なさんの説得に失敗したとき、俺おれがその場にいれば、脚きやく本ほん家が代わることについて納なつ得とくさせやすいから……とか？

　……いや。

　考えても仕方ない。

　いずれにせよ、俺おれの答えは決まっている。

「お願いします。一いつ緒しよに連れて行ってください」

　深々と頭を下げた。

　そのまま、強く拳こぶしを握にぎりしめる。

　脚きやく本ほん家・葵あおい真ま希き奈なのやる気を引きだし、最高の脚きやく本ほんを書いてもらう。

　夢を叶かなえるために必要な、原作者の仕事だ。




　翌日。俺おれは、赤あか坂さかＰとふたりで、葵あおい真ま希き奈な先生の自宅へと向かっていた。

「エロマンガ先生は、葵あおい先生の大ファンなのでしょう？　一いつ緒しよに来ていただいてもよかったのですよ？」

「ええとですね……ちょっとワケがありまして……」

　赤あか坂さかＰは、俺おれたち兄妹きようだいの事情を知らない。

　エロマンガ先生のことは、影かげ武む者しやとして登とう壇だんした京きよう香かさんだと思っているはずだ。

「ワケ、と言いますと？」

「……エロマンガ先生は、葵あおい先生に、なんというか……憧あこがれを抱いだいているので……会わせない方がいいかな、と」

「なるほど、よくわかりました」

　赤あか坂さかＰは、無表情で頷うなずく。彼かの女じよには、京きよう香かさんとはまるで別種の怖こわさがある。

　京きよう香かさんは、常に、周囲に向けて吹雪ふぶきめいた圧力を放っているが──

　赤あか坂さかＰは、何を考えているのかまるきりわからない。

　鉄仮面……機械めいた冷たさを感じる。

　──夢見る少女の夢を守る。

　俺おれはアルミとそう約束したが、妹に会わせるべきでないのは、真ま希き奈なさんだけでなく……この人も、かもしれない。アニメ業界の怖こわいところをピックアップしたような人である。

　俺おれたちが歩いているのは、山やまの手て線せん内側、都内の一等地だ。

　周囲には、高級マンションが並んでいる。

　道すがら、ぽつりぽつりと会話を交かわす。

「和泉いずみ先生も、薄うす々うすお気づきのことと思いますが……」

　赤あか坂さかＰは、前を向いたまま淡たん々たんと言った。

「葵あおい真ま希き奈な先生──あの方はクズです」

「……………………」

　どう答えりゃいいんだよ。

「私がこの世でもっとも嫌きらいなのは、納期を守らないクリエイターです」

　鉄仮面を崩くずさぬまま彼かの女じよは言う。

「品質向上の為ためであるとか、最終的に間に合えば良いとか……そういった御ご託たくを口にする輩やからは、ビジネスパートナーとしてゴミです。締しめ切きり破りを武勇伝や笑い話にするような輩やからは、本当に多くいますが、己おのれの無能さを喧けん伝でんするだけとお考え下さい」

　多くいるのか……。とても信じられない。

　俺おれの周りには、そんなやついないけれど。あのエルフだって、なんだかんだいって締しめ切きりはちゃんと守っているわけだしな。

「当然ですが、いかに素す晴ばらしいクリエイターであろうとも、約束を破る方を信しん頼らいすることはできません。二度と見直すことはありませんし、人間扱あつかいしてやる必要もない。相手コマが有用であるうちは、信しん頼らいしたふりくらいはするでしょうが」

　そこで彼かの女じよは、俺おれ──小説家・和泉いずみマサムネを見た。

　目を、覗のぞき込こむようにした。

「と、いうのが、私の立場からの意見です。和泉いずみマサムネ先生……どうか、あの方を見て、妙みような勘かん違ちがいをしないでください。アニメ業界がアレを容よう認にんしているとは、思わないでください。締しめ切きり破りをして、へらへら笑っているような作家には、ならないでください」

「……も、もちろんです」

　魂たましいのこもった忠告だと、そう感じた。

「それでそのゴ……葵あおい真ま希き奈なですが、」

　赤あか坂さかＰが、真ま希き奈なさんのことを心の中でどう呼んでいるのか。

　とてもよくわかる言い間ま違ちがいだった。

「コホン、葵あおい真ま希き奈なですが」

「はい」

「きわめて有用です」赤あか坂さかＰは端たん的てきに言った。「動きさえすれば」

「動きさえ……仕事をしてくれさえすれば、ということでしょうか」

「はい。漫まん画が的なたとえになってしまいますが、あの方のことは、『伝説の鍛冶かじ師』のようなものとお考えください」

　最強武器を造る腕うでがあるけど、なかなか仕事をしてくれない職人。

　葵あおい真ま希き奈なは、そういう脚きやく本ほん家だと赤あか坂さかＰは言う。

「アレには過ぎたたとえですが、実際そうなのだから、仕方ありません。あれほどのサボタージュを繰くり返かえしておきながら、いまだに仕事の依い頼らいが絶えないのがその証しよう拠こです」

　この人、段々と真ま希き奈なさんへのスタンスを隠かくさなくなってきたな。

　まぁ、でも、たしかに……。

　潔けつ癖ぺきな意見を持つ赤あか坂さかＰが、ゴミであることを認にん識しきした上で招しよう聘へいするほどなのだ。

　俺おれが考えているよりも、ずっとスゲー人なんだろうな、真ま希き奈なさん。

「和泉いずみ先生。伝説の鍛冶かじ師に仕事をさせるには、どうしたらいいのでしょうね？」

「漫まん画がやラノベなら──試練を乗のり越こえて伝説の鍛冶かじ師に認められる、とか、なんかイベントがあって気に入られる……とか、」




「主人公に惚ほれさせる、とか？」




「あ、ああ……まぁ、そういうやり方もありますね。読み手が人間である以上、恋れん愛あい要素を入れて面おも白しろくならない展開はありませんから」

「そうですか。いずれにせよ、私には無理な手法ですね。──だからこそ、あなたを連れてきたわけですが」

「へっ？」

　問い返そうとしたら、ぽん、と軽く肩かたを叩たたかれた。

「期待していますよ、少年原作者さん」

　その声には、微かすかに笑いの気配があった。

　そして、

「──さて」

　赤あか坂さかＰは、やおら歩む足を止め、傍かたわらのマンションをふり仰あおぐ。

「ゴミ屋敷に到とう着ちやくしました」




　そのマンションは、塔とうのように背の高い建物だった。

　果たして何階建てなのか、地上からは計り知れない。

　……家賃、いくらするんだろう？

　なにせ都心の一等地である。

　こう言っては失礼だが……普通の収入で住める家ではないと思う。

「……葵あおい先生、お金持ちなんですか？」

「ひらたくいえば、社長令れい嬢じよう──箱はこ入いり娘むすめです。幼いころから蝶ちようよ花よと甘あまやかされた結果、あのような性格に育ったのでしょうね」

　刺とげが！　赤あか坂さかＰの刺とげが鋭するどい！

「たまにいるんですよ……親の権力を使って、業界内で幅はばを利きかせる輩やからが。葵あおい真ま希き奈なもそのくちですが……幸こうか不幸か、確かな実力を持ち合わせている」

　そこで俺おれたちの乗ったエレベーターが、地上41階へと到とう着ちやくした。

　東の角部屋へと向かい、扉とびらの前に立つ。

　赤あか坂さかＰは鍵かぎを取り出した。先ほど１階ロビー入口で使ったのと同じものだ。

「これは……制作進行の安あん藤どうさんが、命と引ひき換かえに入手してくれたものです」

「安あん藤どうさん死んでないですよね!?」

「冗じよう談だんです。さ、開けますよ」

　無感情に言って、赤あか坂さかＰは鍵かぎを差さし込こんだ。

　ノブを回し、扉とびらを開ける。

「────うっ」

　そこには、想像を絶する光景が待ち受けていた。

　まず目前に現れたのは、廊ろう下かを塞ふさぐ壁のようなもの。

　その正体は、通つう販はんサイトのダンボール箱が、うずたかく積み上がったものだ。大きさも積み方もバラバラのメチャクチャで、下の方は完全にぺちゃんこになってしまっている。

「……中身入ってんじゃねぇのかコレ？」

　障害物の隙すき間まから見える廊ろう下かには、様々なオタクグッズやペットボトル、空あき缶かん、お菓か子しの空袋ぶくろなどが散乱している。漫まん画がやラノベや、ＢＤ、ＤＶＤといったあれやこれやがあちこちに積まれ、厚い埃ほこりをかぶっていた。

　……ああ、なるほど。赤あか坂さかＰの言ったとおりだ。

　家と家主本人のダブルミーニング。

　まさしくゴミ屋や敷しきであった。

「げほっげほっ」

　とうてい人間の暮らす部屋ではない。もちろん社長令れい嬢じようがいていい場所でもない。

「和泉いずみ先生、どいていただけますか？」

「えっ？」

「えいっ」

　赤あか坂さかＰは、廊ろう下かを塞ふさぐ障害物を前まえ蹴げりで蹴け散ちらした。

「ちょ、そんな……乱暴な！　……あ～あ～、中に入ってた本とかが出ちゃって……」

「お気になさらず。──床ゆかが汚きたないので、これを履はいてください」

　赤あか坂さかＰが取り出したのは、学校で使うあの上うわ履ばきだ。

　彼かの女じよはそれを一足俺おれに渡わたすや、自分も同じものを履はいて、すたすたと廊ろう下かを進んでいってしまう。前まえ蹴げりで邪じや魔まなオブジェクトを排はい除じよしながらだ。

　でかくて高価そうなフィギュアとかも混じってんのに、お構いなしの進しん撃げきであった。

　俺おれは、慌あわてて彼かの女じよの後を追った。

「か、勝手に入っちゃっていいんですか？」

「いまの時間は、どうせ寝ねています。説得をするにしても、まずは叩たたき起おこさなくては」

「……アニメプロデューサーって、そんなことまでするのかよ」

　そこで彼かの女じよは振ふり返かえって、俺おれの独り言に返事をする。

「本来は制作進行の仕事ですが、安あん藤どうさんがいなくなってしまいましたからね」

　大変だな、制作進行。

「今回は特例ですよ──っと」

　赤あか坂さかＰは、突つき当あたりの扉とびらを蹴けり破るかのような強ごう引いんさで開けて、リビングに踏ふみ込こんだ。

　リビングはかなり広く、だからこそ廊ろう下かや玄げん関かんと比べると、多少マシといえる状じよう況きようだった。

　少なくとも歩くことはできる、というレベルだが。

　家具の位置が異様で、広い部屋のど真ん中に、テレビと座ざ卓たくとＰＣが置かれている。

　テレビのそばにはマットレスが敷しかれていて、その上に、こんもりとまるまった毛布が載のっていた。

「うわ……」

　もの凄すごい既き視し感かん！

　断じて連想したくないが、その有あり様さまは……どっかの引きこもり妹とそっくりだ。

　つっても、うちの紗さ霧ぎりは、超ちよう綺き麗れい好きだけどな。

「さて……」

　赤あか坂さかＰは、立ち止まり、真ま希き奈なさんが入っているであろう毛布の塊かたまりを見下ろす。

「ちょっと待ってください！」

　不ふ穏おんな気配を汲くみ取とった俺おれは、先んじてこう言った。

「俺おれは、よくこういう防御形態ふうになる引きこもりの妹と長く暮らしているんですけど、経験上、無理やりってのはよくないです」

　超ちよう不ふ機き嫌げんになって、むちゃくちゃ面めん倒どうくさいからだ。

「今日は、葵あおい先生を説得するために来ているわけですし……こうして勝手に上あがり込こんじゃっている負い目もありますし……あくまで優やさしく自然に起こすべきかと」

「……ふむ。まあ、やってみましょうか──」

　赤あか坂さかＰはそう言って、おもむろにスマホを取り出した。

「和泉いずみ先生、そこに転がっている葵あおい先生のスマートフォンを、毛布のそばに置いてください」

「こうですか？」

「はい。では、優やさしく起こしてみましょう。確か、こうしてメールを送ると……」

　彼かの女じよが自分のスマホを操作すると──

　真ま希き奈なさんのスマホから、こんな音が鳴なり響ひびいた。


　シャリーン♪



「っ！」

　ビクビクッ、と、毛布の塊かたまりが微び動どうする。

　さながら雷らい撃げき魔ま法ほうを撃うち込こまれたスライムのようにだ。

「プロデューサー、なんですか、その音？」

「レジェンダリーアイテムのドロップ音です。Hack and Slashをたしなむゲーマーであれば、この音を聞くや否いなや、瞬しゆん時じに飛び起きるそうです」

「………………」

　なんとも言えない顔で黙だまり込こむ俺おれの目前で、赤あか坂さかＰは再度〝目覚まし音〟を鳴らす。


　シャリーン♪　ビクッ！　シャリーン♪　ビクッ！

　シャリーン♪　ビクッ！　シャリーン♪　ビクッ！



　うごめく毛布。時折、「うぐぅ……うぐぅ……」と、うなされるような声が漏もれ聞こえる。

　あ、効いてる効いてる。

　こんな起こされ方イヤだなあ……。

「起きないっすね」

「起きませんね。では、次の手を打ちましょう」

　赤あか坂さかＰは、スマホのアプリを起動し、毛布に近づけた。

「なんですか、それ？」

「葵あおい先生がハマっているソシャゲの音声を録音したものです。ソシャゲ中毒者は、この音を聞くや否いなや、瞬しゆん時じに飛び起きるそうです」

　スマホから、甘あまったるい女の子のボイスが聞こえてくる──





　星くず☆うぃっちメルル、まほー大戦っ♪　すたみなが全回復したよぉ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]☆






「ふぉぉっ！」

　ビクビクビクゥ！　と、毛布の塊かたまりがはげしく揺ゆれる。

　うお、メチャクチャ効いてる!?

「うぅ……スタミナ……スタミナ消化しなくちゃ……！」

　毛布からヌルリと出てきた細ほそ腕うでが、スマホを探すようにグネグネうごめく。

　なんとも気持ち悪い動きであった。その手が目標物を手にする瞬しゆん間かん──

「えい」

　パシッ、と赤あか坂さかＰがスマホを遠くへ蹴けり飛ばす。

　あ、ひでえ。

「[image: ]ぅ～……スタミナ……消化……はやく……溢あふれ……ぐるじぃ……」

「御ご覧らんください、和泉いずみ先生。これがソシャゲ中毒者の禁きん断だん症しよう状じようですよ」

　ゾンビかな？

「人間こうなってはおしまいですね」

「俺おれ、優やさしく自然に起こすべきって言ったじゃないですか」

　さっきから見てると、鬼おにのような起こし方しかしてねえぞこの人。

「私なりに、優やさしく自然に起こしていたつもりなのですが……まぁ、やはりというか、起きませんね」

「…………」

　俺おれは、ちらりと毛布の塊かたまりを見やる。

　そこには、依い然ぜんとして腕うでをグネグネうごめかせながら、「すたみなー、すたみなー」と繰くり返かえす『眠ねむり姫ひめ』の姿。

「……効いてはいるみたいですけど」

　あと一ひと押おしってところじゃなかろうか。

　赤あか坂さかＰのスマホからは、甘あまったるい女児ボイスが流れ続ける。





　今日は、真ま希き奈なちゃんのお誕生月だよっ♪　運営さんから、まじかるストーン５００００個で、すぺしゃる１００連ガチャを回す権利をプレゼントだっ♪

　すぺしゃる１００連ガチャからは、なんとぉ[image: ～][image: ～]、☆４激レアキャラが一枚確定で排はい出しゆつ!?

　一年に一度の大チャンスっ！　れっつガチャガチャ♡






　搾さく取しゆヒデーなこのソシャゲ。

　ソシャゲ界かい隈わいにまるきりうとい俺おれにでさえ、一いち目もく瞭りよう然ぜんでわかる。

　これは糞くそ運営。

　俺おれが、ソシャゲのガチャ設定にドン引きしている隙すきに、赤あか坂さかＰは次なる手を打つべく、リビング入口に向かって歩き始めた。

「？　プロデューサー？　今度はどうやって起こすつもりなんです？」

「らちが明きませんので、普通に起こします」

　それはどういう意味か──？

　そう問う暇いとまもなく、彼かの女じよは毛布の塊かたまりと化している真ま希き奈なさんから距きよ離りを取り。

　走りこんで──

　思いっきり、蹴けっ飛とばした。

「あ、ああ!!」

　ネオ・タイガーショットみたいな猛もうキックであった。

　まったく普ふ通つうではない起こし方であった。

　ぼずん、という音とともに、真ま希き奈なさんが毛布ごとひっくり返る。

「ぐぇぇ」

　潰つぶれたカエルのような声を漏もらす真ま希き奈なさん。

　俺おれは、とある理由から、あらわになった彼かの女じよの身体から、さっと視線をそらす。

　赤あか坂さかＰが言った。

「葵あおい先生、お目覚めですか？」

「お……『お目覚めですか？』じゃないよもう！　毎回毎回、なんて起こし方するのさぁ！」

　俺おれの背後で、女性二人の言い合いがはじまる。

「プロデューサーにひどいことされたって、パパに言いつけちゃうからね！」

「どうぞご自由に。無む駄だですが」

「え!?」

「御お父上からは、『娘むすめのことはすべて任せる』と、信しん頼らいのお言葉を賜たまわっております」

「ず、ずるーいっ！　プロデューサーってば、自分の親のコネ全力で使ったでしょぉ[image: ～][image: ～]！」

「それがなにか？　七光りを濫らん用ようしたのは、そちらが先です。今回からはその手は通じないとお考え下さい」

「ぐぬぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ」

　悔くやしそうな唸うなり声を漏もらす真ま希き奈なさん。

　そこでふと俺おれに気づいたようで、声をかけてくる。

「あ、和泉いずみ先生いたんだ？　ねぇねぇ、キミからもこの怖こわいプロデューサーになんか言ってあげてよーっ」

「そんなことより服着てください！」

　俺おれは、女性陣じんに背を向けたままで叫さけんだ。

　毛布の中で丸まっていた真ま希き奈なさんは、下着しか身に着けていなかったのだ。

「あ、あ～、お風ふ呂ろ上あがりにゴロゴロしてたらそのまま寝ねちゃったみたい」

　そんな彼かの女じよの声が聞こえ、直後、俺おれの前に真ま希き奈なさんが周りこんでくる。

　半はん裸らの上に毛布をマントのように羽織っただけの格好で、からかうように問うてくる。

[image: ]

「……見た？」

「見てません！」

「ほんとにぃ～？」

「ほんとですって！　早く服着てください！　目ぇつむってますから！」

「……や、そこまで恥はずかしがられると、こっちも恥はずかしくなってくるんだけどさ」

　衣きぬ擦ずれの音がしばし続き……やがて「もう見ていーよ」と真ま希き奈なさんの声がする。

　目を開けると、彼かの女じよはラフなジャージに着き替がえていた。

　……見れば見るほど年上とは思えない。本当は何なん歳さいなんだろう……？

　そんな真ま希き奈なさんは、デスクの上に置かれていた眼鏡を掛かけて、

「で、キミら、うちになにしに来たの～？」

「その前に、俺おれからお願いがあるんですけど」

「んー、なにかな？」

　俺おれは全力で頭を下げた。

「この部屋を掃そう除じさせてください！」

　ここは人間の住む場所じゃない！

　脚きやく本ほん云うん々ぬんの話し合いをする前に、是ぜが非でも浄じよう化かしてやらねばならなかった。

　もしもこれが紗さ霧ぎりだったら、と考えてしまうのだ。

　部屋に引きこもるのはいい。けど、

「汚きたない部屋にずっといるなんて、そんなのダメです！　病気になったらどうするんですか！」

「え、えぇ……？」

　脚きやく本ほん会議中の俺おれみたいなリアクションをする真ま希き奈なさん。

　彼かの女じよは俺おれの剣けん幕まくにびっくりしてしまっている。

「そ、掃そう除じねえ……いいけどぉ……」

「ありがとうございます！　じゃ、さっそく道具買ってきますんで！」

　玄げん関かんに駆かけ出だしていく俺おれの背に向かって、

「……ヘンなやつだね、キミ」

　真ま希き奈なさんは、微かすかに笑えみの混じった声を漏もらすのだった。




　一時間半後──。

「おー、綺き麗れいになったじゃん」

　瘴しよう気きを放つ汚お部屋は、とりあえず人間が生活できるだけの状じよう況きようを取とり戻もどしていた。

　ゴミは分別した上でまとめて端はしに。フローリングは念入りに雑ぞう巾きんがけを行い、脱ぬぎ散らかされていた服は家主の許可を得た上で洗せん濯たく、ベランダに干してある。

　本やゲームやフィギュア等などのオタクグッズは、キリがないのでひとまず空き部屋に移動させ、リビングだけは正常な生活空間として復活させた形。

「ざっと掃そう除じしただけですよ。本当なら、一日かけて徹てつ底てい的てきにやる仕事です」

　どだい、一時間半で汚お部屋をぜんぶ掃そう除じしようなんて甘あまい話なのだ。

　あくまで、とりあえずの処置である。

　俺おれたちは、リビングの中央で、丸テーブルを囲んで座すわっている。テーブルの上には、俺おれが煎いれたお茶と、俺おれが買ってきたお菓か子しが並んでいた。

「手て際ぎわがいいですね、和泉いずみ先生」

　マスクと三さん角かく巾きんを外しながら、赤あか坂さかＰが言った。

　俺おれひとりに掃そう除じさせるわけにはいかないと、手伝いを申し出てくれたのだった。

「すみません、時間を使ってしまって」

　俺おれのわがままのせいで、真ま希き奈なさんを説得するための貴重な時間が、減ってしまったかもしれない。

「いえ、いえ、とんでもない。──和泉いずみ先生、ご自宅ではよく掃そう除じのお手伝いなどされているのですか？」

「お手伝いというか、まあ、家のことはぜんぶ俺おれがやっています」

　あ、よくない話の流れだなと思ったが、噓うそを吐つくわけにもいかず、そう答えた。

　案の定この質問が来る。

「ご両親はどうされたのです？」

「いないんですよ」

　つとめて明るく言った。経験上それがベストだからだ。あとは相手が空気を読んで、軽く謝あやまるなどしてくれれば、最短で話題を変えることができるだろう。

　ところが。

「ははあ、なるほど。お若いのにしっかりしていらっしゃるのは、そういう理由があったのですね。納なつ得とくしました」

　赤あか坂さかＰは、普ふ通つうに会話をつなげてきた。

　親はもう死んだという場を凍こおらせる回答に対して、欠片かけらの動どう揺ようも見られない。

　……もしかして、知っていて、あえて聞いてきたのか？　だとしたら、なんのために？

「では、おひとりで暮らしていらっしゃる？」

　そんなわけがない。……うーん、やっぱり……。

　赤あか坂さかＰは、俺おれの回答を誘ゆう導どうしているような感じがした。

「妹と、二人暮らしです。別居ですが、保護者もいます」

「そうだったのですか、答えてくださって、ありがとうございます。妹と二人暮らし──妹さんの面めん倒どうを、小説家のお兄さんが見てあげている、と。……なるほどなるほど」

　そこで赤あか坂さかＰは、意味ありげに真ま希き奈なさんを見た。

「……だ、そうですよ、葵あおい先生？」

「や、聞いてたけどさ。なんでわたしに振ふるの？」

「いいえ、ただ言ってみただけですよ？　どこかの姉妹と似ていますね、などと、まったく思っておりません。……ああ、このお茶は美味おいしいですね」

　韜とう晦かいするように湯ゆ吞のみをかたむける。

　真ま希き奈なさんは、露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんになった。

「も～、うっざい。その話はやめて。……いい加減、用件を教えてくれるかな？」

「──では、本題に入りましょうか」

　赤あか坂さかＰは、ナイフのように鋭するどい言葉を投げる。

「ときに葵あおい先生、昨夜、会議のあとはなにをしていらっしゃったのですか？」

「ひたすらソシャゲのイベントダンジョンを周回してたけど？」

　原げん稿こう書けよ。

「なるほど。では、依い然ぜんとして仕事にはまったく手をつけていない、と」

「あははー、まぁまぁ、まだ慌あわてる時間じゃないよ～。あと六日もあるから～」

「その手の台詞せりふを口にしたあと、あなたが仕事を完かん遂すいさせたことがありますか？」

「……な、なかったっけ？　………………一回くらい」

「ないです」

　おそろしい会話が、俺おれの眼前で繰くり広ひろげられていた。

　エルフ先生とクリス兄貴の、微笑ほほえましいアレとは似ているようでまるで違ちがう。

　どこが違ちがうかって？　最終的に、本当に仕事をしないところだ。

「………………………………」

　俺おれはうつむき、両の拳こぶしを握にぎりしめる。

「今回こそっ！　今回こそは大だい丈じよう夫ぶだから！」

「……前回もまったく同じ台詞せりふを聞きましたが？」

　はぁ、とため息を吐つく赤あか坂さかＰ。その様子からは、諦あきらめの色が濃こく見える。

　……本当に、もう、ダメなのだろうか？

　紗さ霧ぎりが大好きだと言っていた真ま希き奈なさんに、脚きやく本ほんを担当してもらうことは、難しいのだろうか？

　いやっ──!!

「葵あおい先生！」

　違ちがうだろ！　俺おれはなんのために、ここに付いてきたんだ！

「は、はいっ？　なにかなっ？」

「俺おれっ……！　全力の葵あおい先生と、一いつ緒しよに仕事がしたいです！　今日は、その説得のために、来ました！」

　身を乗り出すようにして、率そつ直ちよくに想おもいを伝えた。

「──────」

　真ま希き奈なさんは、俺おれの言葉を受けて、ぱちくりとまばたきしている。

「おお……こりゃまた……熱血だねぇ」

「俺おれ、エロマンガ先生と一いつ緒しよに、『メルル』を見たんです！　すげー面おも白しろかったっ！　あの話を考えたのって、葵あおい先生なんですよね！　そんな人になら、俺おれたちの作品を任せられるって……この人たちとなら、俺おれたちの夢を叶かなえられるって────」

　うまく伝えられているかわからない。空回りしている感覚がある。

　それでも、想おもいをぶつけよう。

　口で言わなくちゃ、何も伝わりはしないのだから。

　真ま希き奈なさんは、軽く唇くちびるを嚙かんでから、

「夢ってなに？」

　と、言った。茶化すための質問ではないと感じた。

　なにより誠意を持って頼たのみごとをしているときに、噓うそを吐つくわけにはいかない。




「俺おれの妹は、エロマンガ先生です」

「俺おれの妹は、両親が亡なくなってから、ずっと部屋に引きこもっています」

「俺おれは、妹を、思いっきり笑わせてやりたい！　嫌いやな気分とか、思い出したくない記き憶おくとか、不安とか、心配とか──そういうのを全部ぶっ飛ばしてやりたい！　だから！」

「エロマンガ先生と俺おれとで、超ちよう面おも白しろいラノベを創って！　アニメ化させて！　妹を部屋から連れ出して！　リビングで一いつ緒しよに俺おれたちのアニメを観みようって、約束したんです！」




「それが──俺おれたちの夢です」

「……妹と、一いつ緒しよに……兄妹きようだいで、作品を……作ってるんだ」

「はい」

「それが、キミたちの、夢なんだ」

「はい」

「……そっかー」

　俺おれの間近で、真ま希き奈なさんはうつむいた。俺おれは、そのまま頭を下げる。

「俺おれたちの夢を叶かなえるために、あなたの脚きやく本ほんが必要です。どうか、俺おれに力を貸してください」

「…………………………」

　真ま希き奈なさんは、うつむいたまま、しばらく黙だまり込こんでいた。

　やがて彼かの女じよは顔をあげ、

「──と、言われてもねぇ……？」

　困ったように頰ほおをかく。

「わたしだって、別に、本気を出したくないわけじゃないんだよー……？」

「で、でもっ！」

　喰くってかかろうとする俺おれを、赤あか坂さかＰの手が制止する。

「まぁ、まぁ、落ち着いてください」

　何故なぜか──上じよう機き嫌げんな声だった。彼かの女じよは俺おれにだけ聞こえるような小声で、

「お手て柄がらです」と囁ささやく。「あとは私にお任せを」

「……は、はあ」

　少し迷い、赤あか坂さかＰの言うとおりにする。彼かの女じよの声に確かな自信が宿っていたからだ。

　それと──


　──葵あおい先生のやる気を引きだすための『説得材料』を持って、明日、ご自宅に向かう予定でおります。



　その台詞せりふを思い出したからでもある。

「葵あおい先生、実は、私からプレゼントがあるんですよ」

「え、なにそれ……イヤーな予感」

　露ろ骨こつに表情をこわばらせる真ま希き奈なさんに、赤あか坂さかＰはスマホの画面を見せつけるように向けた。

「葵あおい先生のライバルから届いた、ビデオレターです」

「……？　わたしにライバルなんていたっけなあ……誰だれだろ」

　俺おれからは死角なので画面は見えない。

　スマホから、女性のかわいらしい声が聞こえてくる。





　やあやあサボり魔まの脚きやく本ほん家さん、お久しぶり、元気してるカナ？

　あたしは超ちよう・元気でぇーっす！

　実は来年の春、あたしがいま連れん載さいしてる漫まん画がが、アニメ化されることになりましたーっ！

　ひゅーひゅー、ぱちぱちぱちぱち！

　つ・ま・り、いまキミが脚きやく本ほんを担当をしているナントカってラノベと同時期に放送されるってコトでーっす♪　いっやぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、なんだか懐なつかしいねえ？

　メルルが放送されてた当時を思い出すよ。あたしの作品と放送時間まで丸被かぶりでさ！　毎週毎週、視し聴ちよう者の奪うばい合あいだったよね♪

　ま、結局あたしの作品は、中ちゆう途と半はん端ぱなところで打ち切りになっちゃったわけだけど。

　そんでもって、ブリッコ口調で話しかけてきた誰だれかサンに、めっちゃ煽あおられたわけだけど！

　あー、いま思い出しても腹立つぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！　完全におちょくってたよねアレ！

　でも、ま、昔の話だし？　あたしってば心が広ひろぉいし？　許してしんぜよう。

　今度は勝つしね！　言っとくけど、自信作だぜっ！　超ちよう有能スタッフが揃そろってるし！

　あー、でも、無理かなぁ？

　最近のキミってば、サボって脚きやく本ほんクビになってばっからしーもんね！

　数年ぶりの直接対決にはならないかぁ。ざんねーん☆

　はぁ[image: ～][image: ～][image: ～]、所しよ詮せんメルルシリーズだけの一発屋だもんね。

　お姉さんがいないとなんにもできない、親の七光りと巨きよ乳にゆうだけが取とり柄えの脚きやく本ほん家だもんね。　いままでこんなやつをライバルだと思っていたなんて、自分の見る目のなさが恥はずかしいったらないわー。じゃ、そゆことで、あたしの新作アニメ、楽しみにしててよね！

　あいらぶゆー♡






　ピッ。

　動画の再生が終わり、真ま希き奈なさんを全力でおちょくる声が聞こえなくなる。

　気になるワードがいくつかあったが、それよりも……

「……………………………………」

　真ま希き奈なさんは、じっと暗くなった画面を見つめている。

「ほーん」

　そんでもっていきなり真顔で、

「ほぉ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん」

　……怖こわっ。

「変わってないなぁこいつってばもぉ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、あっはっはっはっ」

　目が、まったく笑っていない。

「いっやぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、ちょーっぴり優勢取っただけで、なんにも始まってないうちから大はしゃぎしちゃうトコ、ほんッとかわいいなぁ～。ボッコボコにやっつけて、もう一回、あの悔くやしそうな顔を見て嗤わらってやりたいなぁ～、きひひひひひ」

　邪じや悪あくなる笑え顔がおであった。

　完全に悪役の台詞せりふであった。

　薄うす笑えみを浮うかべる真ま希き奈なさんに、赤あか坂さかＰが言った。

「葵あおい先生、どうでしょう。少しはやる気になりましたか？」

「まーね」

　くい、と真ま希き奈なさんは丸眼鏡を押おし上あげる。

　その目つきからは、さっきまでの眠ねむ気けが消きえ失うせていた。

「いいプレゼントだった。とりあえず──やるだけやってみようって気には、なったよ」

「それはよかった」

　赤あか坂さかＰは満足げに頷うなずいて、俺おれに向かって小さく一言。「ね、クズでしょう？」

「………………」

　この感覚をどう表現するべきか。

　俺おれは……『俺おれたちの夢』を叶かなえるために……

　とんでもない悪人どもの仲間になってしまったんじゃあなかろうか？

　複雑な気分で黙だまり込こんでいると、真ま希き奈なさんが俺おれを睨にらみつけて言った。

「言っとくけど、キミがした話とは、関係ないからね」

「えっ？」

「キミたちの夢とか、兄妹きようだいで作品作りをしているとか……そんないい話を聞いて、やる気になったわけじゃないからね。チョーシ乗ってるバカっ娘こに、身みの程ほどを教えてあげようって──それだけだから。本当に、マジで、それだけだから。勘かん違ちがいしないよーに」

「は、はあ」

「わかった？」

「……わかりました」

「ならばよし」

　うむ、と頷うなずく真ま希き奈なさん。

　そこで赤あか坂さかＰは、俺おれに向かって一礼した。

「和泉いずみ先生、葵あおい先生をよろしくお願いいたします」

「へ……？　なんですかそれ？」

　その答えを聞く前に、真ま希き奈なさんに話しかけられてしまう。

「和泉いずみ先生、わたしやるよ！」

　彼かの女じよは、ぐっと拳こぶしを握にぎりしめて、

「よお──っし、明日から本気出すぜぃ！」

　いまから本気出してください！




　そして翌日。

『明日から本気出す』とやる気に満ちた表情で口にした脚きやく本ほん家・葵あおい真ま希き奈なは、宣言どおり、きわめてアクティブな活動を開始する。

　彼かの女じよが、まずはじめに行ったのは────
















「は!?　ま、真ま希き奈なさん！　どうして俺おれん家ちに!?」

「アニメが完成するまで、キミん家ちで養ってちょ♡」







[image: 第三章]







「アニメが完成するまで、キミん家ちで養ってちょ♡」

　我わが家やの玄げん関かんでそう口にしたのは、愛らしい丸眼鏡の少女──葵あおい真ま希き奈なだ。

　荷物は、アニメのグッズと思おぼしき子供っぽいリュックだけ。

「な……っ。な、なにを……言って……」

「一いつ緒しよに暮らそうって、コト♡」

　オタクのみならず、男子を一いち撃げき必殺するような、あざといポーズと台詞せりふであった。

　さすがの俺おれも、どきりと一いつ瞬しゆん気け圧おされる。

「く……っ」

　超ちようかわいい女の子が家に押おしかけてきて、同どう棲せいを持ちかけてくる──。

　まるで夢のようなシチュエーション。

　だが、実際に現実で発生すると、当とう惑わくするしかない。

　え？　は？　こいつ、なに言っちゃってんの？　──そんな感想しか出てこない。

　その上、他人ひとん家ちの玄げん関かんでわけわかんねーことを口走っている相手は、いまの俺おれにとって、絶対に無視できない重要人物だ。無下に扱あつかう訳にもいかない。

　そんな諸々が脳内でぐるぐる渦うず巻まいて──

「……………………」

　結局俺おれは、絶句したまま真ま希き奈なさんを見つめる。

　すると彼かの女じよは、きょとんと首をかしげて、

「あり？　もしかして──すべった？」

「……あ、いえ、すべったとかじゃなくて、そもそも意味が……」

「おお……んじゃ、もうちょい説明しなくちゃね。ん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、なんてったらいっかなぁ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　真ま希き奈なさんは、あごに手を添そえ、「んむむ……」と思案する。

「昨日、『明日から本気出す』って言ったじゃない？」

「はい」

「だから来ましたっ！」

「意味わかんないんですけど」

「キミたち兄妹きようだいと一いつ緒しよに暮らすことが、わたしが本気を出すってことなんだよ！」

「やっぱり意味がわからねえ……！」

　ほんとに何言ってんだこの人？

「え、マジで？　わかんない？　えーとね……うーんと」

　真ま希き奈なさんは、腕うでを組んでさらに考かんがえ込こむ。

「この前、赤あか坂さかＰに言われてようやく気付いたんだけどさ」

　ぺろっと舌を出して、

「わたしって、ひとり暮らしだと、仕事しないんだって♪」

「………………」

　どうでもいいけど腹立つ顔だな。

　なんて返せばいいのかわからなくて、俺おれが黙だまっていると、彼かの女じよはこう続けた。

「キミ、『メルル』が好きだって──言ってたよね」

「はい……俺おれも、妹も、エロマンガ先生も……あの作品を観みて、あなたのファンになりました」

「うん、あんがと♪　ってか、キミももう知ってるだろうけど……あのシリーズが『わたしが最後までやり遂とげた唯ゆい一いつの仕事』なんだ。厳密にいうともうちょい増えるけれど──完全に『わたしの担当作品』って胸を張れるのは、メルルシリーズだけ」

　その台詞せりふは、ほんの少しだけ、神しん妙みように聞こえた。


　──所しよ詮せんメルルだけの一発屋。



　あのビデオレターの人物が、そう言ってたっけ。

　あれは──事実だったのか。

　大ヒットアニメ『星くず☆うぃっちメルル』。

　その仕事と、それ以外の仕事。

　彼かの女じよにとって、いったい何が違ちがったのだろう。どうしてメルルだけを最後までやり遂とげることができたのか。それ以外の作品では、なぜ仕事をしなかった──できなかったのか。

　俺おれが抱いだいたそんな疑問に、すぐに答えがきた。

　ひときわ明るい声で、

「メルルをやってたときは、ひとり暮らしじゃなかったの。一いつ緒しよに住んでる人がいて……わたしの面めん倒どうを見てくれてたってわけ。作品のこととか、脚きやく本ほんのこととか、色々話せる相手だったから、刺し激げきにもなったし、あの頃ころは毎日やる気に満ちてたっけ」

　そうして高いモチベーションで創り上げたのが、大ヒットアニメ『星くず☆うぃっちメルル』ってことか。

「だから、まぁ、『メルル』のお話を創ったのは、葵あおい真ま希き奈なだ──って言われているけれど、わたし自身は、そう思ってないんだ。確かに脚きやく本ほんを書いたのも、お話を実際に考えてたのもわたしだけど──一いつ緒しよに住んでたその人と、ふたりで創った……って、そんなふうに感じてる」

「…………」

「わかるかな？　この感覚」

「わかります」

　すぐにそう答えた。

「俺おれもですから」

「そうなの？」

「はい、俺おれの『世界妹セカイモ』も、俺おれ自じ身しんが話を考えて、執しつ筆ぴつしていますけど……俺おれひとりの作品じゃないって、思っていますから」

　小説家・和泉いずみマサムネと、イラストレーター・エロマンガ先生の作品であるし。

　和泉いずみ正まさ宗むねと和泉いずみ紗さ霧ぎりの作品でもある。

　いまならそこに、担当編集の神楽かぐら坂ざかさんや、漫まん画が担当のアルミ先生を加えてもいい。

　もっというと、私生活を支えてくれている京きよう香かさんや、尊敬する先せん輩ぱい作家であるエルフ、学校での理解者である智とも恵えや、紗さ霧ぎりのことで毎回お世話になっているめぐみ……

　さらには、いつも作品を楽しんでくれている読者たちの影えい響きようも大きい。

　本当に大きいのだ。みんながいなければ、この作品は、こういう形にはなっていない。

　そう強く思う。

『世界で一番可愛かわいい妹』。

　この作品は、俺おれひとりのものじゃない。

　俺おれたち兄妹きようだいふたりのものでもない。

　みんなで創った、みんなの作品なのだ。

「そっか」

　真ま希き奈なさんは、にひ、と歯を見せて笑う。

「あの作品は、キミたち兄妹きようだいの作品なんだっけ」

「そ、そうです」

　そういやこの人を説得する際、俺おれたち兄妹きようだいの夢と事情を教えてしまったんだっけ。

　良いい判断だったと思っているが、こうして指し摘てきされるとやっぱ恥はずかしいな。

「あれは俺おれたち兄妹きようだいの──そして、読者をふくめたみんなで創った作品ですよ」

「そして今日からは、アニメの脚きやく本ほんを担当する、わたしの作品でもあるんだよね」

「そうあって欲ほしいと思っています」

「じゃあなおさら、わたしはキミと同どう棲せいしなくちゃ！」

「なんでですか！」

　どっから同どう棲せいって単語が出てきたんだ！

「言っとくけど、わたし、さっきからずっと超ちよう本気で言っているからね？」

　ぐ、と腰こしを折り曲げて、真ま希き奈なさんは、真しん剣けんな顔を近づけてくる。

　でもって、

「わたしが超ちよう本気を出すために必要なものは、みっつある！」

　びしっと指を一本立てる。

「ひとぉつ！　やる気に満みち溢あふれた素す敵てきな共同制作者！　つまりキミのことっ♡」

「うっ……た、確かにやる気はありますけど！」

「ふたぁつ！　甲か斐い甲が斐いしく面めん倒どうを見てくれる優やさしい飼い主！　つまりキミのことっ♪」

「飼い主!?」

　響ひびきがヤバすぎる！

　引きこもりを養うことを『飼う』って表現すんのやめろよ！

　首輪をした紗さ霧ぎりの姿を思おもい浮うかべちゃったじゃないか！

「みっつ！　創作意欲を刺し激げきする題材！　つまりキミたち兄妹きようだいのことっ！」

「ぎゃあああ！」

　とんでもないラインナップを並べてきやがった！

「原作者の好きな人がメインヒロインのモデルで！　それが義理の妹で！　ひとつ屋根の下で暮らしていて！　そんでもってその子の正体が、実はエロマンガ先生だなんて！」

「なんでそこまでバレてるんですか!?」

　俺おれの好きな人が紗さ霧ぎり＝エロマンガ先生だなんて、言った覚えはないぞ！

「いやいや、第二回脚きやく本ほん会議んとき、キミのコイバナ聞いたじゃん？」

「肝かん心じんな部分は伏ふせて話したはずですけど！」

「バレバレだったんですけど？」

「ええ!?」

「あれだけヒントあったら、わたしじゃなくても察するってば」

　なに驚おどろいてんのさ、と、真ま希き奈なさんは目を大きくしている。

「……マジか……なんてこった……！」

　俺おれは両手で顔を覆おおって羞しゆう恥ちに悶もだえる。

　完全に、俺おれの恋れん愛あい事情を把は握あくされてしまっていたとは……っ！

　一方、真ま希き奈なさんは、

「こんなに面おも白しろそうな題材は数年ぶり……っ！　こんな……こんなの──」

　両目をきつくつむり、ギュウウと両こぶしを握にぎり締しめ、身体を震ふるわせる。

「もうわたしも一いつ緒しよに暮らすしかないじゃん！　なんたって、わたしの魂たましいを震ふるわせる素す敵てきな要素が、キミの家にはぜんぶ揃そろってるんだもん！　最高っ！」

「────」

　あまりの勢いに押おされ、俺おれは一歩、二歩とたたらを踏ふむ。

　すると彼かの女じよは、顔を近づけ、さらに畳たたみかけて来る。

「養って！　マサムネお兄ちゃん！　このわたしを養って！」

「妹一人で引きこもりは間に合ってます！」

「じゃあペットでいい！　わたしをキミのペットにして！」

「やめて!?　ご近所に聞かれたらシャレにならない台詞せりふを連呼するのやめて!?」

　この女、わざとやってるんじゃあるまいな！

「本気の脚きやく本ほんを書くために、ど[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]しても必要なことなんだってば！」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　俺おれは、両目をきつくつむり、

「だとしてもダメです！　なぜなら妹が嫌いやがるから！　俺おれは、紗さ霧ぎりが嫌いやがることは絶対にしません！」

　たとえそれが、兄妹きようだいの夢を叶かなえるためだとしてもだ。

「────」

「────」

　俺おれと真ま希き奈なさんは、至近距きよ離りでにらみ合う。

　強く濃のう密みつなやり取りだった。この人と、いままでに交かわした会話すべてよりも、ずっと。

　硬こう直ちよくした状じよう況きようを打開したのは、俺おれでも真ま希き奈なさんでもなく……

「兄さんっ」

　上空から降ってきた、妹の声。

　俺おれは、勢いよく振ふり返かえる。

　するとそこには、階段を半ばまで下りてきて、こちらを見つめる紗さ霧ぎりの姿があった。

「紗さ霧ぎり!?」

　最近部屋から出られるようになったとはいえ、引きこもりが完治したわけじゃない。

　知らない人の前に顔を出す──たったそれだけのことが、妹にとっては大きな負担になるのだ。

「おまえ……大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

「私は……だいじょうぶ」

　そんなわけがなかった。脚あしは生まれたての小こ鹿じかのように震ふるえ、顔は青ざめている。

「話は聞いてた」

　それでも紗さ霧ぎりは、階段を最後まで下りきり、敢かん然ぜんと真ま希き奈なさんを見つめる。

「『世界妹セカイモ』の脚きやく本ほんを書くために、私たち兄妹きようだいと同居したいって」

「うん、そだよ」

「だから、それは断るって──」

「兄さん」

　俺おれの言葉を、紗さ霧ぎりが途と中ちゆうで遮さえぎった。

「『私たちの夢』を叶かなえるために……必要なんでしょ？」

　改めて、俺おれをまっすぐ見る。

　ぐ、と握にぎり拳こぶしを作って、

「じゃあ、やろうっ」

「……紗さ霧ぎり」

「ほ、ほら！　妹ちゃんもこー言ってるし！」

　これ幸いとばかりに真ま希き奈なさんは高い声を出すが、

「……少し黙だまっててくれます？」

　俺おれは彼かの女じよをにらみつけ、黙だまらせた。

「……ふぅ～ん。……ここが、キミが本気で怒おこるポイントなのねー」

　いまいち黙だまってくれなかったが。

　俺おれは、真ま希き奈なさんを無視し、紗さ霧ぎりに向かって問う。

「おまえ、無理してるだろ」

「うん、してる」

「だろ？　じゃあ──」

「でも、もう、聞いたから」

「………………」

「聞いたからには、無理する。……無理して、『私たちの夢』を叶かなえるために、葵あおい先生に、すごい脚きやく本ほん、書いてもらう」

「…………………………」

「ここでがんばらないで……つまらないアニメになっちゃう方が、ずっといやだから」

　そう言うに決まってるわな。エロマンガ先生は、そういうやつなんだから。

　そんでもって、こうと決めたらテコでも動かないガンコものでもある。

　ち、と舌打ちが漏もれた。大失敗だ。こんなところで話すんじゃなかった。

「まいったな……。アルミのやつに怒おこられちまう」

　こうならないように、あいつはくれぐれもと忠告してくれたってのに。

「心配かけて……ごめんね。でも……だいじょうぶ、だから」

「っ……」

　俺おれは、後頭部を乱暴に搔かきむしる。

　それから真ま希き奈なさんに向かって、低い声で言った。

「葵あおい真ま希き奈な先生」

「お、おう……？」

「同居の件、前向きに検討してみます」

「そうこなくっちゃ！」

　やったぜ！　と飛び上がる彼かの女じよに、「ただし」と付け加える。

「俺おれたち兄妹きようだいだけで決められることじゃないです」

「というと？」

「保護者の許可がいります」




　およそ一時間後──。

　俺おれは、近所の喫きつ茶さ店てんにて、京きよう香かさんと向き合っていた。

　店内は、やや混雑しており、部活帰りと思おぼしき学生たちが、何組か談だん笑しようしている。

「京きよう香かさん、わざわざ来てくださってありがとうございます」

「問題ありません。私は、あなたたち兄妹きようだいの保護者なのですから」

　和泉いずみ京きよう香か──いまさら紹しよう介かいするまでもない、俺おれたち兄妹きようだいの面めん倒どうを見てくれている人である。

　俺おれの父親の妹。

　俺おれにとっては血のつながった叔母おば……といっても、若く綺き麗れいな女性だ。

『氷の女王』と称しようされる、冷たい印象の美人だが……先日の『世界妹セカイモ』ステージイベントでは、身体を張ってエロマンガ先生の影かげ武む者しや役を務めてくれた情熱の人でもある。

「正まさ宗むねくん、アニメの新しい仕事が本格的に始まったようですが……体調などに不具合はありますか？」

「いたって元気です」

「それならば良いのです。ただ、私も少し調べましたが……原作者に大きな負担のかかる仕事だそうですね」

「まぁ、いままでよりは、少し大変かもしれませんね」

「…………では、緩かん和わしましょう」

「？」

「私があなたに課した〝テスト〟のことです」

　京きよう香かさんは、低くおそろしい声で言う。

「仕事が忙いそがしいのであれば、学校の成績が下がっても仕方ありません。また、今後、どうしても学校に行けない状じよう況きよう……というのも出てくるでしょう。その際は、私との約束など気にせず、あなたの大切なものを優先してください」

「……は、はあ」

「学業と仕事を両立せよ、と、言いましたが……しなくても結構です。少なくとも、仕事が忙いそがしい間はね」

「………………」

『貴様にはもはや何も期待せぬ、見限ったわ』──という、おっかないニュアンスにしか聞こえない。

　でも、腹を割って話し合ったいまならわかる。

　そういうことではないのだ、きっと。

「学校など、いくら休んでも構いません。成績が、いくら下がっても、咎とがめはしません。そのかわり──くれぐれも体調だけには気を付けなさい。それは、取り返しのつかないものです」

　京きよう香かさんは、おそろしい声で、優やさしいことを言う人なのだ。

　偏へん見けんを捨てて聞いてみれば、甘あま々あまなことしか口にしていない。

「わかりましたね？」

「はい、わかりました」

　胸に温かなものを感じていた。

「でも大だい丈じよう夫ぶです。自分で言い出したことですから。きっちり両立させてみせますよ」

「………………本当に、気を付けるのですよ？」

　京きよう香かさんは、やれやれとため息を吐つく。

「それで、正まさ宗むねくん。……私に話とは？」

　彼かの女じよは、いまや俺おれたち兄妹きようだいにとって、もっとも頼たよりになる大人といっていい。

　第三の家族……そう思っている。

　そんな京きよう香かさんに向かって、俺おれは、率そつ直ちよくに相談を持もち掛かけた。

　学生たちでざわめく店内で──




「京きよう香かさん、俺おれと一いつ緒しよに暮らしてください！」




「────────ふぇ？」

　意表を突ついたらしく、京きよう香かさんは目を見開く。

　そして何故なぜか、かぁぁ……と赤くなった。

「きゅ……急にっ……なにを……!?」

「え？」

　どうして赤面されたのか理解できず、俺おれは首をかしげる。

　同時に店内が、ざわっ──と、大きくざわめいた。

　ひときわ高い女子学生たちの声が、

「ウソッ、プロポーズ現場!?」

「素す敵てき！　年の差カップルかな！」


「「違ちがいますーっ！」」



　俺おれと京きよう香かさんは、立ち上がり、声を揃そろえて全否定した。

　京きよう香かさんが、早口でまくしたてる。

「ま、正まさ宗むねくんっ！　いまの台詞せりふの真意について即そつ刻こく説明しなさいっ！　わ、私と一いつ緒しよに……って……！」

「俺おれたち兄妹きようだいと一いつ緒しよに暮らして欲ほしいという意味です！」

「へ、変な意味ではないのですよね！」

「もちろんです！　ふたりきりで同どう棲せいしましょうというえっちなお誘さそいではありません！　勘かん違ちがいしないでください！」

「私は最初から勘かん違ちがいなどしていませんッ！」

　京きよう香かさんは、視線の冷凍光線アイスビームで店内をグルリと薙なぎ払はらい、

「そういうことです！　あくまで甥おいとの健全な会話です！　わかりましたね！」

『氷の女王』の剣けん幕まくに、女学生たちはコクコクと頷うなずく。

　それでようやく、喧けん騒そうが落ち着いた。

「……ふぅ……っ……」

　いきなり疲ひ労ろう困こん憊ぱいの京きよう香かさんであった。ジロリと氷柱つららのような視線で俺おれを貫つらぬき、

「……ま、まったく……正まさ宗むねくんが、急に紛まぎらわしいことを言うからですよ……」

「す、すみません」

「それで……その……あなたたち兄妹きようだいと私が……一いつ緒しよに暮らす、ですか？」

「はい」

「どうしてそんなことを？」

「ええと、うまく説明する自信がないんですが……」

　俺おれは、京きよう香かさんに、事情を説明した。

『世界妹セカイモ』のアニメについて、葵あおい先生という有名な脚きやく本ほん家が担当してくれることになったこと。

　葵あおい先生は変わり者で、作品の題材となった俺おれたち和泉いずみ兄妹きようだいを、そばでよく見なければ脚きやく本ほんを書けないと言っていること。

「つまり……アニメの制作中、俺おれたち兄妹きようだいと同居したいそうなんです」

「……常識がなさすぎる要求ですね」

　俺おれもそう思う。

「創作の仕事をしている方は、皆みな、そういう傾けい向こうがあるのですか？」

「まあ、わりと……そうかもしれません」

　同業者のみなさん、本当に申し訳ない……！

　とりあえずパッと脳のう裏りに浮うかぶ範はん囲いで、胸を張って『まとも』と言える人はあんまりいないんだ！

　不登校だったり、人生ドロップアウト気味だったり、ストイックすぎる危険人物だったりする。他にも、酔よっ払ぱらいやら、特とく殊しゆ性せい癖へきの変態やら、変人奇き人じんのバーゲンセールだ。

「てかいま、俺おれも常識ない連中に含ふくめました？」

「気のせいでしょう。それよりも、いまの話、私に聞くまでもないように思いますが。会ったこともない他人との同居など、紗さ霧ぎりさんの環かん境きように良いいわけがないのですから。私以前に、正まさ宗むねくんが許すはずもない」

　さすが、よくわかっている。

「紗さ霧ぎりが、同居に賛成しているんです」

「！」

「『二人の夢』のためだからって──」

「説得は……」

「むずかしいです」

「その葵あおいとかいう脚きやく本ほん家は……」

「とても有能で、夢を叶かなえるために必要な人です」

「……なるほど、困りましたね」

　むむ、と考かんがえ込こむ京きよう香かさん。

　俺おれは、身を乗り出してうったえる。

「そこで、紗さ霧ぎりの負担を減らすために、京きよう香かさんにも同居してもらえないか、と」

「…………私が同居しても、紗さ霧ぎりさんの精神的な負担は、増えるばかりでは？」

　だからこそ、いま、別居しているのだから。

　京きよう香かさんはそう答えた。

　俺おれは首を振ふって、こう続ける。

「京きよう香かさんに同居をお願いすることは、元々紗さ霧ぎりと話していたことなんです」

「えっ？」

　よほど驚おどろいたらしい。京きよう香かさんの目が真ん丸になっている。

「あのステージのあとで……京きよう香かさんと、ちゃんと家族になりたいなって……頼たよれる大人が一いつ緒しよに暮らしてくれたら、安心できるよねって……って、そういう話を、紗さ霧ぎりとして……」

「えっ……えっ……」

「だから、葵あおい先生の件がなくても、お願いしようと思っていたんです」

「……ほ、ほんとに？　私が……あなたたち兄妹きようだいと……一いつ緒しよに暮らしても……いいの？」

「はい、もちろんです！　俺おれたち兄妹きようだいの都合で振ふり回まわして、本当に申し訳ないと思っています。けど、どうか、検討していただけないでしょうか！」

　京きよう香かさんは、眉み間けんにしわを寄せて、氷のように冷たい表情になった。

「そんな他た人にん行ぎよう儀ぎな頼たのみ方は、必要ありません」

　……ダメに決まってんだろカス、というニュアンスにしか聞こえない。

　京きよう香かさんは、己おのれが浮うかべている厳しい表情に気づいたらしく、ハッとした。

　アワアワと慌あわて、それから、例のぎこちない笑え顔がおで──

「こちらこそ……不ふつ束つか者ですが、末永くよろしくお願いします」

　まるでプロポーズの返事みたいだった。




　妙みように照れくさくて、しばらく黙だまったまま、姿勢を正して俯うつむいていた。

　ふと顔を上げると、俺おれとまったく同じ動きをした京きよう香かさんと視線がぶつかる。

「え……っと」

「で、では……さっそく準備をしなくては」

「そ、そうですね」

　ぎくしゃくとしたやり取り。けれど──

「荷物は明日にでも運はこび込こんで……同居は、明後日あさつてから……ということで」

「は、はい。俺おれに手伝えることは──」

「……またそうやって仕事を増やす。私が一いつ緒しよに暮らすからには、その背せ伸のびを改めてもらいますからね」

「いやでもっ……………………そんなに怖こわい顔しないでください。わかりましたから」

「よろしい」

　決して不快ではない。

　俺おれたちが交かわしているのは、肉親同士の会話だった。

「ところで正まさ宗むねくん。同居の詳しよう細さいを詰つめる前に、」

　京きよう香かさんは、そこで、ちら、と視線を横にスライドさせる。

「そこの不ふ審しん者を紹しよう介かいしてもらっても良いでしょうか？」

「へっ──？」

　俺おれは、意表を突つかれながらも、となりのテーブルを見る。

　するとそこでは、見知った丸眼鏡の少女が、興きよう味み津しん々しんに目を輝かがやかせて、和泉いずみ家の会話に聞き耳を立てていたのである。手に持ったノートに、ペンで何かを書き付けながらだ。

「な、なにやってんですか……真ま希き奈なさん。保護者に相談してみるから、少し待っていてくださいって──」

「いやぁ～、えっへっへっへ……」

　まったく悪びれず、むしろ得意げに頭をさわる真ま希き奈なさん。

「なにやってるかって──観察に決まってるじゃーん」

「か、観察ぅ？」

「そそ、カンサツカンサツ♪　キミたち兄妹きようだいの日常と非日常。作品のパーツとなったであろうキミたちを取り巻く世界について。さっそく間近で観察する機会ができたんだから──見に行かない手はないよねえ？」

　すっごく興味深かったよ──と。

　真ま希き奈なさんは、じゅるりと舌なめずりをする。

　まるで美味おいしいおやつを平らげた直後のように。

　その表情は、とても上じよう機き嫌げんで、邪ヨコシマで……。

　そして、矛む盾じゆんするようだが……

　どこか苛いら立だっているようでもあった。

「くっさい家族ドラマっぽいけどぉー、作品を理解する助けにはなった──かな」

　猫ねこめいた瞳ひとみで、俺おれと京きよう香かさんを見る。

　む、と俺おれが眉み間けんにしわを寄せた瞬しゆん間かん──

「あいたぁ!?」

　京きよう香かさんのチョップが、真ま希き奈なさんの脳天に炸さく裂れつした。

　……いっつも頭叩たたかれてんなこの人。

「な、なにすんのっ!?」

　両手で頭を押おさえ、涙なみだ目めで怒おこる真ま希き奈なさん。

　そんな彼かの女じよのつむじに向かって、京きよう香かさんが冷たい視線を落とす。

「しつけです」

「は、はあァ!?」

「正まさ宗むねくんとの会話から察するに、あなたが脚きやく本ほん家の葵あおい某なにがしなのでしょう？　これから私と、私の家族と、ひとつ屋根の下で暮らすつもりなのでしょう？」

「そ、そーだよ？」

「であれば、和泉いずみ家のしきたりには従ってもらいます。まず第一に、家族を敬い、尊重し合うこと。つまりこういうことです……」




「年下だからといって、この子たちに舐めた態度を取るな」




「………………」

　怖こっわ。

　ドスと睨にらみを利きかせすぎだろ……。

　本当は優やさしい人だってわかってる俺おれさえもが、膝ひざガクガクになっちまってるんですけど。

　ほら！　真ま希き奈なさん、真っ青になってるじゃないか……。

「ね、ねぇ和泉いずみ先生……キミの家にこんなおそろしい御お方がいるなんて、聞いてないんですけど」

「聞いてのとおり、今日、一いつ緒しよに暮らしてくれるよう頼たのんだばかりですから」

「実に興味深い……参考になる……でも怖こわい……」

　クリエイターとしての習性と、人間としての生存本能が、彼かの女じよの裡うちでぶつかり合っているようであった。

　青い顔で震ふるえる真ま希き奈なさんを見下ろしたまま、京きよう香かさんは言う。

「葵あおい真ま希き奈なさん……と言いましたね」

「お、おう……」

[image: ]

「ともに暮らす大人として命じます。先ほどの、『くさい家族ドラマ』という発言を取り消しなさい」

「それはイヤ」

「私は、他人と仲良くなることはとても苦手ですが、他人を怖こわがらせることはなによりも得意なんです。ひとりの人間が本気で怒おこるという意味を、思い知らせてあげましょうか？」

「和泉いずみ先生、キミの保護者さん、マジで怖こわいね！　でも、取り消すのはイヤ。そう感じたのは事実だし、取り消したら噓うそになっちゃうし。──でも、謝あやまるよ。ごめん、わざわざ口に出して言うことじゃなかった」

　その謝罪には、誠意を感じた。

　発言を取り消すことはできないという、かたくなさも。

『家族』という単語に、何かあるのだろうか？　作品の題材として、強く喰くいついてきたことと、関係があるのだろうか？

「正直、むっとしましたけど、許します」

　失礼な詮せん索さくを打ち切って、俺おれは、彼かの女じよの謝罪を受け入れた。

「京きよう香かさんも、俺おれの代わりに怒おこってくれて、ありがとうございました」

「いいえ……それよりも正まさ宗むねくん。先ほどの話の続き、同居の詳しよう細さいについてですが……また明日にしましょう」

　京きよう香かさんは、長い五指を広げ、真ま希き奈なさんの頭を鷲わし摑づかみにする。

　そんでもって、ギリギリギリギリ──

「今日は、これからこの方と、じっくり『和泉いずみ家のしきたり』について、話し合う必要がありそうですから」

「ぎええええ、ギブギブギブギブ!?　くっそお[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！　こ、こんなハズでは……理想的な『飼い主』くんと、『最高の題材』ちゃんを一挙に手に入れる完かん璧ぺきな計画が……」

「ついに本音を漏もらしましたね！　だいたいあなた何歳さいですか！　どう見ても十代ではありませんか！　学校は！　ご家族は！」

「『ミステリアスな美人』というイメージが壊こわれるので言いたくねぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ」

「そんなイメージは元からありません！　少なくとも私にだけは、そういった諸々を、きっちり聞かせてもらいますからね！」

　どうやら……京きよう香かさんに同居を頼たのんだのは、大正解だったらしい。

　このぶんなら、同居人が増えることによる紗さ霧ぎりへの悪あく影えい響きようは、最小限で済みそうだ。

　こうして。

　このたび和泉いずみ家に、新しい家族と、ひとりの居い候そうろうが加わった。

　優やさしく怖こわい姉と、引きこもりの妹だ。




　翌日は、リビングにて、同居の詳しよう細さいについて話し合った。

　俺おれ、京きよう香かさん、真ま希き奈なさん、そしてタブレット越ごしではあるが──

『……よっ……よろしくお願いします……葵あおい先生』

　紗さ霧ぎりも交えてだ。

　真ま希き奈なさんと紗さ霧ぎりとの、ちゃんとした形での初対面でもある。

　その様子を描びよう写しやする前に、我わが家やにやってきた真ま希き奈なさんについて言っておくと。

「アオイマキナデス。キョーカラ、イズミケノペットトシテ、オセワニナリマス、イモートサマ」

　なんか、もの凄すごく反応に困る物体と化していた。

『……えっ……えっ……？』

　尊敬する脚きやく本ほん家から、突とつ然ぜん必要以上にへりくだられた紗さ霧ぎりが、困こん惑わくしているじゃないか。

「…………京きよう香かさん、どうしたんですかコレ？」

「彼かの女じよと話して、立場をわからせただけですが──いまいちふざけた態度が修正しきれていませんね」

「ソンナコトハアリマセン、ワタクシハ、キョーカサマノコトヲ、ソンケーイタシテオリマス」

　確かにおちょくっているようにしか見えん。

　まあ、この人、怖こわいお姉さまには、赤あか坂さかＰで慣れっこだろうしな。

『氷の女王』の説教でも、性格を矯きよう正せいすることはできなかったらしい。

「とりあえず、そのガラクタロボットみたいな喋しやべり方をやめてくださいよ、葵あおい先生」

「ウィーッス、ご主人様♡」

「ご主人様もやめてください」

　真ま希き奈なさんは、口調を元に戻もどして言う。

「じゃ、そっちも敬語と『先生』はやめて。真ま希き奈なちゃんでもいいし、呼び捨てでもいーよ。実のところ、歳としもそんな変わんないしね」

　いったい何なん歳さいなんだろう？　気になるが、本人も（聞き出したであろう）京きよう香かさんも、教えてはくれなさそうだ。

「じゃあ、真ま希き奈なさんで」

「『さん』もいらないんだけどなー、まあいっか」

　彼かの女じよは、こほん、と咳せき払ばらいをし、

「ってわけで、よろしくねん……正まさ宗むねさん♪」

　意い趣しゆ返しのつもりなのだろう、彼かの女じよは俺おれのことを、そんなふうに呼んだ。

『……むぅ』

　一方、紗さ霧ぎりは画面の中でふくれっ面つらになっている。

　尊敬していた真ま希き奈なさんの本ほん性しようを目の当たりにし、幻げん滅めつしてしまったのかもしれない。

　そんな紗さ霧ぎりに向かって、真ま希き奈なさんは不真面目な愛あい嬌きようを振ふりまいていく。

「妹サマも、よろしくねん♪」

『よろしく……真ま希き奈なちゃん』

　そう呼ぶことにしたらしい。真ま希き奈なさんは、そこで態度をやや殊しゆ勝しようなものへと改める。

「今回は、無理言ってごめんね。なるべくキミに負担がかからないようにするからさ、『良いいアニメ』を作るために、取材させてね」

『ん……だいじょうぶ、わかってる』

「そんかわし、わたしのことは、マジで、従順なペットかなにかだと思っていーからさ！　気軽になんでも言ってよ！」

『ペットなのになんで服着てるの？』

「妹サマ！　最初の命令からドギツイっス！」

『……冗じよう談だん』

「乙女おとめゲーの悪役令れい嬢じようばりにナチュラルな御ご命令だったんですけど!?　ほ、ほんとに冗じよう談だん？」

『……はんぶんくらいは』

　もちろん紗さ霧ぎりなりに、場をなごませるために言った軽口だったのだろう。

　だが、そのとき俺おれは見た。

　真ま希き奈なさんが、戦せん慄りつに震ふるえ、己おのれの身体を腕うでで抱だきしめるところを。

　そしてエロマンガ先生の青い瞳ひとみが、きらりと光ったのを。

　和泉いずみ家での『序列』が決定した瞬しゆん間かんだった。

『えっと、いまのはほんとうに冗じよう談だんだけど…………二階には来ないで』

「はい！　妹サマの許可なく二階には上がりません！」

　背筋をピンと正してお返事する下僕ペツト──否、真ま希き奈なさん。

「ちょうどいいですから、これからみんなで暮らすにあたっての、ルール決めをしましょう」

　京きよう香かさんが、そう提案した。俺おれが紗さ霧ぎりに向かって問う。

「まずは紗さ霧ぎり、許可なく二階に来るなってのの他になにかあるか？　こうして欲ほしいこととか、逆にこれはして欲ほしくないってこととか」

『京きよう香かちゃんはいいけど、真ま希き奈なちゃんは……兄さんが学校に行っている間は、家にいないで欲ほしい』

　結構でかい条件が来たな。

「真ま希き奈なさん、どうですか？」

「いやまぁ、基本見たいのは、兄妹きようだい揃そろってるときだから、それはいいよ。でもわたし、午前中どこにいればいいの？」

『すぐそこに広い土手があるよ？』

「じょ、冗じよう談だんだよね……？」

「紗さ霧ぎり、他には？」

「ちょっとふたりとも！　和泉いずみ兄妹きようだい！　冗じよう談だんだって言ってよ！」

「俺おれもたまにやってますけど、ノーパソ持って行って仕事すると結構気持ちいいですよ？」

「暑いから嫌いやだよ！　引きこもりの紫し外がい線せん耐たい性せいを舐なめるなよ！　焦こげちゃうんだからね！」

　真っ白な腕うでを見せつけてくる真ま希き奈なさん。

　実に不健康だ。

「漫まん喫きつ！　午前中は漫まん喫きつで仕事してます！」

　絶対漫まん画が読むだろこの人。土手で仕事してた方がマシだと思うんだけどなあ。

「──でっ、他にも条件があるのっ？」

『えっと……その……』

　紗さ霧ぎりは、もじもじと言いづらそうにしている。

『真ま希き奈なちゃんにだけ……言う』

「あ」

　真ま希き奈なさんは、それで何か察するところがあったらしい。

　にぃ～、と上じよう機き嫌げんにニヤついて、

「そゆことね～♪　じゃあ、おねーさんと内ない緒しよ話しよっか？」

　真ま希き奈なさんは、タブレットに耳を近づける。

　紗さ霧ぎりは、こそこそと何事かをささやいているようだ。

『……さんに……ないで。……ぜったいだめ』

「おっけぇい♪　いっやぁ～、まさにこういうのが体験したかったんだよ！　こういうのが！　やる気出るわ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]来てよかった！」

『ゆ、ゆっちゃだめっ』

「わかってるってば、妹サマ♪」

『ゆったら、一生はだかで暮らしてもらう』

「ペナルティでかくない!?」

　くそう……ふたりだけで盛り上がりやがって。微び妙みような疎そ外がい感を覚えるぜ……。

　紗さ霧ぎりが、俺おれたちに聞かせたくない『居い候そうろうの条件』ってなんだったんだろう？




　同居についての話し合いがまとまり、京きよう香かさんと真ま希き奈なさんの引ひっ越こしが行われた。

　和泉いずみ家の間取りについて説明しよう。

　一階には、リビングとそこに隣接したキッチン、俺おれの部屋、風呂場、洗面所、トイレなどがある。

　二階は、紗さ霧ぎりが引きこもる『開あかずの間ま』と、そのすぐ隣に紗さ霧ぎりの衣裳部屋がある。

　その他、以前俺おれたち兄妹きようだいの両親が使っていた部屋がひとつとトイレがある。

　ここに京きよう香かさんと真ま希き奈なさんが引ひっ越こしてくるわけだ。

　紗さ霧ぎりも含めた綿めん密みつな相談の結果──

　俺おれの部屋を二階の衣裳部屋に移し、空いたところを真ま希き奈なさんに使ってもらう。

　そして二階の両親が使っていた部屋に、京きよう香かさんが入ることになった。

　実の妹が使うなら、亡なき親父おやじも許してくれるだろうし、形見やら仏ぶつ壇だんやらのある部屋でも、京きよう香かさんなら問題ないという判断。

　二階に俺おれと京きよう香かさんが来る件について、『紗さ霧ぎりは大だい丈じよう夫ぶなのか？』という大きな懸け念ねんがあったが、本人いわく、

『──……ちょっとだめ。でも、へいき。がんばる』

　とのこと。

　今後、部屋から廊下に出るときは、なるべく紗さ霧ぎりと出くわさないよう、配はい慮りよするべきだろう。

　俺おれも、京きよう香かさんも。

『私の服、ぜんぶはこっちに移せないから……衣裳部屋に残しておくけど……いい？』

「構わないぞ。俺おれ、荷物少ないし。机とベッドが置けりゃいいよ」

　これは絶対言わないけど……

　クローゼットを開けるたびに、妹の服がたくさん並んでいてドキドキするのだろうな！

　京きよう香かさんも真ま希き奈なさんも、極きよく端たんに荷物が少なかったため、引ひっ越こし自体はすぐに終わった。

「前の部屋を解約していないので、家具類はそちらに置いてきました」

　と、京きよう香かさん。

「というのも、この同居がうまくいくかどうかわかりませんから」

　紗さ霧ぎりが辛つらいようなら、すぐに取りやめられるようにという配はい慮りよらしい。

　よく考えている。

　一方真ま希き奈なさんは、唯ゆい一いつの荷物であるリュックを揺ゆらして言った。

「わたしの部屋、賃ちん貸たいじゃないし、色々持ってくんのめんどいし、仕事道具だけありゃいいっしょ」

「服とかどうするんですか？　まさか……」

「はだかで暮らすつもりはなぁい！　服なんか適当に通つう販はんで買うよ。てか、部屋のどこに服あるのかとかよくわかんないから、そもそも持って来られないし」

「アウターは洋間のクローゼット、上着はタンスの下から二段目、下着類は右下に入ってます」

「なんでキミが知ってるのかな!?」

「片付けたの俺おれですよ」

「下着も!?　ちょっと！　マジで!?　エロマサムネすぎない!?」

「汚お部屋すぎて、脱ぬぎ散らかされた衣類にヨコシマな感想とか抱いだく余地なかったんで！　一応、直接触さわるときは赤あか坂さかＰに頼たのみましたし！」

　さっそく問題が発生したな！

　懸け念ねん案その一──洗せん濯たく！

『兄さんは、女の子のぱんつを洗うのが好きだから……』

「好きじゃねえよ！」

「女性がふたり増えたわけですし、同居中の洗せん濯たくは私がやりましょう」

「うう……お願いします」

　京きよう香かさんが名乗りを上げてくれたおかげで、女子比率の高い家での洗せん濯たくという大問題は解決した。

「掃そう除じは、これまでどうしていたのですか？」

「月水金の夕方と、土日の午前中に、俺おれがしていました。紗さ霧ぎりも、俺おれがいないときに、掃そう除じをしてくれていたようです。自分の部屋をふくめて」

　引きこもりには二種類いる。

　綺き麗れい好きな引きこもりと、なんにもしない引きこもりだ。

「では、今後は皆みなで分担して掃そう除じをすることにしましょう」

「え、わたしも？」

　己おのれの顔を指さし、『信じられぬ』みたいな顔をする真ま希き奈なさん。

「当然です。この家で暮らす以上、家事は皆みなで協力して行うべきでしょう」

「いやぁ～、ちょっと～、それはなぁ～。わたし向きじゃないっていうか[image: ～][image: ～][image: ～]」

　なんにもしない引きこもりの例である。

　俺おれは、本心からの言葉を贈おくる。

「真ま希き奈なさんに家事をする能力はないので、やらなくていいです」

「やったぁ！　さっすが正まさ宗むねさん！　わたしのことわかってるぅ！」

　真ま希き奈なさんは、大喜びで俺おれの肩かたをバンバン叩たたいてくる。

「正まさ宗むねくん、そういうわけには……」

「手伝ってもらわない方が早いレベルなんです。そのかわり、真ま希き奈なさんは、そのぶん脚きやく本ほんをがんばってください」

「了りよう解かいっす！　任せてくださいっす！」

　返事だけは元気いいんだよなぁ、この人。

「はぁ……」

　京きよう香かさんは、やむなしとばかりにため息を吐はく。それから強い口調で言った。

「食事についてですが、今後は私が作ります」

「いえ、食事はこれまでどおり、俺おれが作りますよ。人数が増えても、そこまで手間は変わりませんし──紗さ霧ぎりの食べるものは俺おれが作りたいんです」

　うちの妹は、好すき嫌きらいが多いしな。

　俺おれも、一年かけてようやく紗さ霧ぎり好みの食事を作れるようになったのだ。

　たとえ忙いそがしくても、他の誰だれかに任せるわけにはいかない。

　京きよう香かさんは、渋しぶ々しぶ俺おれの言い分に納なつ得とくしてくれた。

「……そういうことなら、仕方ありません。決して無理はしないように」

「ご主人さま！　美味おいしいお食事、期待してまぁす！」

　もろ手を挙げて目を輝かがやかせる真ま希き奈なさん。

　主人と下げ僕ぼくという設定だとしても発言がおかしい。

　主人が甲か斐い甲が斐いしくメシの用意をするって──猫ねこと飼い主かよ。

　紗さ霧ぎりが、画面の中から、笑え顔がおでぽつりと言った。

『……真ま希き奈なちゃん。エサは、カ●カンとカリカリどっちがいい？』

「エロマンガ先生、わたしに対してドＳすぎるよね!?　憧あこがれてるって話はどうなったの!?」

『そんな名前のひとはしらないっ！』

　姦かしましいやり取りが続いている。

　俺おれはそんなふたりをなだめるために、朗ほがらかな声を張り上げる。

「京きよう香かさん、真ま希き奈なさん、ふたりの好物を教えてください。今日は引ひっ越こし記念に、ごちそうを作りますよ！」

「やったぁ！　わたしハンバーグ食べたい！」

　ごろにゃん！　と、わざとらしい媚こび声で、俺おれの膝ひざ上に寝ね転ころがってくる真ま希き奈なさん。

　男子的には嬉うれしいシチュなのかもしれないが、唯ただ々ただうっとうしいのは何故なぜだろう？

『……真ま希き奈なちゃん。……さっきゆったこと、もう忘れたの？』

「忘れてないって！　てか、こんなん全然でしょ！」

『だ～め～な～のぉ～っ』

　ぐるるる、と紗さ霧ぎりまでもが、猫ねこめいた唸うなり声で威い嚇かくしている。

　引きこもり同士で通じるものがあるのか、ふたりの相あい性しようはよさそうだ。

　相変わらず何の話をしているのかは不明だが。




　そんなこんなで、新生活が始まって二日が経たった。

　次回の脚きやく本ほん会議──真ま希き奈なさんが脚きやく本ほんを続投するかどうかが決まるタイムリミットまで、あと二日。

　俺おれは学校に通いながら、原作小説を書き。

　紗さ霧ぎりは、いつもどおり家でイラストを描かく。

　京きよう香かさんは、毎朝和泉いずみ家から仕事へと出かけ、夕方に帰宅する。

　そして真ま希き奈なさんは、彼かの女じよの希望により──

「正まさ宗むねさん、正まさ宗むねさん」

　現在リビングにて、俺おれのすぐ横でシリーズ構成の原げん稿こうを書いていた。

　同じローテーブルにノートパソコンを並べて、同じ空間で仕事をしている。

「なんですか、真ま希き奈なさん」

「いまねぇ……原げん稿こうねぇ……………………………………一行書けたよ？」

「………………」

　俺おれは、マジマジと、超ちよう得意げな彼かの女じよの顔を覗のぞき込こむ。

　そして、心の底から湧わき出でた言葉を、そのまま口にした。

「……で？」

「褒ほめてっ♡　褒ほめてっ♡」

「さすがですね、真ま希き奈なさん！」

「でしょ？　でしょ？　まぁね[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♪」

　超ちよううぜえ。

　三十分後。

　静かな室内。キーボードを叩たたく音だけが、かたかたと響ひびく。

「正まさ宗むねさん、正まさ宗むねさん」

「なんですか、真ま希き奈なさん」

「いまねぇ……原げん稿こうねぇ……………………………………もう一行書けたよ？」

「………………」

「見てっ、見てっ」

「……はいはい」

　第一話のタイトルまでしかたどり着いてないじゃねぇか。

　二行じゃ、まぁ、そんなもんだろうけど。

「ついにここから第一話の内容に入っていくッ！　覚かく悟ごはいいかな！」

「さすがですね、真ま希き奈なさん！　がんばってください！」

「いやぁ[image: ～][image: ～][image: ～]、まぁね[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♪　がんばるよぉ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]♡」

　さらに三十分後。

　静かな室内。キーボードを叩たたく音だけが、かたかたと響ひびく。

「正まさ宗むねさん、正まさ宗むねさん」

「なんですか、真ま希き奈なさん」

「いまねぇ……原げん稿こうねぇ……」

「さす真ま希き！　さす真ま希き！」

　こいつ仕事中に話しかけてきすぎだろ。どんだけ集中してねーんだよ。

　ひとり暮らしでほっとくと、ちっとも原げん稿こう書いてこない理由を、魂たましいで理解したぜ。

　三十分おきに褒ほめてあげないと、エンジンが止まるんだ、この人。

「正まさ宗むねさん、正まさ宗むねさん」

「なんですか、真ま希き奈なさん」

　真ま希き奈なさんは、おもむろにスマホの画面を俺おれに見せつけ、

「ＳＳＲ引いた！」

「ソシャゲやってんじゃねーよ！　原げん稿こう書けや！　あと二日しかないんだぞ！」

　そんなやり取りを何度か繰くり返かえしたのち。

「正まさ宗むねさん、正まさ宗むねさん」

「さす真ま希き！　さす真ま希き！」

「まだなんも言ってねーし！　──アニメ流していい？」

「観ながら仕事するんですか？」

「そそ。アニメ流しっぱなしにして、チラ見しながら仕事すんの。そうすると、やる気出るんだよね[image: ～][image: ～]」

　物事は一個ずつやりゃいいのになあ──とはいえ、俺おれには信じられないが、そういう人もいるらしい。

「なんでもいいから、オススメのやつ適当に流してくんない？」

「じゃあ『星くず☆うぃっちメルル』で」

「げ、よりにもよってそれぇ！」

「ダメですか？」

「や、いいけど。は、恥はずいなぁ……」

　葵あおい真ま希き奈なの代表アニメ作品を流しっぱなしにしながら、俺おれたちは仕事を進めていく。

　もちろん時折、

「正まさ宗むねさん、正まさ宗むねさん」

「さす真ま希き！　さす真ま希き！」

　このようなやり取りを繰くり返かえしながらだ。

　やがて真ま希き奈なさんは、キーボードから指を離はなし、伸のびをした。

　ぐぐ、と大きな胸が強調される。

「よぉ[image: ～][image: ～][image: ～]っし、一ページ書けたぞぉ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　とりあえず、少しずつでも進んでいることを喜びたい。次の脚きやく本ほん会議──二日後までにシリーズ構成の原げん稿こうが完成しなければ、彼かの女じよはこの仕事をクビになってしまうのだから。

　このあたりもエルフ先生とは違ちがうところで、真ま希き奈なさんは、エンジンかかって書きはじめてからも仕事が遅おそい。傍そばで見ていて、実にはがゆい。

「お疲つかれ様さまです。お茶でも淹いれますか？」

「ほんと気が利きくよね～。正まさ宗むねさんは、まさに引きこもりの面めん倒どうを見るプロだっ！」

「愛する妹のためですから」

　俺おれは堂々と答えてやった。すると彼かの女じよは、ふっと俺おれから視線をそらす。

「ふぅん、愛する妹ねぇ………………」

「？　何か？」

「あっ、なんでもないない。お茶うけは、プリンがいいなぁ～♪」

「そういうと思って買ってあります」

「やった♪」

　しばし小休止をして、水分と糖分を補給する。

　ちなみに彼かの女じよの好物については、すでに聞き取り済みだった。

　ローテーブルにプリンとお茶を並べると、真ま希き奈なさんはスプーンを取り、柄えをこちらに向けて差し出した。

「正まさ宗むねさん、はいこれっ」

「？」

　仕草の意味がわからず、俺おれは首をかしげる。

　すると彼かの女じよは、にこっと俺おれに笑えみを向け、

「食べさせてっ♪」

「は、はぁ!?」

「『あーん』って、やって♪」

「い、嫌いやですよ！　恥はずかしい！」

「えー、いーじゃーん。やってくれたら、一気に原げん稿こう書がきあげちゃうからさ～。ねっ、ねっ、お願ぁ[image: ～][image: ～]い♡」

「……………………」

　よくわからないが、それで仕事が進むのなら、お安い御ご用ようである。

「じゃあ……」

　俺おれはスプーンを受け取り、プリンをひとすくい。

　ゆっくりと彼かの女じよの口に近づけ──

「あ、あーん」

「あ[image: ～][image: ～]ん」

　──たところで。

　ドンドンドンドン！　と、激しい床ゆかドンが天てん井じようから鳴なり響ひびいた。

「…………………………」

「…………………………」

　俺おれたちは揃そろって天てん井じようをふり仰あおぐ。俺おれは、視線を元に戻もどして一言。

「『私にもおやつ持ってこい』だそうです」

「ぷっ！」

　真ま希き奈なさんが噴ふき出だした。どうやらツボに入ってしまったらしく、おなかを押おさえて苦しそうにしている。

「ぷっ……くくく……わかるんだ？」

「まあ、兄貴ですから。ってわけで、ちょっと行ってきます」

「はぁーい。行ってらっしゃい」

　リビングの扉とびらへと向かう俺おれをよそに、真ま希き奈なさんは、何故なぜか取材ノートとペンを取り出すのであった。そしてボソリと一言。

「…………あー、恥はずかった」




　プリンとお茶を盆ぼんにのせて、俺おれは階段を上がっていく。二階に到とう達たつすると、紗さ霧ぎりが部屋の外で仁に王おう立だちし、腕うでを組んでいた。むす、と怒いかりの表情を浮うかべている。

　俺おれは目を見張った。

　紗さ霧ぎりは、みずから『安全な人』と判断した人間以外が家にいると、部屋から出ることができない。なのに──

「廊ろう下かに出て平気なのか？　真ま希き奈なさんが下にいるのに」

「二階なら、へいき」

「そか。……なんで怒おこってんの？」

　妹は、ぷいっとそっぽを向いて、

「しらないっ」

　その仕草がかわいすぎて、どうにかなってしまいそうだ。

「わけを言ってくれなきゃ謝あやまることもできないぞ？　──ほら、これ、食べるだろ？」

　俺おれはプリンとお茶ののった盆ぼんを、紗さ霧ぎりに向かって差し出す。

　すると紗さ霧ぎりは、くるりと俺おれに背を向ける。

「こっち持ってきて」

　部屋の中に入っていってしまった。俺おれは、慌あわてて後を追った。

「ここに置いて」

「はいはい」

　妹に命じられるまま、折おり畳たたみテーブルの上に盆ぼんを置く。

　怒おこっている理由がわからないので、お兄ちゃんは妹の成すがままだ。

「隣となりに座すわって」

「はいはい」

「あーんして」

「はいは──は!?」

　突とつ然ぜんの要求に、俺おれはグリンと首を曲げて妹を見た。

　紗さ霧ぎりの可か憐れんな顔が、すぐ間近にある。

「い、い、いま……なんて？」

　紗さ霧ぎりは、ちょこんと正座をし、両手をふとももに強く押おし付つけている。

「…………って、」

　うつむき、ぼそぼそと言った。普ふ段だんならギリギリ聞き取れるのだが、混乱していたせいで何を言っているのかわからない。

　そのまましばし待つと、紗さ霧ぎりは、かぁぁ……と真っ赤になった顔を上げて、

「あ、あーんして……って、ゆった」

「────」

　なんでこいつは、そうやってムチャクチャ恥はずかしそうに言うんだよ！

　俺おれを気絶させるつもりなのか!?　ていうか下でもやらされたばっかなんだけど！

　なに？　いま女子の間で『あーん』が流行はやってるの？

「き、聞こえなかったっ？　兄さん……私に……あ、あーんして……食べさせてっ」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　……鼻血が出そうだ。

　ノックアウト寸前の有あり様さまでくらくらしている俺おれを見て、無視されたと判断したのか、紗さ霧ぎりは声を荒あらげる。

「ま、真ま希き奈なちゃんにはやったのにっ」

「なんで知ってるんだよ!?」

「しらないっ！　ばかぁ！　他の女の子にやったことは、ぜんぶ私にもやらなきゃだめ！」

「ええ!?」

　なんだその意味わからん理り屈くつ！

　そんなことを好きな人に言われて、俺おれはいったいどうすりゃいいんだよ!?

　智とも恵えあたりに土下座して、ちょっぴり胸を触さわらせてもらってくればいいのか!?

　混乱のあまり、わけがわからないことを考えてしまう。

　紗さ霧ぎりは、俺おれのすぐとなりで正座をしている。

　彼かの女じよはおもむろに、

「んっ」

　と、唇くちびるを突つき出だした。

　その仕草を見て、俺おれは心臓が爆ばく発はつしてしまいそうだった。

　口づけをねだっているように見えるからだ。

「んっ。…………はやく」

「わ、わかったよ……えと、じゃあ……」

　俺おれは、スプーンを持ってプリンをすくう。

「あ、あーん」

「あ……ん」

　小さく開いた妹の口内に、ゆっくりとスプーンを差し入れていく。

　たったそれだけのことが、たまらなく照れくさい。指先の震ふるえが止まらなかった。

「………………」

「………………」

　くすぐったい沈ちん黙もくの中、時間をかけて咀そ嚼しやくしていた紗さ霧ぎりが、こくんと喉のどを鳴らす。

「……ん……む……」

　ぺろりと唇くちびるを舐なめる。

　妹にプリンを食べさせるという至し極ごく健全なシチュエーションなのに、

　くそぉっ……いちいち食べ方がえろっちいんだよ……！

　邪よこしまな心が、目を覆おおうような光景を幻げん視ししてしまう。

　顔が熱くて、まるでサウナの中にいるようだ。

　紗さ霧ぎりが、つぶらな瞳ひとみに涙なみだの粒つぶを付けて言う。

「もぉぉ！　恥はずかしいでしょっ！　兄さんのえっちっ！」

[image: ]

「おまえの要求でやったんだが!?」

　理り不ふ尽じんすぎない!?




　天国のような拷ごう問もんのような一時のあと。

「……………………」

「……………………」

　向き合って座すわる俺おれたち兄妹きようだいの前には、謎なぞの沈ちん黙もくが横たわっていた。

　プリンは食べ終わっているので、もう俺おれは下に戻もどるべきなのだろうが……。

「えっと……じゃあ、俺おれ、そろそろ仕事に……」

「まだ話は終わってない」

　紗さ霧ぎりの目は、動くなとばかりにまっすぐ俺おれを見み据すえている。

「えぇ……な、なんだよ？」

「ゆうべ」

　紗さ霧ぎりは半目になって、ブツ切りの単語で言葉を紡つむぐ。

「京きよう香かちゃんと」

「京きよう香かさんと？」

「いちゃいちゃしてた」

「してねーよ！」

　いきなり何を言うかと思えば！　びっくりするなあ……。

「してた」

「いやいや、マジでしてないって！」

「うそ。……耳かき、してもらってたでしょ」

「……！」

「タイトスカートをぴちっと穿はいた太ももに頭をのせて……やさしくこしょこしょしてもらってたでしょ」

「いかがわしい言い方はやめてくれる!?」

　まるで、ムチャクチャえろいことをしてたみたいじゃないか！

「ってか、アレは違ちがうんだって！」

「なにが違ちがうの？　やったんでしょ？」

　問とい詰つめてくるときの紗さ霧ぎりの目！　きっついんだって！

「いや、だからアレはさ……流れっていうか」

「ふーん……兄さんは、流れでしちゃうんだ？」

「耳かきの話だよね!?」

　違ちがう話題に聞こえるだろうが！

「ふぅ……聞いてくれ紗さ霧ぎり。アレは……夜、帰ってきたばかりの京きよう香かさんと話してたら、いきなり『耳かきをしてあげるから、こっちに来なさい』って……」

　さみしそうな声で、『……兄さんに、昔よくしてあげたんです』なんて言われたから……。

「断れなかったんだ」

「ふぅん。じゃあ、私ともして」

「なんでそうなるんだよ」

「ゆったでしょ？　……他の女の子にやったことは、ぜんぶ私にもやらなきゃだめ」

「………………」

　い、妹に、耳かきって……。

「……『お父さん』も、妹にやってもらってたんでしょ？　なら、私たちだって、やっていいはず」

　紗さ霧ぎりは、正座をしたふとももを、ぽんぽんと叩たたき、

「はい」

「………………」

　ぽんぽん。

「はいっ」

「………………」

　紗さ霧ぎりは、いつものパーカー姿だ。だぼっとした服なので、一見なにも穿はいていないように見える。真っ白い、柔やわらかそうなふとももが、なんとも目に毒だった。

「……っ」

　俺おれの切せつ羽ぱ詰つまった内心など知らない紗さ霧ぎりは、不ふ機き嫌げんに唇くちびるを尖とがらせている。

　ぽんぽん、と、ふとももを叩たたき、

「兄さん！　はいっ！」

「わかったよ！　やりゃいいんだろやりゃあ！」

　もうやけくそだ！　俺おれは、目をきつくつむり、妹のふとももに左側頭部を乗せる。

　想像したよりもずっと柔やわらかな感かん触しよくが、頰ほおにあたる。

「……こ、こうか？」

「………………」

「……その……頭、重くないか？」

「…………………………………………………………………………………………」

「………………………………………………紗さ霧ぎり？」

「な、なんでもないっ」

　あわあわと、慌あわてた声を出す紗さ霧ぎり。

「……じゃ、じゃあ……えと……やるよ？」

「お、おう……いつでも来い」

　俺おれの心臓は、さっきからドキドキしっ放しだ。

「……ん……じゃあ、浅いところから……」

　そっと耳に触ふれる感かん触しよく。

「……だいじょうぶ？　いたくない？」

「……く、くすぐったい」

「あっ……う、うごかないで……あぶないから……」

「……あ、ああ……」

「……えと……じゃあ、次は……少しずつ……奥おくの方に……」

　紗さ霧ぎりはしばし集中して、耳かきを動かした。

　俺おれは、くすぐったさと柔やわらかさを必死で堪たえる。

　どちらかというと、耳よりも頰ほおの感かん触しよくが危険だった。

「……ん………しょ…………ん………しょ……」

「………………………………」

　気を失いそうな時間がしばし続く。いつ鼻血が垂れてきてもおかしくない。

　紗さ霧ぎりが、ふと、耳かきの動きを止める。

「……あの……」

「……なんだ？」

「……兄さん、最近……あんまり……ねむってないでしょ」

「！」

　平静を装よそおい、答える。

「そんなことないぞ？」

「うそ」

「………………」

「………………」

　ごまかすことができなさそうなので、正直に……といってもやや控ひかえめな表現で、言う。

「ん～……ちょっぴり減ってるかもな。アニメ化が決まって……やっぱり仕事は増えたし……前まえ倒だおしで原作も進めなくちゃだし……でも、別にだいじょ──」

「学校」

　紗さ霧ぎりは、俺おれの台詞せりふを遮さえぎって、端たん的てきに『原因』を述べた。

「まぁ、そうだな。学校で半日潰つぶれるのが、大きいよな」

　学校に通いながら小説家の仕事をして、アニメ化で増えたぶんの仕事をこなす──というのは、思ったよりも大変だ。

　アニメ脚きやく本ほんが進んでいなくても……様々な細い仕事が、毎日毎日、スパムメールのように届き続けている。

　設定監かん修しゆう、特典、エッセイ、特別企き画かく、ラジオ脚きやく本ほん、インタビュー、対談……等々。

　それぞれの仕事の仕上げに、またチェックがあって……とまぁ、色々だ。

　それらの仕事は、小説を書くのとは勝手が違ちがっていて、どうしても時間がかかってしまう。特にここ数日は、同居の件で慌あわただしくしていたから、寝ねる暇ひまがなかった。

　とはいっても、いまはまだ問題ない。

　元気いっぱい、超ちよう余よ裕ゆうである。不満もない。ドンと来いって感じだ。

　ただ……これからもっと忙いそがしくなっていくことを考えると……怖こわいっちゃ怖こわい。

　なにせアニメ化なんて、はじめてのことだから。

「……兄さん。お願いだから……ちゃんとねむって……ね」

「あぁ、わかってる、平気だ」

　物音とか、気配とか……かな？

　どういう理り屈くつかわからないが……紗さ霧ぎりには、俺おれが夜起きてると、バレるらしい。

　妹に心配を掛かけてしまうとは……不覚！

「……わかってないでしょ？」

「そんなことない。わかってるさ」

　おまえには、心配かけないようにするって。

「……ぜったいわかってない」

　ぐ、と紗さ霧ぎりは、俺おれの頰ほおに人差し指を埋うめる。

「兄さん……」

「んー？」

「このままねむっちゃっても……いいよ？」

「そういうわけにはいかないよ。今日のぶんの仕事がまだ終わってないし」

　そもそも、好きな人に膝ひざ枕まくらをされているというシチュで、眠ねむれるわけねーだろ！

「そっかっ……じゃあ、そろそろ終わりにするね」

　紗さ霧ぎりは、諦あきらめたように言った。

「でも……むぅ……耳の中、きれいだったんだけど」

「そりゃそうだろ」

　昨日やってもらったばかりなんだから。

「……まあいい。それならそれで……やりようはある」

　なにをする気だ？　なんか怖こわいんですけど？

　紗さ霧ぎりは耳かきを、俺おれの耳からそっと引ひき抜ぬき……

「こっちの梵ふわ天ふわで……こしょこしょこしょ」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　ぞくぞくぞく──と、背筋がしびれる。

　それを見た紗さ霧ぎりは、満足そうに、くすくすと笑う。

「はい、おしまいっ」

「ふぅ……」

　やっと終わったか。ほっとしたような、名残なごり惜おしいような……不思議な気分だった。

　紗さ霧ぎりは、俺おれの頰ほおを指で軽くつついて、

「えへへ…………気持ちよかった？」

「……ひたすらえろかった」

「えろ……っ……」

　じゅう、と、蒸気が噴ふき出でそうなほど赤くなる紗さ霧ぎり。彼かの女じよは両目を[image: ]バツテンにして怒ど鳴なる。

「に……な……も、もぉぉおぉ！」

　恥はずかしさのあまりか、まともな言葉を発することさえできない。

　その代わりにとばかりに、

「!?」

　がぶぅ！　と、俺おれの首筋に嚙かみついてきた。

「う、うぅぅうぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

「ちょ、痛ェ！　さぎ、やめ……！　刺ささってる！　犬歯が頸けい動どう脈みやくに刺ささってる！」

「ふぁかぁバカア──!!」

　銀ぎん髪ぱつ真しん祖そ吸きゆう血けつ鬼きと化した妹によって、俺おれは手痛いお仕置きを受けるのであった。




　這ほう這ほうの体でリビングに逃にげ戻もどると、真ま希き奈なさんがソファの上でひっくり返っていた。

　Ｔシャツがヘソまでめくれあがった、あられもない格好である。

「あーあーあーあー」

　俺おれは、色々な意味で呆あきれた声を漏もらす。

「真ま希き奈なさん。まーきーなーさん！　起きてください！　風邪かぜひきますよ！」

「んー？　別に寝ねてないよーん？」

　あれ？

　真ま希き奈なさんは、仰あお向むけに寝ね転ころがったまま、首だけをクイっとこちらに向ける。

　でもって、

「ひひひひ♪　お帰り、正まさ宗むねさん」

　堪こらえきれないとばかりに引ひき攣つった笑いを漏もらす。

「なにがそんなに面おも白しろいんです？」

「いやだって、スキンシップの台詞せりふがいちいちさ……あんなん笑うでしょ……！」

　スマホでお笑い番組でも見ていたのだろうか？

「あー、お腹なかくるし。笑いすぎた」

　腹を押おさえ、ケホケホと咳せき込こんでいる。

「ってか、原げん稿こう書いてくださいよ」

「それについてはノープロブレム」

　真ま希き奈なさんは、寝ねころんだまま行ぎよう儀ぎ悪く手を伸のばし、ローテーブルからＵＳＢメモリを取った。それを俺おれに、ぽいっと投なげ渡わたす。

「と、と」

　俺おれは飛んできたブツを両手で受け止める。

「これは？」

「アニメ『世界妹セカイモ』、シリーズ構成原げん稿こう」

「書き上がったんですか!?」

「おかげさまでね」

「い、いったいどうやったんです!?　ついさっきまで一ページしかできてなかったのに！」

　そしていままでは、三十分に一行ずつしか進んでいなかったのに！

「もしやまたデカデカと『未定』って書いてあるだけじゃ……」

「キミ、どんだけわたしを信用してねーのさ！　ちゃんと最後までできてるって！　キミたち兄妹きようだいへの取材のおかげで、わたしの『世界妹セカイモ』への理解が深まったの！　そんで迷ってた部分が固まって、一気に書き上げられたの！」

　そういうことらしい。

「取材らしいことなんて、しました？」

「フフフフ……したのだヨ」

「はあ……」

　よくわからないが、『した』っていうなら、したんだろう。

　こっそり紗さ霧ぎりとなにか話していたみたいだし、そのことと関係があるのかもしれない。

「じゃあ、さっそく、見てもいいですか？」

「どーぞ。ってか、せっかく優ゆう秀しゆうな脚きやく本ほん家が『前まえ倒だおしで仕事を完成させる』という偉い業ぎようを達成したわけだからさ」

「前まえ倒だおしじゃないですよ。二週間遅おくれですよ」

「ちゃ、茶々を入れないのっ。えーっと……て、てわけで！　次の脚きやく本ほん会議、よろしくねっ！」

「……はい！」

　おお……やる気出してるな、真ま希き奈なさん。




　仕事が一区切りしたタイミングで、ふと気になったことを問うてみる。

「真ま希き奈なさん。ちょっと聞いてもいいですか？」

「ん～？　なぁに？」

「以前、ビデオレターを送ってきた真ま希き奈なさんの『ライバル』についてです」

「あいつがどーかしたの？」

「どんな人なんですか？」

「気になるの？」

　まあ、俺おれには関係ないっちゃないんだが。

「はい、真ま希き奈なさんがこうしてウチにやってきたきっかけとなった人ですし」

　真ま希き奈なさんは、ソファの上で、「よいしょ」と大たい儀ぎそうに身体を起こす。

　それから腕うでを組んで、眉まゆをひそめる。

「う[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん、あいつはねぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、イヤなやつだよ！」

　真ま希き奈なさんは、難しい顔で、けれどちょっぴり嬉うれしそうに──『ライバル』について語る。

「わたしがあのマンション買ったときもさあ、『災害起こったら逃にげられないね♪』とか『趣しゆ味み悪いなあ！』とか、さんざんボロクソ言ったくせに、結局自分も同じタイプのタワーマンション買いやがったんだよ？　もう、ほんとムカつく！　実は羨うらやましかったんじゃん！」

　いやいや、『どんな作品を描かいている人なのか』とか、そういうのが聞きたかったんですけど。

「仲良いんですね」

「ぜんぜん仲良くないよ！」

　ぷりぷりと、上機嫌に怒おこっている。

　実際どちらがイヤなやつかは措おいておいて──十中八九真ま希き奈なさんだと思うが──刺し激げきを与あたえ合う、良いい関係なのだろうと感じた。

「『世界妹』の脚きやく本ほんに、やる気を出してくれたのは──その人に、挑ちよう発はつされたから、なんですよね？」

　だとしたら、俺おれは真ま希き奈なさんのライバルに、感謝しなくちゃいけない。


　──わたしが超ちよう本気を出すために必要なものは、みっつある！



　かつて真ま希き奈なさんは、そう言っていた。

　けれど、そもそも『本気を出そう』と思ってくれなければ、いまの状じよう況きようはなかったのだから。

「………………ん～、それもあるし……あいつをコケにしてやりたいってのは、わたしにとって、噓うそ偽いつわりなく大きな動機ではあるんだけど………………」

　真ま希き奈なさんは、両目をつむり、しばし「ん～」と唸うなっていたが、やがてふっ切れたように、

「はぁっ……まあいっか」と脱だつ力りよくする。

「メルルをやってたとき……一いつ緒しよに暮らしていた人がいたって、言ったじゃない？」

「はい」

「あれさ。わたしのお姉ちゃんなんだよね」

「………………なんとなく、そうじゃないかな、とは思っていました」

　赤あか坂さかＰと真ま希き奈なさんとのやり取りとかで。

「そっか。……えっと……ほら、わたしって、こんなんじゃん？　家から出ないで、毎日ごろごろしてさ。基本めんどくさがりだし、一人だと仕事なんて絶対しない」

　最初から、不思議には思っていたのだ。

　そんな人が──どうして脚きやく本ほん家なんて、むちゃくちゃ大変な仕事を始めたのか。

「この仕事を始めたのも……お姉ちゃんが、色々心配して、おせっかいを焼いてくれたからなんだ。で……まあ、色々あったわけ。色々ありすぎて……キミにも話す気にはなれないんだけど……当時は楽しかったよ。すっごく、すっごくね。……結局いまはこんな感じで──前のわたしに戻もどっちゃって……お姉ちゃんとも別々に暮らすことになって……もうずっと会ってないんだけども」

　真ま希き奈なさんの話は、多くが省略されていて、その全容を読み取ることはできない。

　ただ……感情は伝わってくる。

　強く激しい、さみしさと後こう悔かいだ。

「キミ、ちょっとお姉ちゃんと似てる」

　はかなげな笑えみとともに、彼かの女じよはこぼした。

「俺おれが、ですか？」

「うん。引きこもり妹のめんどうを見て、一いつ緒しよに作品を創って……ぐいって腕うでを引っ張って、立たせてくれて…………………………わたしに、夢をくれる人」

　どこか既き視し感かんのある台詞せりふだった。

「キミの妹は、わたしとちっとも似ていないけど……キミたち兄妹きようだいの夢は、わたしたち姉し妹まいが見ていた夢と、とてもよく似てる」

　俯うつむいていた彼かの女じよは、顔を上げて、

「だから、キミたちの夢を叶かなえる仕事に……本気で取り組もうって、決めたんだよ」

「真ま希き奈なさんと、お姉さんの夢は……叶かなったんですか？」

　俺おれは、何かに突つき動うごかされるように、そう聞いていた。

　彼かの女じよは、笑って答える。

「叶かなったよ」

「なら──」

「ただ、まあ、アレだよね」

　真ま希き奈なさんは、ニッと、快活に、犬歯を俺おれに見せつける。

「夢ってのはさ、叶かなえたあとが大切なんだぜ」

「………………」

　重い台詞せりふだった。彼かの女じよにとっても、そして、いみじくも『夢を叶かなえたあと』について想おもいをはせている俺おれにとってもだ。

　だからこそ、なにも言えず、黙だまっていた。

「キミ、夢を叶かなえて、幸せになりなよ。くっさい家族ドラマの手伝いができたらさあ────わたし、すっげー、すかっとすると思うんだ」

　そしたら、ちっとは目が覚めるかもね。




　いつもやる気なく眠ねむそうな瞳ひとみには、強い光が宿っていた。







[image: 第四章]







　土曜日、十八時ぴったり──。

　第四回脚きやく本ほん会議が始まった。

　議題は三度『シリーズ構成』について。

「じゃっじゃじゃーん」

　俺おれの真正面に座すわる真ま希き奈なさんが、意い気き揚よう々ようと原げん稿こうをかかげる。

　ふぅぅ……とタメて、




「アニメ『世界で一番可愛かわいい妹』シリーズ構成、第一稿こう！　ここに提出いたします！」




「あ、はい」と、俺おれ。

「………………」と、監かん督とく。

「うぇーい、ぱちぱちぱちぱち」と、原作担当編集。

「……難事をやり遂とげたみたいな空気を演出するの、やめていただけますか？」と、Ｐ。

「ちょお！　みんなリアクション冷たくない!?」

　原げん稿こうを振ふり回まわし、愕がく然ぜんと目を剝むく真ま希き奈なさん。

　赤あか坂さかＰが冷然と言った。

「温かい反はん響きようが欲ほしいなら、二週間前に提出してください」

「……[image: ]っ」

「それで葵あおい先生……原作者と同居──」

「同どう棲せいね！　同どう棲せい！」

「こほん、同どう棲せいを始めたそうですが。良いい効果は得られましたか？」

「ばっちし！」

　見てのとおりだとばかりに、真ま希き奈なさんはシリーズ構成を見せつける。

「色々取材にもなったし、いままで原作のしっくりこなかったところが腑ふに落ちたりね。すっごく効果は出ているよ！」

　えっ、そうなんだ。

　……正直、なんの意味があるのかって俺おれとしては首をかしげていたところだったのだが。

「具体的な話に入りましょう」

　赤あか坂さかＰの発言が、場の空気を引ひき締しめる。

　彼かの女じよの指示で、シリーズ構成を印刷した紙は、すでに皆みなの手元にある。

『アニメ「世界で一番可愛かわいい妹」シリーズ構成　第一稿こう』と表題があり……

　続いて、各話の仮タイトル（たとえば『妹登場！』『ライバル登場！』といった各話の内容を直接的に表したもの）が十二話ぶん並んでいる。

　そして、それぞれの仮タイトルの下に、原作何巻のどこに相当するか、この回の重点項こう目もくはなにか──といった内容が記されている。

　さらに簡単な梗こう概がいと、メモ書きが付く。

　真ま希き奈なさん本人のフニャフニャっぷりからは想像もできない、かっちりとした文書。

　未定と書かれていただけの前稿こうとは雲うん泥でいの差さ。

　それに目を通した雨あま宮みや監かん督とくが、相変わらずの小さな声で、真ま希き奈なさんに問う。

「一クール十二話で……四巻まで？」

「いまの感かん触しよくでは、そのくらいかなぁ～。既き刊かんを単純分ぶん割かつして、一クールに当てはめただけだけど」

　一クール＝全十二話。

　彼かの女じよは、机き上じようで手を組み、その上にあごを乗せる。

「んで、どーかな～？　原作者の、和泉いずみマサムネ先生～？」

「えっと……そうですね……この構成だと、一巻ぶんのエピソードを三話ずつ消化していく形になっていますよね。一巻から四巻まで、ずっと同じペースでです」

「そうだねん。ラノベ原作でー、ラブコメでー、ページ数と文章密度がこのくらいだとー、基本三話で一巻ペースがいいかなぁ～。二話で一巻ぶんのエピソードをやろうとすると、だいぶ駆かけ足あしになっちゃうしー、四話使うと間延びしがちだねー」

　両手の指を使って説明する真ま希き奈なさん。

「じゃあ一巻を三話で消化していくのが常にベストかっていうとー、そーでもなかったりー」

　まぁ、ぶ厚い巻があったり、逆に薄うすい巻があったりするし。

　一定のページごとに物語の区切りがあるわけでもないからな。

　当然そうなる。

「これから、原作者としての意見を言いますので、聞いてくれますか？」

「お願いします」と、皆みなを代表して赤あか坂さかＰが言う。

　真ま希き奈なさんは、リュックからＢ５サイズのノートパソコンを取り出し起動。

「どーぞー」と、掌てのひらを差し出し俺おれを促うながす。

「じゃあまず、一巻のエピソードですが──」

　俺おれは、皆みなに向かって、自分の意見を述べていった。

　ページ数の多い一巻部分については、手厚く四話構成でやりたいこと。

　テキストで効果的な設定説明をするために作ったシーンは、アニメでそのままやるとクドいので、変えた方がいいのではという提案。サブヒロインの初登場シーンの前まえ倒だおし、冒ぼう頭とうシーンの追加提案、等々、等々──。あらかじめ今日のために、考えてあったものだ。

　もちろん、意見をそのまま使って欲ほしいわけじゃない。

　エルフじゃあるまいし、そこまで図ずう々ずうしい原作者にはなれない。

　あくまで、俺おれはこうしたら面おも白しろくなると思うんだけど、皆みなさんの考えはどうですか？　というものだ。

　俺おれはアニメ作りの素人しろうとだ。そして、原作小説をもっともよく知るプロでもある。

　真ま希き奈なさんは、俺おれの話を聞きながら、かたかたとタイピングをしていく。

「よしっと、原作者意見は以上だね」

「はい」

「じゃあ、次は監かん督とくやプロデューサーたちの意見も聞こうか」

「……私は、シリーズ構成第一稿こうに、先ほどの原作者意見を加えた形で良いいと思います」

　赤あか坂さかＰが言った。

「雨あま宮みや監かん督とくは、どうですか？」

「……………………」

　雨あま宮みや監かん督とくは、草そう食しよく竜りゆうめいた緩ゆるやかな動きで、あごに手を添そえ、しばし読よみ込こむ。

「…………先に読ませてもらった……五巻の内容が好きなので……ぜひ、やりたい」

　来月十日に発売する原作五巻の原げん稿こうは、すでにアニメ関係者には渡わたしてあった。

　言葉少なだけれど、ちゃんと原作を読よみ込こんでくれているのが伝わってくる。

　すごい人に褒ほめられて……内心めちゃくちゃ嬉うれしい。

「全十二話、各巻二～四話ずつの構成だと、五巻の内容は入りませんね」

　赤あか坂さかＰは、きわめて端たん的てきに言った。

　すると雨あま宮みや監かん督とくは、[image: 叱]しかられた大型犬のようにしゅんとして、真ま希き奈なさんにすがるような目を向ける。

「……なんとか……ならない？」

「そりゃ、原作の巻をひとつ飛ばせば入るよ？」

　そのやり取りを聞いているとき、俺おれは、世にもおそろしい光景を幻げん視しした。

　超ちよう原げん作さく厨ちゆうのムラマサ先せん輩ぱいが『ウウウオアアー!!』と絶ぜつ叫きようしながら脚きやく本ほん会議に乱入し、監かん督とくと脚きやく本ほん家を血祭りにあげるというものだ。

　本当に失礼な話で、まことに申し訳ないのだが……

　俺おれが『ごく一部の熱ねつ狂きよう的な原作ファン』に抱いだいているイメージは、そんな感じである。

　別に俺おれの作品ファンがどうこうという話ではなく、アニメ化するくらいの人気作なら、そのくらいに強きよう烈れつなファンが必ず付いているということだ。

　俺おれは、制作チームの命を守るために発言した。

「原作エピソードを削けずるのは、できる限りやめましょう」

「ほーい、そこは十分わかってるつもり」

　真ま希き奈なさんは、俺おれの内心を、正確に読み取っているかのようだった。

　彼かの女じよは雨あま宮みや監かん督とくに目を向けて、

「同じくらい、監かん督とくの『やりたい』って意思も受け取った。……原作者、監かん督とく、プロデューサー、原作ファン……皆みなの意見に挟はさまれながら、皆みなの願いを叶かなえるのが、有能脚きやく本ほん家たるわたしの仕事だよね！」

　超ちようかっこいい。この台詞せりふを言ってくれる脚きやく本ほん家なら、一生付いていきたい。

「……珍めずらしい」

　ぼそりと口をはさんだのは、雨あま宮みや監かん督とくだ。

「君が、他人の意見を尊重するところ……久しぶりに見た……かも」

「そ、そぉ？」

「……ん」

　雨あま宮みや監かん督とくは、机き上じようで指を組み、二度首しゆ肯こうした。

　赤あか坂さかＰ同様、彼かの女じよも表情の読みにくい人なのだが……

「……良いい、傾けい向こう」

　かすかに微笑ほほえんでいるように見えた。




　こんな感じで──

　第四回脚きやく本ほん会議は進んでいった。

　これは本人のいないところで赤あか坂さかＰから聞いた話だが、真ま希き奈なさんは無事に続投ということになり一安心。

　とはいえ彼かの女じよには、スケジュール遅ち延えんの影えい響きようもあって多めの『宿題』が課された。

　次回の脚きやく本ほん会議までに、今日の打ち合わせ内容を反映させたシリーズ構成第二稿こうと、第一話の脚きやく本ほんを書き上げるというものだ。

　原作者としては、いまの調子で、素す晴ばらしいものに仕上げてくれることを期待するばかり。




　さて。

　こうして、アニメ化に向けての仕事が本格的に始まったわけだが。

　多少の問題が発生してもいた。

　たとえば、こんなことだ。

　ある日、担当編集の神楽かぐら坂ざかさんから怒いかりの電話がかかってきて──

『和泉いずみ先生、ラジオの台本監かん修しゆう締しめ切きり、もう過ぎてますよ！』

「ええ!?　す、すみません！」

　うわぁぁぁあ！　噓うそだろ！　まったく記き憶おくにない！　ラジオ台本の監かん修しゆう依い頼らいなんてあったんだ！

　まさかこの俺おれが、締しめ切きりを破ってしまうなんて！　デビュー以来初めてじゃないか!?

　俺おれは、大いに反省し、二度と繰くり返かえさぬよう問うた。

「あのっ、言い訳するつもりではないのですが、いついただいた監かん修しゆう依い頼らいでしょうか？」

『今日ですよ！』

「えっ……？　今日？」

『はい！　午前中にメールしたじゃないですか！』

「ちょ……あの……今日の午前中にメールで依い頼らいをいただいて……それで……締しめ切きり日びが？」

『今日ですよ！　お昼までにやっておいてって言ったじゃないですか！　まったくもう──和泉いずみ先生、午前中いったいなにをやってサボっていたんです？』

「学校で授業を受けてましたよ！　ってか、いまも学校ですよ！　昼休み！」

『あ、そういえば学生さんでしたっけ』

「俺おれ、学校行かなくちゃいけないから、平日は夕方まで動けないって、言ってありましたよね？　そもそも締しめ切きりは、せめて発注から二十四時間あけて設定してくださいよ。いくら速筆でも物理的に不可能なんで」

『そうはいっても、アニメ関係の監かん修しゆうなんて、こんな感じでギリギリのばっかりですよ？』

「……わかりました。今後は休み時間中、できるだけチェックするようにします」

『お願いしますね？　私が文句言われるんですからー、監かん修しゆうくらいパッと捌さばいちゃってくださいな』

　……もうすぐ夏休みで、ほんとによかった。




　また別の日。早朝、寝ねていた俺おれを担当編集の神楽かぐら坂ざかさんからの電話が叩たたき起おこした。

『和泉いずみ先生、私が頼たのんだ掌しよう編へんの仕事、もう締しめ切きりが過ぎてますよ！』

「ええ!?　す、すみません！」

　うわぁぁぁあ！　噓うそだろ！　仕事を頼たのまれた記き憶おくが、まったくない！

　まさかこの俺おれが、締しめ切きりを破ってしまうなんて！　デビュー以来初めてじゃないか!?

　俺おれは、大いに反省し、二度と繰くり返かえさぬよう問うた。

「あのっ、言い訳するつもりではないのですが、いつ……いただいた仕事でしょうか？」

『今日ですよ！』

「えっ……？　今日？」

『はい！　午前中にメールしたじゃないですか！』

「ほわぁ？　いままさに午前中──ってか、朝五時なんですけど？」

『そうですね！』

「今日の……何時ごろにメールを？」

『二時ですよ！　昨日、学校行っている間は仕事できない──って泣き言いうから、私なりに配はい慮りよしたんですけどねえ。──朝までに送ってくださいって言ったじゃないですか！　まったくもう──和泉いずみ先生、いったいなにをやってサボっていたんです？』

「寝ねてましたよ！」

『えっ？　和泉いずみ先生って、夜寝ねるんですか？』

「人間ですからねえ！」

　確かに最近、徹てつ夜や続きだったけど、昨夜は珍めずらしくちゃんと寝ねたんだよ！

　それでサボったとか普ふ通つうにヒデーわ！

『で？　いつごろ掌しよう編へん送ってくれます？』

「今日中に出します！」

『六時くらい？』

「いまから書けと!?」

　一時間後じゃねえか殺す気か！　こいつ俺おれがちょっと書くの速いからって舐なめすぎだろ！

　締しめ切きりは発注から二十四時間あけてくれって言っているのに[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！




　……いま挙げたのは少々特とく殊しゆな例だが、だいたいこんな感じである。

　思ったよりも、キツくなってきた。

『仕事が捌さばけない』というよりは『俺おれが動けないとき、極きよく端たんに締しめ切きりが短い仕事が発生してしまう』という形のキツさだ。

　学生ならではの──いや、兼けん業ぎよう作家ならではの問題か。

　アニメスタッフへの設定提供、エッセイ、フェアや折おり込こみ広告用の掌しよう編へんや短編があれやこれや。

　対談やインタビュー等々、各種監かん修しゆう、そういった細々とした仕事に加え──

　実はゲーム化企き画かくまで進行していた！

　しかもソーシャルゲームと携けい帯たい機ＡＤＶの二本だ。

　内心メチャクチャ嬉うれしいのだが、さらに今後、ヘビーな仕事が増えていくことが確定した。

　夏合宿中のエルフ先せん輩ぱいが、泣き泣きやっていたアレである。

　ゲーム二本なので、単純計算でアレの二倍ってことか。

　いまが七月中ちゆう旬じゆんであることを幸運に思おう。

　夏休みさえ始まってしまえば……一日中仕事ができる！




　というわけで夏休み。

　ようやくネックだった学校がなくなって、家事と仕事に専念できるようになった。

「なんという解放感！　夏休み万ばん歳ざい！」

　午後三時のおやつタイムを前に、一仕事終えた俺おれは、思いっきり伸のびをした。

　最近では珍めずらしいことに、自室での仕事である。

　真ま希き奈なさんと一いつ緒しよにリビングで──ではない。何故なぜなら彼かの女じよは、今日、なんとかという同人イベントに出かけているからだ。ちなみに皆みなも知っている夏の大祭ではない。

　二週間ぶんの仕事が遅おくれているのに、イベントなんか行っていて大だい丈じよう夫ぶかよ──とは思うのだが。

『オタクが楽しみにしているイベントを邪じや魔ましてはならない』。

　こいつは最低限のマナーだ。今日のところは、何も言わずにおくさ。

「……さて、紗さ霧ぎりにおやつでも持って行ってやるかな」

　リビングでお菓子を用意していたときだ。

「たっだいまぁ──っ」

　真ま希き奈なさんが帰ってきた。ドタドタと足音が聞こえ、やがてリビングの扉とびらが開かれる。

「正まさ宗むねさん、正まさ宗むねさん！　ちょっといい！」

「どうしたんですか、そんなに慌あわてて？」

　真ま希き奈なさんは、目を輝かがやかせて言ったものだ。

「正まさ宗むねさんとエロマンガ先生に、ぜひ見てもらいたいものがあるんだよ！」

「……俺おれと、紗さ霧ぎりに？　正直、嫌いやな予感しかしないんですけど……」

　眉まゆをひそめた俺おれに向かって、真ま希き奈なさんは詰つめ寄よってくる。

「イヤイヤ、ちゃんと『世界妹セカイモ』にも関係あることなんだってば！」

「えぇ……本当ですか？」

「本当！　本当！」

　結果だけを言うと──

　本当ではあった。

　このときの俺おれには知るよしもないが……彼かの女じよの言う『ぜひ俺おれたち兄妹きようだいに見てもらいたいもの』とは、『世界妹セカイモ』におおいに関係したブツであったのだ。

　まぁ、嫌いやな予感の方も、ばっちり当たっていたんだけどな。

「ってわけで、さっそく妹サマに、アポイントをとってちょーだいっ！」

「……そういうことなら」

　真ま希き奈なさんは、紗さ霧ぎりとの約束で、勝手に二階に上ることができない。

　紗さ霧ぎりと会いたいときは、あらかじめ許可を得なければならないのだった。

　俺おれは、さっそく紗さ霧ぎりにメッセージアプリで連れん絡らくをした上で、真ま希き奈なさんを連れて二階へと上がっていった。

　……同じ屋根の下で暮らしているってのに、考えてみれば妙みような話だよな。

　例のごとく『開かずの間』の扉とびらをノックする。

　すると、そっ……とわずかに扉とびらが開く。

「……用ってなに？」

　隙すき間まから、愛らしい妹の顔が見えている。

　真ま希き奈なさんがそばにいるからこその、懐なつかしい反応。

「真ま希き奈なちゃんが……私と兄さんに、見せたいものがある……らしいけど」

「俺おれも、まだ知らないんだ。──真ま希き奈なさん」

　俺おれは、すぐ後ろにいる真ま希き奈なさんに声をかける。

「ほいほい。改めて言うけど、キミたち兄妹きようだいに見せたいものがあるんだよ」

「『世界妹セカイモ』に関係があるものなんですよね？」

「そだよ。──ところで正まさ宗むねさん。今日、わたしがどこに出かけてたか、覚えてる？」

「なんとかっていう同人誌即そく売ばい会ですよね？」

「そそ。あんましおっきくないやつね。好きなサークルさんが出てたから」

「……真ま希き奈なちゃん、それがどうかしたの？」

　俺おれたち兄妹きようだいの問いに、真ま希き奈なさんは不意打ちのように回答した。




「ジャーン！　『世界妹セカイモ』の同人誌を買ってきたよ！」




「「ええっ!?」」

　俺おれたちは、兄妹きようだいそろって瞠どう目もくした。

「『世界妹セカイモ』の同人誌……って」

「きょ、今日行ったイベントで買ってきたってことですか？」

「うん！」

「マジか……アニメも始まってないのに……作ってくれてる人、いるんですねえ」

「わたしもびっくり。まさかあるとは思わなかったからさ。──ほらこれ、四種類も」

「へーっ」

　俺おれは、真ま希き奈なさんが掲かかげた紙かみ袋ぶくろを、マジマジと見つめる。

「ちょっと見てもいいですか？」

「もちろん。そのために買ってきたんだから」

　真ま希き奈なさんは、紙かみ袋ぶくろの中から四冊の薄うすい本を取り出し、俺おれに手て渡わたす。

　俺おれはそれを手にとって、一冊ずつパラパラパラとめくる。

　よし、感想を言おう。

「エロ本じゃねえか！」

「エロ本だよ！」

　めっちゃノリノリの返事が返ってきた。

　俺おれは、なんとも言えない気き恥はずかしさを覚えながら、我わが子がえろい目に遭あう同人誌を眺ながめる。

「……やっぱり、版権物の二次創作同人誌だと、えろいやつが多いんですね」

「えろくないやつも四冊中一冊あるから……で、どう？」

「ど、どうとは？」

「自分の作品の同人誌を目の当たりにした作者の気持ちが知りたいです！」

　こいつ、そのためにわざわざ同人誌を買ってきやがったのか！

「えっと」

　俺おれは、少し考えて、

「嬉うれしい気持ちは、すごくあります。色んな思おも惑わくがあって、題材を選んでくれたんでしょうけど……わざわざ俺おれのキャラを描かいてくれたことについては、本当に嬉うれしいし、光栄です」

「エロいやつでも？」

「エロいやつでもです」

「ほうほう、なるほどなるほど」

　興味深そうにメモを取る真ま希き奈なさん。

　……こんなんを取材しても、『世界妹セカイモ』の脚きやく本ほんを書く役に立つとは思えんのだが……。

　まあいいか。

　彼かの女じよは、にゅ、と首を伸のばしてさらに問う。

「嬉うれしい気持ち、以外は？」

「なんかこっ恥ぱずかしいですね。特にえろいやつは。あとは──まぁ、複雑すぎて、なんとも」

　一言で言い表せない、くすぐったい感じだ。

　もしも俺おれが、同人作家さんに、『和泉いずみ先生の作品で同人誌描かきました！』と堂々と本を渡わたされたら、とても困るとは思う。なんて言葉を返していいのかまったくわからない。

　混乱し、悩なやんだ末に、

『こいつこんな胸でかくねーだろ原作イラスト見ろよ』

　みたいな、無ぶ礼れい千せん万ばんな感想を言ってしまいそうだ。

　俺おれ以外の創作をする方に、ぜひ聞いてみたいと思う。

　こんなシチュエーションになったら、どう感じますか──って。

「なるほどねー、キミはそういう感じなんだ」

「あと無む性しように台詞せりふを直したいです！　キャラの性格とか口調が、微び妙みように違ちがうところがあるので！　たとえばこのページの、いい雰ふん囲い気きになってからの流れ、もっと台詞せりふにタメを作った方が面おも白しろくなりますよね？　俺おれなら絶対こうじゃなくて──」

「原作者が同人誌を監かん修しゆうしたら問題になるからね!?　そこまでにしようね!?」

　そんなアホな会話を繰くり広ひろげていると。

　ドアの隙すき間まからのぞくエロマンガ先生の眼めが、キラーンと光った。

「私にも見せてっ！」

「ええ!?　だ、ダメだよ！　なに言ってんだ！」

　慌あわてて本を紗さ霧ぎりから遠ざける。すると紗さ霧ぎりは、興奮気味に部屋から飛び出てきて、本に手を伸のばして来る。

「真ま希き奈なちゃんは、私に見せるために買ってきてくれたんでしょ！　見せて！」

「ダメだって！　紗さ霧ぎりにはまだこういうのは早い！」

　俺おれは、さらにエロ本を妹の魔まの手から遠ざける。

「わ、私がデザインしたキャラのえっちな同人誌なんでしょ！」

「だからなんだよ！」

「私にはそれを読む権利があると思う！」

「意味わからん理り屈くつを堂々と言いやがって！」

　どんだけ自分のキャラのエロ本読みたいんだよこの妹は！

　強きよう硬こうに拒きよ否ひすると、紗さ霧ぎりは、あまりにもエロ本が読みたすぎて、目をウルウルと潤うるませる。

「うっ……ううう……うぅぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「お、おい……」

　紗さ霧ぎりは、ぐ、と両こぶしを握にぎり締しめ、顔を真っ赤に火ほ照てらせて。

「見ぃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]せぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]てぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　その場でブレイクダンスのように駄だ々だをこねはじめた。

「私にも、見ぃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]せぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]てぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！　私も、えっちな同人誌、みぃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]る[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]のぉ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

「あああああもう！」

　俺おれは、頭をかかえてしまう。

「ちょっと！　真ま希き奈なさんも紗さ霧ぎりを止めてくださいよ！　なに俺おれが困ってるところを見て、ニヤニヤしてるんですか！」

「い、いやぁ～、だってさ」

　真ま希き奈なさんは、いまにも『ブフッ』と噴ふき出だしそうな顔で言う。

「正直、キミたち兄妹きようだいのそのやり取りを見たいがために、火種を持ってきたところがあるし」

「自ら白状しやがったな！」

「キミたち兄妹きようだいの面白トークをこの目と耳で見聞きするたびに、アニメの質が上がっていくから。この借りは成果物で一万倍にして返すから」

「本当だろうな！」

「マジでマジで。そして正まさ宗むねさんが怒いかりでタメ口になってくれてわたし嬉うれしい」

「くっ……！」

　と。

　俺おれが真ま希き奈なさんに気を取られた隙すきに、

「隙すきありぃ！」

　エロマンガ先生が、引きこもりらしからぬ瞬しゆん発ぱつ力を発揮して、俺おれの手からエロ本を奪うばい去さった。

「あ！　お、おまえ！」

「えへへぇぇ……とりぃ」

　紗さ霧ぎりは、うっとりとエロ本をかかげ持つ。

　色々な面で、非常に危険な絵面だった。

　これがラノベだったなら、確実に挿さし絵えにはできないシーンである。

「！」

　紗さ霧ぎりは、カッと両目を見開き、『開かずの間』の中へと滑すべり込こむように入っていく。

「お、おいっ」

　俺おれは、エロ本を奪うばい返かえすべく手を伸のばす。

　すると、

「しゃーっ」

「痛っ！　ひっかきやがったな！　そ、それ返せって！」

　俺おれは懲こりずに再び手を伸のばすが、

「しゃーっ！　ふしゃーっ！」

「痛ぇ！　猫ねこかおまえは！」

「かふーっ」

　子こ猫ねこを守る母猫ねこのごとく威い嚇かくしてくる。

　どんだけエロ本を守りたいんだよ。

　紗さ霧ぎりは、『妹とえっちな日々』とかいうえろいタイトルのエロ本をぎゅっと抱だいて、

「あのね……兄さん……言っておくけど……私……別にえっちな本が見たくてこんなことしているわけじゃ……ないから」

「噓うそ吐つけ！」

「そ、即そく答とうしたっ！」

　いやだって、『妹とえっちな日々』を抱だきしめて言う台詞せりふじゃねーだろ。

「他にどんな理由があるってんだ」

「……違ちがうもん。私は、原作イラストレーターとして、ちゃれんじゃーたちが描かいたえっちな漫まん画がを見てあげようかなって思っただけだもん」

「たとえそのよくわからん理由が真実だったとしても、エロマンガ先生が、えっちな本が見たくないわけないじゃん」

「そんな名前のひとはしらないっ！」

「そういうえっちなイラストレーターを俺おれはよく知ってるんだよ！」

「と、とにかくっ、私はえっちな理由でこの本たちを読もうとしているわけじゃないのっ！」

「わかったわかった。そういうことにしておくから」

「ばか！」

　ばたん！　と『開かずの間』が閉じられる。

「……やつめ、逆ギレでごまかしやがった」

　俺おれは、やれやれと後ろを向く。すると、真ま希き奈なさんと目が合った。

　彼かの女じよは、その場でしゃがんで、爆ばく笑しようを堪こらえている。

「……ぷ……くくっ……ね、ねぇ……キミたち兄妹きようだいって、いつもこんな感じなの？」

「いつもこんな感じですよ」

　ふぅ、と息を吐はく。

　さて、どうしたもんかな……。紗さ霧ぎりのやつ、エロ本を持ったまま部屋に閉じこもってしまったけど……。俺おれが、困り顔で扉とびらを見つめていると──

「ふぉぉぉぉおおぉぉおぉ！」

　扉とびらの向こう側で、紗さ霧ぎりが変態仮面みたいな叫さけび声ごえを上げた。

「紗さ霧ぎり!?　紗さ霧ぎり!?　おい！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　俺おれは激しく扉とびらをノックした。

　一方、真ま希き奈なさんは、笑いすぎて、うずくまったままケイレンしている。

　バン！　と、扉とびらが開かれ、再び紗さ霧ぎりが現れた。

「……はぁ……はぁ……っ」

　顔を真っ赤に火ほ照てらせて、息を荒あらげている。

　好きな女の子がエロ本を見て赤くなっている姿とかっ、こんなとんでもないものを目もく撃げきさせられた俺おれは、いったいどうすりゃいいんだよ……！

「さ、紗さ霧ぎり……？」

「兄さん！」

　紗さ霧ぎりは、エロ本をきつく抱だきしめたまま威い勢せいのいい声を張り上げた。

「私もえっちな同人誌描かく！」

「どうしてそうなった!?」

「わ、私なら、もっとドキドキする絵を描かけるもん！」

「同人誌に対たい抗こうすんなよ！」

「する！」

　いや！　気持ちはわかるけどさ！

　俺おれだって、同人誌を読んで『原作者である自分の方が面おも白しろい展開書けるぞ！』ってなったし。

　えっちなイラストを描かくのが大好きなエロマンガ先生にとって、エロ同人とはまさに己おのれへの挑ちよう戦せんなのだろう。

　だからって、なんでセルフ同人誌を描かいてやろうなんて方向へ行ってしまうのか。

「紗さ霧ぎり……おまえだって、アニメの仕事で忙いそがしいんじゃないの？」

「忙いそがしい。今日も描かき下ろしイラストの依い頼らいがきた。でも同人誌は描かく」

　がんこである。紗さ霧ぎりは、涙なみだ目めで俺おれたちを指さし、

「見てろぉっ、ぜったいぜったい、この本よりもドキドキする漫まん画がを描かいてやるぅーっ！」




「……それが昨日のことだ」

「ふーん、相変わらず面おも白しろいコトやってんのね」

　翌日のおやつタイム、俺おれは自宅のリビングにて、エルフとお茶を飲んでいた。

　今日の仕事はとりあえず一段落し、休きゆう憩けい中。

「それから紗さ霧ぎりのやつ、部屋に閉じこもってずーっと漫まん画がを描かいているみたいなんだよ」

「エロマンガ先生って、漫まん画がなんか描かけたっけ？」

「ほら、アルミ先生にコミカライズを頼たのんだときにさ」

「あー、練習したんだっけ？」

「そうそう」

　確か、『世界妹セカイモ』のコミカライズを担当したいなら、私よりも面おも白しろい漫まん画がを描かいて見せろ──みたいなことを言って、本職の漫まん画が家でもあるアルミ先生にボコボコにされたのだ。

　イラストレーターとしてならともかく、漫まん画が家としての力量では、エロマンガ先生がアルミ先生に敵かなうはずもなかった。

　そのとき完敗したエロマンガ先生は、アルミ先生から漫まん画がの描かき方を教わっていた。

　だから、描かけないことはない……はずだけど。

「えっちな漫まん画がが描かけるかは知らん」

「ま、ね。読ませてもらうのを、せいぜい楽しみにしていましょうか──それより！」

　俺おれの隣となりに座すわっていたエルフが、いきなり話を変えた。

　びし、と目前のソファを指さして、

「マサムネ、あれはどーゆーことよ！」

「アレか。アレはな……」

　エルフが指さしたソファでは、ラフなスウェット姿の美少女が、だらしなく寝ね息いきを立てている。解説するまでもない、真ま希き奈なさんだ。

「新たなる引きこもり妹だ」

「テキトーなこと言ってんじゃねーわよ。なんでわたしの知らない女がこの家にいるのよ」

「誤解を招く言い方はやめてくれる!?」

「妻であるわたしに無断で女を連つれ込こむとか、いい度胸じゃない」

「いつ俺おれとおまえが結けつ婚こんしたんだよ！」

「え、してなかったかしら？」

「してない！」

「とまぁ、冗じよう談だんはこの辺にして」

　エルフは、ソファ前まで移動して、俺おれに冷たい流し目を送る。

「誰だれよこれ。なによこれ。──ちっ、腹立つ胸してるわね」

「胸をツンツンするんじゃない！」

　俺おれがずっとやりたくても我が慢まんしていたことをあっさりと──じゃなくて！

　寝ねている女の子になんてことすんだ！

「てかマサムネあんたこういうの好きなの～？」

「正直好きだけどそれはいま関係ないだろ！」

　俺おれもいちいち本音を返すから、ちっとも話が進展しないんだよな。

「いい？　マサムネ？　世界の真実を教えてあげる──巨きよ乳にゆうとはデブよ！」

　Ｄカップ以上の女性が激げき怒どしそうな言い草であった。

　胸薄うすい人って、みんな巨きよ乳にゆうのことをデブっていうよな。

　ポジショントークにもほどがあるぞ、エルフ先生。

「その人は脚きやく本ほん家の葵あおい真ま希き奈な先生だよ。変な勘かん違ちがいをするな」

「葵あおい真ま希き奈なって……あの……メルルの？」

「そう」

「そんな人が、どうしてあんたん家にいるわけ？」

「話せば長くなるんだが──」

　俺おれは、先日京きよう香かさんにしたのと同じ説明を、エルフにもしてやった。

　真ま希き奈なさんが我わが家やにやってきた経けい緯い。

　話し合いの結果、京きよう香かさんと真ま希き奈なさんが、俺おれたち兄妹きようだいと同居するようになったこと。

　そして、これはエルフが妙みように詳くわしく聞いてきた件なのだが……家事の分担についても話した。

「……へぇ……同どう棲せいねぇ……へぇ～……」

　聞き終えたエルフは、何故なぜかさらに機き嫌げんを悪くしている。

　ズズズ……と、怒いかりのオーラを身体から発していた。

　体育座すわりのポーズで、ジッと恨うらみがましく聞いていた彼かの女じよであったが……

　いきなり、バン！　とローテーブルをブッ叩たたいて立ち上がった。

「なにそれズルい！　わたしもあんたたちと同どう棲せいしたい！」

「そ、そんなこと言われてもな」

「ってか、考えてみたらちょーどいいじゃない。うん……うん……決めたっ！」

　ぱぁ、と上じよう機き嫌げんに表情を明るくするエルフ。

　ちょっと前までは怒おこっていたくせに、コロコロと感情が移り変わるやつだ。




「マサムネ！　アニメの仕事が一段落するまで、この家の食事はわたしが作るから！」




「な、なにぃ……」

　意表を衝つく提案に、俺おれは両目を見開くばかりだ。

「いや、でも……紗さ霧ぎりの食事は俺おれが作らないと……」

「心配ご無用、あの子の好みは覚えたわ。ま、あんたが自分で作ってあげたいって気持ちはよーくわかるけれど……しばらくは自重なさい」

　エルフは、ぐっと腰こしを折り曲げて、ソファに座すわる俺おれの顔に、己おのれの顔を寄せる。

「そんな余よ裕ゆうないでしょ？」

「………………む」

　図星だった。

　いまはまだ余よ裕ゆうがあるけれど……少しずつ、少しずつ、それが削けずられてきている。

　今後どうなるかもわからない。

「ね？　ここはありがたく、未来の妻であるエルフちゃんに、任せておきなさいよ」

「助かる」

　結局俺おれは、素す直なおに厚こう意いを受けることにした。

　ほっ……と、肩かたの力を抜ぬいて、

「ありがとう」

「どういたしまして」

　胸に手を当て、微笑ほほえみ返す彼かの女じよは、とても魅み力りよく的に見えた。

　ったく……毎回頼たよりになるよ、この人は。

　しばし穏おだやかな時間があって……

　ふいに彼かの女じよは言った。あっさりとした口調で、

「というわけで、今日からわたしもこっちに住むから」

「ええ!?」

「なに驚おどろいてんのよ。同どう棲せいするって言ったじゃない」

「……だって、おまえん家、すぐ隣となりだぞ？　意味ないだろ」

「あるわ」

　エルフはフフンと断言する。

「お隣となりに住んでいる女の子と、ひとつ屋根の下で暮らしている女の子じゃ、まったく違ちがうもの」

「む……う」

　エルフは、俺おれの鼻に指先を当てて、妖よう艶えんに囁ささやく。

「美少女と一いつ緒しよに暮らすって──ドキドキするでしょ？」

「顔が近い！　顔が！」

　俺おれは慌あわててのけぞり、彼かの女じよから顔を離はなす。

「わたしと一いつ緒しよに暮らしたらさ──」

　しかしそれを追いかけるように、エルフが顔を近づけてくる。

「……素す敵てきなラッキースケベイベントがあったりするかもよ？」

「ヒロイン側から能動的に突とつ進しんしてくるのはラッキースケベとは言わない！」

「どーせあんたは無理しすぎてるに決まってるんだから、たまには気を抜ぬいてラブコメしましょうって言ってんのよ！」

「気持ちは嬉うれしいけど他に好きな人がいるから無理って言ってるだろ！」

「くふふふっ──知ってるわ！」

　台詞せりふと行動が合ってない！　……いや、合っているのか、彼かの女じよにとっては。

　ぜんぶぜんぶ、承知の上でやっているんだもんな。

　俺おれが好きな人に対してやろうとしていることを、もうすでにやり続けているのだ、エルフは。

　その健けな気げさが、俺おれの胸を強く締しめ付つける。

「さぁっ、いちゃいちゃしましょう！　マサムネ！」

　考えなしのようで、その実、気き遣づかいに満ちた快活な声が、笑え顔がおが。

　俺おれの堅けん牢ろうな防ぼう壁へきを削けずっていくのがわかる。

「────」

　くらり、と、した瞬しゆん間かん。




　ドンドンドンドン！　と、激しい床ゆかドンが天てん井じようから鳴なり響ひびいた。




「…………っと」

　それで俺おれは、かろうじて正気に立ち返る。

　……少しだけ、危なかった。

「ちっ……邪じや魔まが入ったか」

　エルフはコミカルに舌打ちをし、いまのやり取りがまるでなかったかのように俺おれから離はなれる。

「いまの床ゆかドンは、わたしでも意味がわかったわ」

「ああ」

　俺おれたちはそろって天てん井じようをふり仰あおぐ。

「エロマンガ先生のエロ漫まん画がが、完成したらしい」




　二階に上った俺おれたちを待ち受けていたのは、

「むっふっふっふ……」

　自信たっぷりの笑えみを浮うかべるエロマンガ先生であった。

　彼かの女じよは、足を大きく広げて堂々と立ち、自信の源であろうタブレットを胸に抱かかえている。

「……ついに完成した」

「お、おう……よかったな」

　エロ漫まん画がが完成したぜと自じ慢まんしてくる妹に、兄としてどう答えればいいのだ？

　ていうかこの妹様は、その完成品をこれからどうするつもりなのだ？　ま、まさか……。

「兄さん」

　かわいい声を弾はずませ、紗さ霧ぎりはタブレットを差し出してくる。

「さっそく読んでっ♪」

　やっぱりぃ──!?

「………………！」

　俺おれの困こん惑わくが、おわかりいただけるだろうか？

　誰だれよりも可か憐れんな女の子が、天使のように愛らしい仕草で、自作のエロ本を見ろと迫せまってきているんだぞ？　マジでどうすりゃいいんだよ！　……読むしかないのか？　そんで感想を言わなくちゃいけないのか？　どんな拷ごう問もんなんだよエロマンガ先生！

　エルフが小声で言う。

「……エロマンガ先生って、創作モードになるとホントにアレよね。羞しゆう恥ちも糞くそもないわよね」

「……ああ、それであとで思い出して、恥はずかしさのあまり悶もだえ苦しむんだ」

　アイコンタクト＆小声でコミュニケーションをはかる俺おれとエルフ。

　それを見ていた紗さ霧ぎりが、ぷーっと頰ほおを膨ふくらませる。

「兄さん、早く、読んでっ」

「わかったよ！　読めばいいんだろ読めば！」

　覚かく悟ごを決めたぜ！

　バッ！　俺おれはヤケクソだとばかりにタブレットを受け取り、原作イラストレーター・エロマンガ先生本人による『世界で一番可愛かわいい妹』の二次創作漫まん画がを読み始めた。

　シチュエーションは、いたってシンプル。

　妹の部屋で二人きりになった兄妹きようだいが、段々いい雰ふん囲い気きになっていって──というもので……だな……その……。

「ウオオオアアア──!?」

　耐たえ切れなくなった俺おれは、発はつ狂きようし、タブレットを両手でシェイクする。

　そのまま俺おれは、ゲリョスのように廊ろう下かを突つっ走ぱしって壁かべに激げき突とつ、さらにガンガン頭をその壁かべに打ち付け始めた。

「ど、どうしたのよマサムネ！　頭大だい丈じよう夫ぶ!?」

「まったく大だい丈じよう夫ぶじゃない！　まったく大だい丈じよう夫ぶじゃない！」

　だって！　『世界妹セカイモ』に出てくる兄妹きようだいって、俺おれと紗さ霧ぎりがモデルなんだぜ！

　なんで紗さ霧ぎりが自分でそんなキャラたちのエロ本を描かいてるんだよ！

「兄さん……！　そんな激しいリアクションをしちゃうくらい、えっちな漫まん画がだったんだっ！」

「えっちなのは漫まん画がじゃなくておまえだ！」

「なっ！」

「このエロマンガ先生が！　今日のおまえは本当にエロマンガ先生だよ！　正真正しよう銘めい世界で一番えろい妹だよ！」

　なに言ってるのかわからんだろうが、俺おれ自じ身しんにもわからない！

「なっ、なぁぁ……！」

　ゲシュタルト崩ほう壊かいするほどのエロマンガ先生ラッシュを受けた紗さ霧ぎりは、さすがにエロマンガ先生モードが解けて、かぁぁ……と赤くなった。

「ち、違ちがうもん！　えっちなイラストとか漫まん画がを描かくのが好きなだけで、私はえっちじゃないって何度もゆってるでしょ！」

「今日ばかりはその言い訳でも言いい逃のがれできんぞ！」

「できるの！　もうこの話はおしまい！　いいから読んだ感想を聞かせて！　どういうふうにえっちだった……とかっ！」

「話を強ごう引いんに修正しやがって[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！　だいたいだなぁ！　この……！」俺おれは、タブレットを紗さ霧ぎりに示すように持つ。「エロマンガ先生が描かいたエロ漫まん画が！　色々おかしいんだよ！」

「どっ、どこが!?　どこがおかしいのっ！」

「だから色々だよ！　まず一番おかしいのが────」

「おかしいのが？」

「……………………………………」

　しまった、どうしよう。────チンチンの位置が違ちがうとか言えない。形も。

「えぇえ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]とっスね……」

　勢い任せに本音を口走ってしまったが。

　もしかして俺おれ、窮きゆう地ちに自分から足を突つっ込こんでしまったのでは？

「……なに？　はやく、ゆって」

　自分の漫まん画がにケチを付けられた紗さ霧ぎりは、不ふ機き嫌げんな眼まな差ざしでジッと俺おれを見つめている。

　繰くり返かえす──

　俺おれはいま、大好きな女の子に、自作のエロ漫まん画がを読まされて、感想を求められている。

　ど、どう答えるべきだ？

　兄として、男として、凜り々りしい声を振ふり絞しぼり──

『紗さ霧ぎり……このチンコ、違ちがうんじゃないか？』

　言えるか！

　無理……っ！

「え、エルフ！　俺おれの代わりに言ってやってくれ！」

「へっ？　わたしが？」

「おまえならできる！」

　俺おれは、己おのれの責任をエルフ先生へとぶん投げた。

「ま、まぁ……読んで感想を言うくらいなら……いいけど」

　タブレットを受け取ったエルフは、細く綺き麗れいな指先でスワイプし、俺おれの目前でエロ漫まん画がを読み始める。

「……ほう……ほう……へぇ………うわー……」

　頰ほおをほんのりと紅潮させながら、エロマンガ先生の描かいたエロ漫まん画がをじっくりと読み進めるエルフ。

　……この光景も、なんというか……思いのほかえろい。

「痛てっ」

　とか考えていたら、紗さ霧ぎりに太ももをつねられた。

「……兄さんのえっち」

「べ、別にえっちくないっ！」

　図星を突つかれた俺おれは、慌あわてて否定し、話を変える。

「そっ、それよりエルフ、どうだ？　俺おれの代わりに、そのエロ漫まん画がのおかしいところ、紗さ霧ぎりに教えてやってくれるか？」

「一応読んだけどさあ」

　エルフは、タブレットから顔を上げ、きょとんと目を大きくする。

「おかしいとこなんてあった？　見つからないわよ？」

　おまえもチンチンの位置知らねえのかよ！

　そんな下じゃないんだよ……！　形も！　そんな細長くないから！　……たぶん！

「ほらぁ！　エルフちゃんもおかしくないってゆってる！」

　そうだね。おかしいのは紗さ霧ぎりだけじゃなくてエルフもだったね。

　俺おれは、やれやれとうなだれる。

「はぁ～、つっかえねぇな～」

「なによその態度！　そこまで言うならちゃんと説明しなさいよね！　このエロ漫まん画がのどこがどうおかしいのか！」

　さらに状じよう況きようは悪化。

　美少女ふたりの誤ったおちんちん情報を正さねばらなぬ立場に追おい込こまれる。

「くっ、やむを得ん……こうなったら──」

「「こうなったら？」」

「助すけっ人とを呼ぶぜ！」

　おちんちんに詳くわしそうな女子、カモン！




　我わが家やの二階、『開かずの間』前に、俺おれたちは集っている。

　俺おれ、紗さ霧ぎり、エルフ、そして──

「そ、それであたしを……呼んだってことですか？」

　神じん野のめぐみ。

　紗さ霧ぎりのクラスメイトで委員長。

　男友達もイッパイいる、スーパービッチな超ちよう美少女。

　クラスカーストの最上位たるリア充じゆうの中のリア充じゆう。

「そうだ」

　そんな彼かの女じよに、俺おれは手を合わせて願いを言う。

「めぐみ！　頼たのむ！　このエロ漫まん画がのおかしな部分を、紗さ霧ぎりに説明してやってくれ！」

「あたし、そんな理由で男の子に呼び出されたの、初めてですっ！」

　俺おれの用件を聞いためぐみは、真っ赤になって怒おこっている。

「もおっ、大事な頼たのみ事っていうから急いできたのにぃ～！」

「めちゃくちゃ大事な頼たのみ事だよ！」

　少なくとも俺おれにとってはな！　おまえの親友である紗さ霧ぎりにとってもそうだろう！

「な、なななな、なんであたしがそんな恥はずかしいことをしなくちゃいけないんですかぁっ！」

「他のやつには頼たのめないんだって！　俺おれの知り合いで、紗さ霧ぎりと面と向かって会話できて、えっちな描びよう写しやに詳くわしそうなやつなんて、スーパービッチのめぐみんさんしかいないだろ!?」

　俺おれはいまだにそのへん、ビッチのふりをしているだけのファッションビッチ疑ぎ惑わくを抱いだいているけどな。

「うう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　めぐみは、両目を[image: ]バツテンにして、力んでいる。

「このままだと俺おれは、あらぶる女子どもにズボンを脱ぬがされてしまうんだ！　ぱんつも危あやうい！　男子として一生もののトラウマを刻まれてしまう寸前なんだよ！」

　助けてめぐみ様！

「わ、わかりましたようっ！　さ、紗さ霧ぎりちゃんのためですからね！　一ひと肌はだ脱ぬぎます！」

　めぐみは、ヤケクソ気味に手を差し出してきた。

　俺おれは彼かの女じよにタブレットを渡わたす。

「……これが…………紗さ霧ぎりちゃん……エロマンガ先生の…………えっちな漫まん画が……」

　めぐみは、食い入るように漫まん画がを読み始める。

「……ほう……ほう…………なるほど……」

　エルフのときと同様、恥はじらいの表情でだ。めぐみのイメージとはそぐわない、まるで清純な乙女おとめのような反応だった。やがて彼かの女じよは顔を上げ、はっきりと言う。

「このえっちな漫まん画がは、おにーさんの言うとおり色々おかしいです！」

「おお……！」

　やっと俺おれと同じ感想を抱いだくやつが出てきてくれた……！

「！　め、めぐみちゃん……私の漫まん画がの……どこがおかしいのっ？」

　喰くいつくように強く反応したのは、もちろんエロマンガ先生──紗さ霧ぎりだ。

　次いでエルフも、「そ、そんな……本当に……？」と驚おどろいている。

　めぐみが、厳おごそかな声を出す。

「紗さ霧ぎりちゃん……エルフちゃん……ふたりは、男の子のカラダについて、大きな勘かん違ちがいをしているよ……」

「なんですって……」「ごくっ……そ、それは？」

『男の子のカラダ』という単語に恥はじらいながらも、ふたりの美少女は問い返した。

　めぐみはそれに対し、教えを授さずける先達のごとく、人差し指を立てる。

「あのね？　……ふたりは知らなかったと思うけど……男の子がえっちな気分をすっごくすっごく我が慢まんしたとき……」

「「し、したときっ？」」

「たまたまは爆ばく発はつしません」

「「しないの!?」」

「しません！」

[image: ]

　よく言っためぐみ！　さすがおちんちんに詳くわしい女子中学生！

「えーでも」「漫まん画がとかでは、そういう表現あるじゃないー」

　唇くちびるを尖とがらせて、納なつ得とくしていないアピールをする紗さ霧ぎり＆エルフ。

「あれはあくまで漫まん画が的表現かつ比ひ喩ゆ表現だから。『えっちなことをもう我が慢まんできないよー精神的に限界だよー』ってシーンなの。わかる？　でも、紗さ霧ぎりちゃんのこの描かき方だと『物理的にたまたまが爆ばく発はつするから、早さつ急きゆうにえっちしなくちゃダメ』って理り屈くつになってるよね？　それはおかしいから」

「……だ、大前提のところが間ま違ちがっていた……っ？」

　冷静になだめるめぐみ＆ショックを受け青ざめるエロマンガ先生。

　……もしかしてこいつ、本当にファッションビッチでは……ない？

　というか、俺おれがセッティングしておいてなんだけど……なんだこのやり取り。

　超ちよう美少女が集まってする話が、よりにもよって『たまたまの真実について』とは……。

　なんともはや、シュールである。

　めぐみは、自信に満ちた表情で提案する。

「他にも色々指し摘てきしたいところがあるから、おにーさんのいないところで、話そっか」

「……めぐみちゃん……ううん、めぐみさんっ……監かん修しゆう、お願いしますっ」

　尊敬のまなざしでめぐみを見る、紗さ霧ぎりであった。




　そしてスーパービッチめぐみんさんによる監かん修しゆうを経て、エロマンガ先生のエロ漫まん画がは描かき直された。俺おれは、さっそくできあがったものを読まされたのだが──

「……おい、おまえら…………なにこれ？」

「ふふん！　今度こそ完かん璧ぺきでしょ！　すっごくすっごく、リアルかつえっちでしょ！」

　薄うすい胸を張って鼻高々な紗さ霧ぎり。

　紗さ霧ぎりの両りよう脇わきに並び立つエルフとめぐみも、似たような感じだ。

『開かずの間』の中で行われた、めぐみ先生のレクチャー。

　それを経て、三人の性知識は、均等にならされているようであった。

「確かに……さっきまでの漫まん画がと比べて、不自然な点は減っている」

「そうでしょう、そうでしょう」と、エルフ。

「さっきめぐみが指し摘てきしてくれた部分だけじゃなく……明らかにおかしかった、その……あえて名前をぼかすが──アレの位置も、ちゃんと修正されているな。形状も、ちゃんと人類のものになっている。それは認めよう」

「そうでしょう、そうでしょう」と、めぐみ。

「ところでめぐみ、大事な質問をしてもいいか？」

「？　どーぞ？」

「このアレは誰だれのアレ？」

「はい？」

「だから、アレだよ。女子は、実物を見ないと……その……知ることはできないよな？」

「あ、あー、はいはい。そゆことですか……」

　めぐみは、俺おれのあえてわかりにくくした質問の意図を、正確に把は握あくしたらしい。

　得意げに、こう回答してきた。

「あたしの元カレのです！」

「へー、元カレねぇ……」

　すべてを理解した俺おれは、半目になって、適当きわまりない返事をする。

　すると、めぐみは口先をすぼめて不ふ機き嫌げん顔になる。

「な、なんですかその反応。もうちょっと、『おまえ彼かれ氏しいたの？』とかっ……ショックを受けてくれてもいいと思うんですケド……」

「うるせえ！　おまえこそ、なんだこの可愛かわいらしいおちんちんは！」

　気付けば俺おれは、破は廉れん恥ちな単語をにごすことさえ忘れ、率そつ直ちよくにツッコんでいた。

　そうせずにはいられなかったのだ！

「えっ？　えっえっ？」

　名探たん偵ていに指さされた犯人のごとく、めぐみはうろたえている。

「このキャラは高校生男子だぞ！　違い和わ感かんありすぎてギャグ漫まん画がになってるじゃねえか！」

　しかも迫はく真しんの表情とのギャップで超ちよう面おも白しろかったぞ！

「で、でもでも！　あたしが見た……おと……元カレのは、こういうのだったんですモン！」

「おまえの元カレとやらは幼よう稚ち園えん児かなにか？」

　そしていま、元カレの前になんと言いかけた？

「く……っ」

「め、めぐみちゃん！」「めぐみ、あんたまさか……わたしたちをたばかって……？」

　裏切られたとばかりに、紗さ霧ぎりとエルフはめぐみに疑ぎ惑わくのまなざしを送る。

　一方めぐみは、冷ひや汗あせを額に貼はり付つけて震ふるえている。

「ち、違ちがうもん！　ファッションビッチじゃないもん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　両目をきつくつむって叫さけぶめぐみ。

　その言葉を素す直なおに信じるものは、もはやこの場には誰だれもいなかったのである。




　めぐみが半泣きで逃にげ帰かえったあと──

「マサムネ君！　いったいどういうことなんだ！」

　我わが家やにさらなる騒そう動どうの種がやってきた。

　和泉いずみ家の玄げん関かんにさっそうと現れた着物姿の美少女は、

「ムラマサ先せん輩ぱい……どうしたんですか血相を変えて！」

「どうしたもこうしたもないっ！　マサムネ君！　君きみ、エルフと同どう棲せいを始めたそうじゃないか！」

　いまにも地団太を踏ふみそうな勢いで怒いかりをぶちまけてくる先せん輩ぱい。

　俺おれは、くるりとリビングの方を向いて、大声を出す。

「エルフぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?　オマエ先せん輩ぱいに余計なこと言ったろう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

「言ったわよ」

「うお」

　リビングで待っていたはずのエルフは、俺おれが振ふり向むいたところに立っていた。

「ムラマサ、夏休みでわたしん家に泊とまってるからね。さっきいったん家に戻もどったとき、小説執しつ筆ぴつに没ぼつ頭とうしているこいつの背中に、『和泉いずみマサムネの同どう棲せい事情』を書いたメモを貼はっておいたのよ」

「い、いつのまに……」

　エルフは、腰こしに手を当てニヤリと笑う。

「だってムラマサにだけ内ない緒しよにしておくなんて、不公平じゃない。正々堂々と圧あつ倒とうするのがわたしのやり方なの。文句ある？」

「ぐぬっ……」

　エルフのまばゆいオーラに、俺おれは怯ひるむ。

　ムラマサ先せん輩ぱいが俺おれを指さし言った。

「エルフだけじゃない！　なんとかという女の脚きやく本ほん家も一いつ緒しよに住んでいると書き置きにあったぞ！　なんなんだ君は！　自宅にハーレムでも作るつもりか！」

「とんでもない誤解だ！」

　俺おれは手と首をめちゃくちゃに振ふり乱みだし、全力で否定した。

「エルフ[image: ～][image: ～]、大事なところを飛ばして説明しやがって！　エルフはいつも通り勝手に押おしかけてきて同どう棲せいとか言ってるだけだし、脚きやく本ほん家の葵あおい真ま希き奈な先生は、『世界妹セカイモ』のアニメの脚きやく本ほんを担当してくれている人で、作品の取材のためにこの家で暮らすことになったんだ！」

「いい加減なことを言うな！　作品の取材で何故なぜ原作者と同どう棲せいしなくてはならんのだ！」

「俺おれもそこは知らねえよ！　本人がそうしないと書けないっつーんだからしょうがないだろ！」

「しょうがなくない！　若い男の子の家に、女によ人にんが……などっ……」

　かぁぁ、と赤面しながら怒おこる先せん輩ぱい。

「じゃ、じゃあ先せん輩ぱいは、どうしろってんだよ？」

「まずはその脚きやく本ほん家とやらに会わせてもらおう！　和泉いずみマサムネをよく知る読者として！　そしてマサムネ君と……な、仲の良いいガールフレンドとしてっ……話があるのだ！」

　いまどきガールフレンドって……。

　がんばって横文字を使ってくれたんだろうけど、逆に古くせえぞ先せん輩ぱい！

　俺おれたちのやり取りを見ていたエルフが、俺おれの肩かたを叩たたいてニヤける。

「マサムネ、諦あきらめなさい。こうなったらてこでも動かないわよこいつ」

「誰だれのせいだ、誰だれの……」

「ってか、わたしも話してみたいしね。さっさと起こしなさいよ、あのデブゴン」

　一言も話してないうちから、真ま希き奈なさんにキツいエルフであった。

「はぁっ……わかったよ」

　エルフはともかく……真ま希き奈なさんとムラマサ先せん輩ぱい、すこぶる相あい性しよう悪そうなんだがな。




　俺おれはふたりを連れてリビングに戻もどった。

　スウェット姿の真ま希き奈なさんは、依い然ぜんとしてソファに座すわって寝ねこけている。

「む、この女か」

　真ま希き奈なさんのだらしない姿を見た瞬しゆん間かん、ムラマサ先せん輩ぱいの眉まゆがひそめられる。

　ほら、相あい性しよう悪い。

「マサムネ君、起こしてくれ」

「……そう簡単には起きねえんだよな、この人」

　さすがにネオ・タイガーショットをわき腹に撃うち込こむわけにもいかない。

「ふむ」

　俺おれが躊ちゆう躇ちよしていると、ムラマサ先せん輩ぱいが、おもむろに真ま希き奈なさんの鼻をつまんで口を押おさえた。

「ムラマサ先せん輩ぱい、その起こし方は暗殺にしか見えない！」

「しかし、これなら確実に目を覚ますだろう」

　そうだけどさ！

　赤あか坂さかＰといいムラマサ先せん輩ぱいといい、おそろしい起こし方をしやがる。

　だが敵？もさるもの。十秒……二十秒経過しても、真ま希き奈なさんは目を覚まさなかった。

　苦し気に顔を赤らめ、

「……んむむむ」

　ぶすすす、ぶすすす、と呼吸に失敗する音だけが、塞ふさがれた小鼻から漏もれていた。

「む、我が慢まん強づよいな。これでも起きないとは……」

「せ、先せん輩ぱいそのへんで！　このまま息の根が止まりそうで怖こわい！」

　俺おれの制止により、ムラマサ先せん輩ぱいが指と手を渋しぶ々しぶ離はなす。

「ぷは……はぁ……はぁ」

　解放された真ま希き奈なさんは、眠ねむったまま数秒間呼気を整え……

「……ぐぅ」

　再び幸せそうに夢の世界へと旅立っていった。その緩ゆるい顔を見て、ムラマサ先せん輩ぱいが一言。

「……くそっ、無む性しように腹の立つ寝ね顔がおだな」

「まったくだわ」

　エルフが半目で真ま希き奈なさんを見下ろす。

「ったく……こうなったら…………」

　彼かの女じよはちょっと考えて、

「脱ぬがしましょう」

「やめろって！」

「きっとこいつも、全ぜん裸らになれば、精神が高こう揚ようして覚かく醒せいするわよ！」

「それはオマエだけだ！」

　あと眠ねむってる女の子の胸をモミモミしながら喋しやべるんじゃない！

　目のやり場に困るだろうが！

「んん……むむ……っ……」

　先まで安あん眠みんしていた真ま希き奈なさんは、エルフの蛮ばん行こうによって悪夢を見ているかのような表情でうめいている。その顔は、段々と赤く染まっていき──

「う……うひゃひゃひゃ！」

　あ、起きた。

「ちょっ！　なに!?　なんでわたし、知らない金きん髪ぱつ美少女に胸揉もまれてるの！」

　胸を揉もみしだかれて飛び起きた真ま希き奈なさんは、状じよう況きようが把は握あくできず、まばたきを繰くり返かえしている。そんな彼かの女じよに、エルフはしれっと自己紹しよう介かいする。

「初めまして、超ちよう天才ラノベ作家の山やま田だエルフよ」

「あ、はい。初めまして──じゃなくて！　いつまで揉もんでるんだよ！」

　豊満な胸を舌打ちしつつ揉もんでいたエルフは、鷲わし摑づかみしていた手を離はなし、俺おれに向かって半目で言った。

「教えてあげるわマサムネ──巨きよ乳にゆうは揉もむと起きる」

　適当なこと言いやがって。

「俺おれがその起こし方をしたら、妹に怒おこられるから無理だな」

「……それ以前にわたしが怒おこるからね」

　腕うでで胸を隠かくし、恥はじらいの表情で真ま希き奈なさんが言った。

「ふわ……」

　彼かの女じよは、あくびを嚙かみ殺ころしながら目をこする。それからボンヤリとした声で、

「脚きやく本ほん家の葵あおい真ま希き奈なです。現在、正まさ宗むねさんと同どう棲せい中～」

　人聞きの悪すぎる自己紹しよう介かいをした。

　……ムラマサ先せん輩ぱいとエルフに、事情を説明したあとで本当によかった。

「……で？　山やま田だエルフちゃんと……そっちは？」

「私は千せん寿じゆムラマサ。和泉いずみマサムネ先生を敬愛する読者だ」

　大きな胸を張って、相手を見下ろしながら、ムラマサ先せん輩ぱいはそう名乗った。

　相変わらず、小説家とも作家とも自じ称しようしない。

　彼かの女じよにとって一番大切なのは、俺おれの読者であることなのだろう。

「千せん寿じゆムラマサって、あの!?」

「そう、あの千せん寿じゆムラマサ先生です」

　俺おれはわかり辛づらい自己紹しよう介かいしかしない先せん輩ぱいに代わって、真ま希き奈なさんの質問に回答する。

「ムラマサ先せん輩ぱいは、『世界妹セカイモ』のことで、真ま希き奈なさんに話があるそうなんですよ」

「ほえー、そうなんだ。なに？」

　真ま希き奈なさんは、よっこらしょとソファに座すわり直す。

「私は、和泉いずみマサムネ先生のファンであり、『世界妹セカイモ』のファンでもある……」

　ムラマサ先せん輩ぱいは、低い声でそこまで言うと、かっと目を見開き、こう宣言する。

「葵あおい真ま希き奈な！　あなたが『世界妹セカイモ』アニメの脚きやく本ほん家にふさわしいかどうか、ここで試ためさせてもらう！」

　まるで漫まん画がのような熱い台詞せりふ。それに対し真ま希き奈なさんは、目を眠ねむそうに細めて、

「えぇ～、やだ」

「なにぃっ……なぜだっ！」

「めんどいっす」

　適当きわまりないお返事であった。

『性格真逆のふたりが会話をするとこうなる』という良いい例だな。

　ふたりとも、スタンスが一いつ貫かんしていてブレないので、歩み寄る余地すらない。

　そんな空気をすばやく察したエルフが、状じよう況きようを強ごう引いんに進行させにかかる。

「マキナ、面おも白しろそうだから、ムラマサのテストを受けてあげなさいよ」

「おっ、会っていきなりファーストネーム呼びなんだ」

「あら、ダメだった？」

「や、ダメじゃないけどさ。テストはめんどいっす」

「うん、ムラマサよりも、マキナの言い分の方が正しいわね。でも……」

「でも？」

「ムラマサちゃん、いつものアレな台詞せりふを言っておやりなさい」

「うむ、私の試練を受けないというのならば仕方がない……」

　水み戸と黄こう門もんめいた口調で促うながされた先せん輩ぱいは、完全なる真顔で言う。

「死んでもらおう」

「目がマジなんだがっ？」

　さっと青ざめた真ま希き奈なさんは、俺おれに助けを求める眼まな差ざしを送ってくる。

　彼かの女じよの気持ちはとてもよくわかる。ムラマサ先せん輩ぱいのこのノリは、もう何度も見てきたからな。

「真ま希き奈なさん、ムラマサ先せん輩ぱいは冗じよう談だんを口にしません。超ちようヤバい原作ファンを相手取るつもりで対応してください」

「えー、やりたくないんだけどー」

　もの凄すごく嫌いやそうに表情をゆがめる真ま希き奈なさん。

「マキナ、ムラマサがマサムネのことでアレなこと言い出したら早さつ急きゆうに処理した方がいーわよ？　さもないと、ずーっと延々うざく絡からまれるわよ。アニメ終わったんだからもういいだろって気を抜ぬいたころに家まで来るわよ」

　エルフのムラマサ先せん輩ぱいへのイメージがひどい。いるよね、そういう怖こわいファン。

　それを聞いた真ま希き奈なさんは、ふぅとため息を吐ついて、指でマルを作る。

「おっけ。こりゃ、やんない方がめんどそうだ。受けるよ、そのテスト」

「そうこなくてはな」

　ムラマサ先せん輩ぱいが首しゆ肯こうする。

「ではさっそく……現時点での成果物を見せてもらおうか」




　真ま希き奈なさんはムラマサ先せん輩ぱいに、現時点での成果物──つまり、シリーズ構成と書きかけの第一話脚きやく本ほんを渡わたした。

　ムラマサ先せん輩ぱいは、真ま希き奈なさんの対面に腰こしかけ、タブレットに表示されたそれを読む。

　俺おれとエルフも、ふたりのそばに腰こしかけて、その様子を見守った。

　やがて……食い入るように脚きやく本ほんを読みふけっていたムラマサ先せん輩ぱいが、顔を上げる。

　そして一言。

「よくできている」

「おお……」

　俺おれは目を見張ってしまう。いや、だって……

「自他ともに認める原げん作さく厨ちゆうであるムラマサが、あっさり認めるって、相当よね……？」

　俺おれの内心そのままを、エルフが言葉にした。

　ムラマサ先せん輩ぱいは「だが」と続ける。

「これだけではまだわからん。『世界妹セカイモ』の脚きやく本ほん家としてふさわしいかどうか、確信はできん」

「んじゃ、どうする？」

　真ま希き奈なさんが問うた。ムラマサ先せん輩ぱいが答える。

「来月発売の『世界妹セカイモ』五巻の原げん稿こう……当然あなたも読んでいるな？」

「うん、けっこう衝しよう撃げき的な引きで終わってたね」

「ああ、素す晴ばらしく続きが気になる終わり方だった！　続巻がいまから楽しみだっ！」

　このやり取りを解説すると、ムラマサ先せん輩ぱいにせがまれて、発売前の原げん稿こうを読んでもらっていたのであった。熱ねつ烈れつなファンにそう言ってもらえるなら、発売日前の作者としては一安心というところだ。先せん輩ぱいは上じよう機き嫌げんに続ける。

「というわけで、最終試練だっ。これからあなたには、『世界妹セカイモ』五巻の続き……つまり、六巻の冒ぼう頭とうを書いてもらう」

「はぁ？」

「原作者ではないあなたが、台詞せりふや展開を予想して、続巻を書いてみろということだ！　それをもって最終試練としよう」

「……キミ、自分がなに言ってるかわかってる？」

「むろんだとも。原作を託たくされた脚きやく本ほん家であるならば、当然できるはずだ」

「当然できねーよ！」

「できない？　ならば死ぬしかないな」

「ちょっと！　冗じよう談だんだよね!?」

　冗じよう談だんではないんだ……！

　ムラマサ先せん輩ぱいは和泉いずみマサムネのこととなると、こうなる人なんだ……！

「ちなみに私はできるぞ。完全一いつ致ちとはいかないだろうがな。和泉いずみマサムネ作品を、私以上に読よみ込こみ理解している者はいない」

　超ちよう得意げに胸を張るムラマサ先せん輩ぱい。それを見た真ま希き奈なさんは、呆あきれた様子で言ったものだ。

「……いやぁ、正まさ宗むねさん、やっかいな女に取り憑つかれてるのね」

「すさまじい表現をしますね」

「まじヤバいってこの人、完かん璧ぺき本心で喋しやべってるもの。……まあともかく、やらないと殺されそうだし、いっちょやってみますか」

「え？　できるんですか？」

「さぁ～？　たぶん、そろそろ、できるんじゃない？」

　なんともいい加減な返事であった。

　むう……。

　ムラマサ先せん輩ぱいといい、真ま希き奈なさんといい、原作者である俺おれとしては、そう簡単に原作を予想して再現できるなんて言われると、ムッとするんだけどな。

　やれるもんならやってみろよ。内心そんな気持ちだった。

「そこまで言うなら、書いてもらおうじゃないですか。そんでもって、俺おれがいま執しつ筆ぴつ中の六巻の冒ぼう頭とうと、比べてみましょう」

「じゃ、ちゃちゃっと書くから、お茶でも用意して待っててね」




　そうして十分後。




「ほい、できたよ」

　真ま希き奈なさんは、『世界妹』六巻の冒ぼう頭とう二ページほどを、予想だけで書き上げた。

　小説ではなく脚きやく本ほん形式。台詞せりふと状じよう況きよう説明のみの簡素なテキスト。

　それを各人のタブレット等に表示させて、皆みなで読む。

　真ま希き奈なさんがムラマサ先せん輩ぱいに問う。

「ところでムラマサ先生、わたしが書いた『妄もう想そう六巻』の内容が、間ま違ちがっていたらどーなるの？」

「間ま違ちがっていた部分、一か所につき、指を一本ずつ折っていくというのはどうだろうか」

「自分でその修しゆ行ぎようを実じつ践せんしてそうなとこが怖こわいよねキミ！」

　さっきの言動を顧かえりみると、本当にやってそう。

　で。

　テストの結果がどうだったかというと……。

「…………ほう、私の予想とほぼ同じだな」

「マサムネ、答え合わせしてよ。マキナが書いたこの予想、どのくらい合ってた？」

「……………………」

　俺おれは、たっぷり数秒、間を空けてから答える。

「うぐぐ……七割くらい……合ってる……台詞せりふも含ふくめて……」

　ちくしょう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]超ちよう悔くやしい！

　読者にファンレターで先の展開当てられたときくらい悔くやしい！

「おぉ～。やるじゃん、わたし」

　ほっと胸を撫なで下おろす真ま希き奈なさん。そんな彼かの女じよに、ムラマサ先せん輩ぱいが一言。

「指三本だな」

「悪あく魔まかな！」

「冗じよう談だんだ」

　完全なる真顔で言うムラマサ先せん輩ぱい。ちらっと恨うらめし気に俺おれを見て、

「……私だって、冗じよう談だんくらい言えるのだぞ？」

「心臓に悪い冗じよう談だんはやめてくれ」

　御お父上そっくりだわ。

「まあ、ともかく」

　先せん輩ぱいは、こほんと咳せき払ばらいをして、真ま希き奈なさんに向き直る。

「試練は合格だ。認めよう──あなたは、『世界妹セカイモ』を託たくすにふさわしい脚きやく本ほん家であると」

「お、おう……とりあえず、指折られなくてよかったわ」

　緊きん張ちようが緩ゆるんだのか、ふあ、とあくびをする真ま希き奈なさん。エルフが興味深そうに聞く。

「へー、マキナもムラマサも、よく七割も当てられたわね」

「ふっ、当然だ。私には、誰だれよりも深い愛がある。なにせいつも続きが読みたすぎて、自分で続きを書いているからな。だからこそ、私とマサムネ君の小説は似ているのだ」

「はっはぁ！　これが同どう棲せいの成果なのだっ！　まぁ、正まさ宗むねさんってラブコメだとほとんどストーリー捻ひねらないしね。基本、こうなるだろうなって方向にまっすぐ行くし、冒ぼう頭とうは必ず妹が出て来るし、毎巻ご丁てい寧ねいに前巻のおさらいを会話でするから、すげー予想しやすかったよ」

「もうおまえらが続き書けば！　バーカバーカ！」

　良いい脚きやく本ほんになりそうで安心したよチクショー！

　スネた俺おれは、捨すて台詞ぜりふを残し、部屋のすみっこへと歩いていくのであった。




　エルフ、ムラマサ先せん輩ぱい、真ま希き奈なさんの初対面は、そんな感じだったのだが……。

　ふて腐くされて体育座すわりをする俺おれのわきで、女性陣じんの不ふ穏おんな会話が進行していく。

「ってわけで、ムラマサもするでしょ？　同どう棲せい」

「………………す、する」

　ムラマサ先せん輩ぱいは、恥はずかしそうに小声でつぶやく。

「あり？　キミたちも一いつ緒しよに暮らすの？」

「そうよ、あんたが寝ねてるうちに決まったの」

「へー…………ちなみにふたりは、正まさ宗むねさんとどんなカンケイ？」

「未来の妻よ」

　またおまえはそういうことを……！

「が、ガールフレンドだ」

　先せん輩ぱい、そのフレーズ気に入ったんだな。

　ふたりの誤解を誘ゆう発はつしまくる台詞せりふを聞いた真ま希き奈なさんは、両目をキラキラと輝かがやかせて、

「ちょっと！　マジで！　リアルでラブコメやってんのキミたち！　うっは、こりゃ面おも白しろくなってきたぞぉ～！」

　思い切りテンションを上げている。

「いやいや、勝手に決めないでくださいよ！　俺おれはまだ許可してないし、部屋だって余ってない！　紗さ霧ぎりだって──」

　さすがに聞き捨てならず口を挟はさむ。

「安心なさい、それについてはもちろん考えてあるわ」

　エルフが、その台詞せりふは予想していたとばかりに即そく答とう。

「まず第一に、わたしたちが家にいても、紗さ霧ぎりの負担がごく少ないってのはすでに証明された事実よね」

「……む」

　エルフのやつ、理り詰づめで説得に入りやがった。

「第二に、同どう棲せいといっても、クリスタルパレスわたしん家と和泉いずみ家は、もう二世帯住宅みたいなもんだし、部屋が余ってなくてもＯＫ」

「……ま、まぁ……それは……」

「最後に、わたしたちと同どう棲せいすると、あんたたち『兄妹きようだいの夢』を叶かなえる手助けになるわ」

「「……どういうことだ？」」

　俺おれだけでなく、同どう棲せいしようとしているムラマサ先せん輩ぱい本人までが首をひねっている。

「さっきも少し話したけれど……さすがの和泉いずみマサムネも、アニメにゲームにフェアに監かん修しゆう……そろそろパンクが近づいてきたんじゃないかしら？」

「む……」

　さすがに経験者にはバレているか。

「……まぁな。でも、京きよう香かさんと暮らすようになってからは、家でやんなきゃいけないことが減ったし──」

「それでも、まだきついでしょう？」

「………………」

　俺おれは答えず、質問に質問で返す。

「そもそもこの話、同どう棲せいとなんの関係があるんだよ？」

「あんたの仕事、わたしとムラマサが手伝ってあげるわ」

「えっ？」

　俺おれは、ぱちくりとまばたきし、

「ま、マジで？」

「えぇ、マジよ？」

　エルフは笑って、まずムラマサ先せん輩ぱいを指さした。

「原作者と同等以上の水準で、監かん修しゆうと修正ができる超ちよう原げん作さく厨ちゆうの小説家」

　続いて、己おのれの顔を得意げに指さす。

「アニメ制作に関わりまくった上に大成功させた、偉い大だいなるこのわたし」

　最後に上向きの掌てのひらを、俺おれの前に差し出した。

「ふたりで、和泉いずみマサムネ先生のアシスタントをしてあげるわ！」

　ね、ムラマサ♡　と、隣となりに同意を求める。

「も、もちろんだっ！　私がマサムネ君の役に立てるなら……望むところだとも！」

「────」

　状じよう況きようを整理するまでに、数秒かかった。

　俺おれは、立ち上がり、深々と頭を下げる。

「……その……ありがとう……本当に……本当に…………助かるっ！」

　泣きそうだった。俺おれには、こんなにも頼たよりになる仲間が、いてくれたんだ……。

　こうして。

　多た忙ぼうを極きわめつつあった俺おれの仕事場に、これ以上ないほど心強いアシスタントたちが、新たに加わったのである。

　──代だい償しようとして、騒動トラブルの種を撒まきながら。




　俺おれは最強のアシスタントふたりとともに、自室へとやってきた。

　真ま希き奈なさんは、本格的に締しめ切きりがやばく、リビングで仕事中。

　エルフやムラマサ先せん輩ぱいとのやり取りを経て、やる気に満ちていた様子だったので、二日後の脚きやく本ほん会議までにはきっちり良いいものを仕上げてくれると信じている。

「マサムネ、とりあえずあんたの仕事スケジュールを教えなさいよ」

「ええと……そうだな。あれを見てくれ」

　俺おれは、机のそばの壁へき面めんを指さす。

　そこに貼はられているのは、和泉いずみマサムネのスケジュール表だ。

[image: ]

　今月の仕事スケジュールを吟ぎん味みしたエルフが、口元をひくつかせる。

「うっわー、わたしんときよりひどーい」

「ほぼ毎日、なにかしらの締しめ切きりがあるではないか。君はあれか？　嗜し虐ぎやく趣しゆ味みでもあるのか？」

　さんざんな言われようである。

「てか、絶対無理でしょこのスケジュール」

「無理じゃないって。できるし、やる。ってか、このスケジュールは最低限絶対にやらなくちゃいけないってやつで──本当なら、もっとたくさんの仕事を、夏休み中に前まえ倒だおしでやっておきたいんだよ。学校始まったら、仕事に使える時間がまた半分に減っちまうだろ？」

「あんたのそのノリ、ほんとキモいわ。あんたのことは好きだけど、こればかりはね」

　ウゲーと舌を出すエルフ。ムラマサ先せん輩ぱいも眉まゆをひそめている。

「……アニメ化進行中の原作者というのは、本当に、ここまでやらなくてはいけないものなのか？　私など、原作小説を書いていただけだぞ？」

「やらなくちゃいけないってのは違ちがうかな。──俺おれが、やるって決めたんだ」

　夢のために、紗さ霧ぎりのために、そして何より俺おれ自じ身しんのために。

「ふっ……そうか。ならば、もはや何も言うまい」

　ムラマサ先せん輩ぱいは、苦く笑しようして、

「それで？　マサムネ君、私たちは何をすればいい？」

「なんでも手伝うわよ」

　……あー、マジで泣きそう。

「じゃあ、遠えん慮りよなく頼たのませてもらうぜ！」

　俺おれはタウンページサイズの紙束を、先せん輩ぱい方の目前に、

　どん！　どん！　どん！　どん！　どん！　どん！　と、置いた。

「エルフ！　ムラマサ先せん輩ぱい！　『世界で一番可愛かわいい妹』のＡＤＶが今度発売されるんだけど、そのシナリオ監かん修しゆうをお願いしてもいいかな？」

「イヤアアアア！　ゲームのシナリオ監かん修しゆうぅぅぅぅ!?」

　一年前、自らそれを体験したエルフ先せん輩ぱいが、すんげー顔で、断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようを張り上げる。

「超ちよう天才ラノベ作家・山やま田だエルフちゃんが選ぶ『二度とやりたくない仕事第一位』よコレ！　　そっ、それをもう一度わたしにやらせようなんて……こ、この鬼き畜ちくラノベ作家！　マジで遠えん慮りよねーわこの後こう輩はい[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　いやー、経験者にやってもらえるなんて、なんてありがたいのだろう！

　エルフ先せん輩ぱいはムラマサ先せん輩ぱいほど俺おれの作品を読よみ込こんでいるわけじゃないけど、そのぶんゲームシナリオ監かん修しゆうについての経験がある。彼かの女じよに原作者チェック前の下読みをやってもらえるなら、かなりの時間短縮＆クオリティアップが期待できるはずだ。

　一方ムラマサ先せん輩ぱいは、いまいちよくわかっていない様子。

「ふむ……監かん修しゆうとは？」

「これは全部、ゲームのシナリオライターが書いてくれたシナリオテキストなんだ。原作者が書いたものじゃないし、複数の人間が分担して書いたものだから、このままだと色々な問題がある。たとえば原作と設定が微び妙みように違ちがっていたり、キャラクターの口調や性格が違ちがっていたりね。そういった部分を修正する作業のことを『監かん修しゆう』っていうんだ」

「つまり私は、これをすべて読んで、気に食わない部分を書き直せばいいのだな？」

「ムラマサ先せん輩ぱいの場合は、それでも大だい丈じよう夫ぶかな」

　ムラマサ先せん輩ぱいは、俺おれよりも実力のある小説家だし、俺おれと同等かそれ以上に原作に詳くわしい人でもある。自分が原作者になったつもりで監かん修しゆうしてもらっても、なんの問題もないだろう。

　もちろん最後の仕上げとして、俺おれみずから責任を持ってチェックをするつもりだ。

「なるほど、任せておけ！」

　ムラマサ先せん輩ぱいは、分厚い紙束を抱かかえてニヤリと笑う。

「…………別に、コレをすべて書き直してしまっても構わんのだろう？」

「そこまでやったら、千せん寿じゆムラマサ先生の名前をクレジットしなくちゃいけなくなるな！」

　そんなもん俺おれが読みたいよ！

　頼たよりになるアシスタントだぜ！




　そして──

　ラノベ作家三馬力、もの凄すごい勢いで仕事を片付けていく。

　俺おれは原作小説を書き、ムラマサ先せん輩ぱいとエルフには、ゲーム監かん修しゆうの仕事を手伝ってもらっている。もちろんどちらも一日ですべて終わるようなものではない。

　エルフ先せん輩ぱいいわく『せめて半月欲ほしいわね』とのこと。

　だから、夜になったら二人は隣りん家かに帰るのだろう。

　そう思っていたのだが……

　エルフとムラマサ先せん輩ぱいは、我わが家やで夕食を食べ、我わが家やでお風ふ呂ろに入り、我わが家やでパジャマに着き替がえて──

　夜十一時を回ったというのに、何故なぜか、いまだに俺おれの部屋にいるのであった。

「……あの……二人とも……もう夜遅おそいけど……帰らなくていいのか？」

　俺おれは、何度目かの同じ台詞せりふを両者へと向ける。

　パジャマ姿のエルフは、俺おれのベッドの上でうつ伏ぶせに寝ね転ころがり、俺おれの掛かけ布ぶ団とんを頭まで被かぶって、こちらをにまにま見つめている。

「えぇ～、もう終電なくなっちゃうしぃ～」

「おまえんち隣となりだろ！」

「くふふふふ、まあまあまあまあ、もうちょっと手伝っていくわよ。遠えん慮りよしないで頂ちよう戴だい。かわいい後こう輩はいのためだもの」

「ベッドで寝ね転ころびながら言う台詞せりふじゃねえな」

　ちなみにエルフは、夕飯食べてから、ずっとあんな感じでベッドに陣じん取どり、俺おれに話しかけたり、漫まん画が読んだり、スマホいじったりしている。

　美味うまい夕食を作ってくれたのはありがたいが、さっき頼たのんだゲームの監かん修しゆうは、あんまり手伝ってくれていない。……本当に、心の底から、やりたくないらしい。

　一方ムラマサ先せん輩ぱいは、例の青いお魚さんパジャマを着ている。

　ベッドわきの座ざ卓たくで、黙もく々もくと仕事中。

　早々に『監かん修しゆう』を諦あきらめ、すべて書き直し──つまり千せん寿じゆムラマサ先生による『世界で一番可愛かわいい妹』の新規書き下ろしゲームシナリオを執しつ筆ぴつしている。

　さっきのアレは冗じよう談だんでもなんでもなかったらしい。

「先せん輩ぱいも、手伝ってくれて本当にありがたいんだけど……もう十一時になるぞ？」

「……ん……もうそんな時間か……ふぁ……どおりで眠ねむいわけだ」

「だから、そろそろさ──」

「そうだな。……そろそろ寝ねるか」

　先せん輩ぱいはおもむろに立ち上がり、ぐっと胸を張って伸のびをしてから。

　ころんと、俺おれのベッド上に横たわった。

「ええ!?　せ、先せん輩ぱい!?」

　彼かの女じよはそのまま、エルフの被かぶっている掛かけ布ぶ団とんに、もそもそともぐりこんでいく。

「ちょ、ちょっと！　なんであんたまで入ってくるのよ！　うちに部屋を用意してあげたでしょ！　そっちで寝ねなさいよ！」

「……わ、私は今夜ここで寝ねるっ！　エルフこそ自分の家に帰って眠ねむるがいい！」

「はぁ？　バカなこと言ってんじゃないわよ！　あんたが帰りなさい！」

　狭せまいベッドの上で、ぎゅうぎゅうと押おし合あいを始めるパジャマ姿の美少女ふたり。

　とんでもない光景だった。

「き、君が言ったのだろうが！　マサムネ君の疲つかれをいやすために、同どう衾きんして添そい寝ねをするべきだと……！」

「だからそれはわたしがやるっつってんでしょ！」

「なに言ってんの!?　ふたりともなに言ってんの!?」

　大慌あわてて止めに入るも、ふたりにギロッと睨にらまれてしまう。




「同どう棲せいなんだから一いつ緒しよに寝ねるに決まってるでしょ（だろう！）」




『二世帯住宅みたいなもんだから部屋いらない』とはなんだったのか。

　とてもそんなことを聞ける様子ではなかった。

「無断で女の子を泊とめたりしたら、京きよう香かさんに殺されちゃうよ！」

「今日は帰ってこないみたいだし大だい丈じよう夫ぶよ！」

「妹にムチャクチャ怒おこられる！」

「おや？　私たちがマサムネ君の手伝いをするという話は、すでにしてあるのだろう？」

「一いつ緒しよに寝ねるとは言ってねえよ！」

　なんなんだこの状じよう況きよう！

　パジャマ姿の美少女ふたりに同どう衾きんを迫せまられるとかっ……昨今ラノベでもねえぞこんな展開！

「マサムネ！」

「マサムネ君！」





「「どっちと寝ねるの！」」






　誰だれもが魅み惑わくされるだろうおそるべき問いに、俺おれは────





「どっちとも寝ねない！」






　握にぎり拳こぶしで、当然の答えを叫さけぶ。

「いまの俺おれに、眠ねむってる暇ひまなんかなぁ──────────────い！」

　くるりと椅い子すを回転させて、猛もう烈れつな勢いで、仕事の続きを始める。

「はぁ……ほらね、ムラマサ。わたしたち、来てよかったでしょ？」

「まったくだ。……こんなにもため息を吐つきたくなる光景は、そうそうないぞ」

　囁ささやき合うふたりの声が、聞こえた気がした。




　結局──

　エルフとムラマサ先せん輩ぱいが帰ることはなく。

　俺おれが眠ねむることもなく。

　静かな時が過ぎていく。

　ふと振ふり返かえれば、仲良く並んで寝ね息いきを立てる、ふたりの姿があった。

「…………………………」

　さんきゅな、先輩。

　心の中で呟つぶやいて、再び俺おれは、机へと向き直る。

　わずかに開いたカーテン。

[image: ]

　窓から覗のぞく空は、少しずつ白み始めていた。




　しばしの時が経たって。

「ふあ……あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　俺おれは椅い子すに座すわったまま、勢いよく伸のびをする。

　目をつむると、瞼まぶたの裏で、血管がどくどくと脈打つのがわかる。

　集中力が落ち、疲つかれているのが自覚できる。

「顔、洗って来るかぁ……」

　ふらふらと立ち上がり、覚おぼ束つかない足取りで部屋を出て、洗面所を目指す。

　そこで──

「！」

　ぎぃ、と、『開かずの間』の扉とびらが開いた。

「さ、さ……」

　部屋から出てきたそいつは、俺おれの前に、ゆっくりと立ちふさがった。

「紗さ霧ぎり!?」

　そう。

　目を見開き呆ぼう然ぜんとする俺おれを、キッと睨にらみつけるのは、誰だれであろう俺おれの妹・紗さ霧ぎりであった。

　愛らしいパジャマ姿。

「…………………………」

　厳しい雰ふん囲い気きを纏まとう妹は、黙もくしたまま、俺おれの手を摑つかみ、ぐいっ、と引っ張る。

「お、おい……？」

「……………………！」

　ぐいっ、ぐいっ。

　いいから来い、と、行動で示している。

　俺おれは、わけもわからずそれに従った。

「…………………………」

　紗さ霧ぎりは、俺おれの手をぎゅっと握にぎったまま、自室の扉とびらを開け、そのまま俺おれを引ひっ張ぱり込こむ。

　そして。

　バタン、ガチャ。

「…………さ、紗さ霧ぎり？　なぜ鍵かぎを閉める？」

「……………………」

　紗さ霧ぎりは、怯おびえる兄の問いに答えず。

　京きよう香かさんばりの冷たい目で、床ゆかを指さした。

「………………す、座すわれ……って、こと？」

「………………」

　紗さ霧ぎりは微び動どうだにせず、床ゆかを指さし続けている。

　氷のような眼まな差ざしが、ただひたすらおそろしい。

　俺おれは、おとなしく妹の前で正座した。完全に説教をされる体勢であった。

　そこで紗さ霧ぎりが、ようやく口を開け、言葉を発した。




「……兄さん………………私が……なんでこんなに怒おこっていると思う？」




　やっぱ怒おこってる！

　だが、そういうことなら、心当たりはもちろんある。

　大いに焦あせり、妹にビビりながら弁明する。

「……え、エルフと……ムラマサ先せん輩ぱいを……俺おれの部屋に泊とめたことかっ？　で、でもアレには事情があってだな！」

「ちがう」

「それにふたりにはマジで指一本触ふれてな──って、え？　……違ちがう……のか？」

「ちがう」

　紗さ霧ぎりは大きく首を横に振ふった。

「エルフちゃんたちを泊とめたのにも、すっごく、すっごく、すっごく、すっごく、すっごく、すっごく、すっごく、すっ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ごく、怒おこってるけど……」

　どんだけ怒おこっているんですか。

　紗さ霧ぎり様が怖こわい……。

「……私がいま、いちばん怒おこってるのは……ちがうこと」

「？」

　俺おれは頭上にクエスチョンマークを浮うかべるしかない。

　だって、心当たりがなかったのだ。

　紗さ霧ぎりは、正座する俺おれの顔を覗のぞき込こんでくる。

「わかってないでしょ？」

「な、なにが？」

「京きよう香かちゃんにも、エルフちゃんにも、きっと他にも色んなひとから言われてたはずなのに……兄さんは……ちっともわかってないっ！」

　こんなにも──妹から直接的な怒いかりをぶつけられたのは、久しぶりだった。

「なんで今日も寝ねてないの！」

「！」

「昨日も！　おとといも！　前にちゃんと寝ねたのはいつ!?」

「………………」

「私っ……何度も言った！　お願いしたっ！　ちゃんと寝ねてねって……！」

「いやっ、それは──」

　ちゃんと寝ねてるよ──そう口にしようとしたが、言えなかった。

　噓うそを吐つくことになるからだ。それに、見み抜ぬかれてしまうという確信があった。

「……ごめん。でも──」

「でもじゃない」

　ずい、と顔を近づけて来る。

「……な、夏休みの間は、さ」

「だめ」

「仕事が遅おくれてアニメ制作に関われなくなるとかイヤなんだ。次の脚きやく本ほん会議では、ようやく一話の脚きやく本ほん──」

「もんどうむよう」

　さらに、ずずいと顔を近づけてくる。

　薄うすく開かれたその目は、完全に据すわっていた。

「兄さんが、こんなことするなら……夢なんか、叶かなわなくていい」

「お、おい紗さ霧ぎり！　それは──」

　それだけは、言っちゃダメだろう！

　俺おれもカッとなって言い返そうとして──

「っ……」

　できなかった。

　紗さ霧ぎりの瞳ひとみに、涙なみだが。

「……にいさん……は……私が……いちばんイヤなことしてる……」

　ぐす、と鼻を鳴らす。やおら紗さ霧ぎりは、自分のベッドを指さして、

「寝ねて」

「はっ？」

「そこで、いますぐ、寝ねて」

「はぁぁ!?」

「これからは……兄さんがちゃんと寝ねてるかどうか……私が監かん視しする」

「か、監かん視し……ここで寝ねろって……」

　いっぺんに巨きよ大だいな情報をぶちまけられたせいで、脳みそがパンクしそうだ。

　監かん視しという危険な単語もそうだが、俺おれを混乱させている最たるものは──

　俺おれが？　紗さ霧ぎりの……好きな女の子のベッドで寝ねる!?

「おま……自分が何を言っているのか……」

　紗さ霧ぎりは、有う無むを言わさぬ口調で宣言する。

「今日から兄さんは、私と同どう棲せいするの」

「な、なに言ってんの!?　おまえと俺おれは、いままでだってずっと一いつ緒しよに暮らしていただろ！」

「ちがう。同じところで暮らさないと、同どう棲せいとはいわない」

「だから同じ家で暮らしてたじゃないか！」

　紗さ霧ぎりは、再び首を横に振ふる。

「ここ」




「今日からこの部屋で、一いつ緒しよに暮らす」







　あとがき




　伏ふし見みつかさです。エロマンガ先生七巻を手に取っていただきまして、ありがとうございました。まずはお詫わびをさせてください。前巻のあとがきで、『最後の力を振ふり絞しぼるつもりで……』などと書いてしまったせいで、七巻が最終巻ではないかと思われた方が多くいらっしゃったようです。まだ終わりませんのでご安心ください。

　今年でデビュー十周年になるのですが、『本を出版する』という大きなイベントに、いまだ慣れません。一冊一冊が、私にとって、人生最後の出版物になるかもしれない。

　最後かもしれないから、後こう悔かいのないよう全力で、面おも白しろいものを読者に届けよう。

　毎回、そんな気持ちで執しつ筆ぴつしております。

　ですから、続く、で巻を終えたときなどは、絶対に続巻を書ききらねばならぬと必死です。

『最後の力を振ふり絞しぼるつもりで……』というのは、アニメ制作に参加して、原作小説を最後まで書ききって、そうしたらきっと、今度こそ力ちから尽つきるだろうな。そのくらいの気持ちで挑いどまなければいけないな、という意い気き込ごみをお伝えしようとしたものでした。

　勘かん違ちがいさせてしまい、申し訳ありません。




　まだ明かして良いかわからないので、お名前は伏ふせますが、頼たよりになるスタッフの手により、『エロマンガ先生』のアニメ制作が、順調に進んでおります。

　私自身も、一部脚きやく本ほんを担当させていただくことになりました。

　非常にかわいらしいアニメになると思いますので、ぜひご期待ください。




　今回の七巻から、和泉いずみ家の間取りを、アニメと同じものに変へん更こうしました。

　ご了りよう承しようくださいませ。





伏ふし見みつかさ
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伏ふし見みつかさ

写真は読者からいただいたエルフのイラストです。６巻発売後『アニメ化おめでとう！』のお手紙がたくさん届き、はげみになりました。
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イラスト／かんざきひろ

イラストレーター兼アニメーター。１９７８年生まれ。本業の傍ら、海外でレコードをリリースするなど音楽活動もこなす何でも屋状態の変な緑色の生物。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「伏見つかさ先生」係

「かんざきひろ先生」係











本書は書き下ろしです。
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